
I I 調査の結果

第11表 包含層出土石器の系列 ・石材別重量一覧 （単位 ：g)
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石 材名
石材 打製系列 使用痕系列 複合技術系列 他（石核・剥片）

コード 点数 重量 点数 重絨 点数 重鼠 点数 重載

アプライト 1 1 32 

゜゜゚ ゜゚ ゜安山岩ガラス 2 

゜゜゚ ゜゚ ゜
2 2 

角閃石安山岩 3 

゜゜゚ ゜゚ ゜
2 23 

細粒安山岩 4 16 1,551 

゜゜
1 ， 16 178 

粗粒輝石安山岩 5 10 2,608 95 68,750 1 2,000 36 2,319 

灰色 安 山岩 6 13 3,370 

゜゜゚ ゜
18 641 

変質安山岩 7 3 437 8 3,633 

゜゜
11 1,286 

花 岡 岩 10 

゜゜
4 4,211 

゜゜゚ ゜玉 髄 12 

゜゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜輝 緑 岩 13 1 450 

゜゜゚ ゜
4 64 

変輝緑岩 14 

゜
95 

゜゜゚ ゜
1 95 

赤 碧 玉 15 2 7 

゜゜゚ ゜
2 11 

頁 岩 16 34 1,610 3 237 

゜゜
87 1,079 

珪質頁岩 17 27 1,373 1 188 

゜゜
29 1,315 

硬質頁岩 18 1 28 

゜゜゚ ゜゚ ゜点紋頁岩 19 1 39 

゜゜゚ ゜
1 22 

凝 灰 右山 20 

゜゜゚ ゜゚ ゜゚珪質凝灰岩 22 3 25 

゜゜゚ ゜
1 30 

流紋岩質凝灰岩 24 

゜゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜溶結凝灰岩 25 

゜゜
3 918 

゜゜
3 11 

変玄武岩 26 

゜゜゚ ゜
21 2,546 5 946 

変質玄武岩 27 7 1,416 2 556 1 3 28 1,595 

砂 岩 28 8 1,065 4 1,160 

゜゜
20 375 

凝灰質砂岩 29 

゜゜
1 555 

゜゜゚ ゜蛇 紋 岩 30 

゜゜゚ ゜
1 18 

゜゜変質蛇紋岩 31 

゜゜゚ ゜
1 32 

゜゜石 英 32 

゜゜゚ ゜゚ ゜
2 190 

閃 緑 右山 33 

゜゜
3 975 

゜゜
2 155 

石英閃緑岩 34 

゜゜
47 24,638 

゜゜
1 341 

変閃緑岩 35 

゜゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜デイサイト 39 

゜゜
2 323 

゜゜
1 19 

石英斑岩 40 

゜゜
1 491 

゜゜゚ ゜変はんれい岩 41 

゜゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜葉 ろ う 石 42 

゜゜゚ ゜
1 5 

゜゜翡 翠 43 

゜゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜ひ ん 岩 44 1 115 12 4,052 

゜゜
3 25 

珪 質 変質岩 45 

゜゜゚ ゜゚ ゜
4 1,107 

雲母石英片岩 46 

゜゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜緑色片岩 48 

゜゜
2 1,542 1 6 2 11 

ホルンヘルス 50 4 1,195 

゜゜゚ ゜
10 351 

文象斑岩 51 

゜゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜流 紋 岩 52 3 49 2 453 

゜゜
3 13 

白色硬質石英質岩 53 

゜゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜人 工 物 54 

゜゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜滑 石 55 

゜゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜珪質準片岩 56 

゜゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜珪 化 木 57 

゜゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜変質凝灰岩 58 

゜゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜変質頁岩 60 

゜゜゚ ゜゚ ゜
1 1 

緑泥片岩 61 

゜゜゚ ゜
1 54 

゜゜緑色珪質岩 62 

゜
2 

゜゜゚ ゜
1 2 

変質流紋岩 63 

゜゜
1 147 

゜゜゚ ゜黒色頁岩 64 828 53,800 2 21 

゜
0 1,760 34,363 

黒 曜 石 65 31 230 

゜゜゚ ゜
22 180 

チ ヤ 卜 66 21 484 

゜゜゚ ゜
2 30 

黒 色安山岩 67 36 934 

゜゜゚ ゜
88 2,779 

不 明 12 29 

゜合 計 1,063 70,915 193 112,850 29 4,673 2,197 49,559 

第177図
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各石器系列の石材別点数（折線は重量）



いると考えられる。その一方で、両面に原礫面を残

すのは皆無である。

調整加工のあり方は、白井北中道II遺跡で見られ

たのと同様に、 1• 3類では側縁部の刃つぶし的な敲

打による階段状剥離が顕著で、刃部も両面調整によ

るものが多い。 2類では、側縁部を中心に片面調整

を施した器厚の薄いものが主体的である。

刃部形状については、各類を通じて円刃状となる

ものが55％と最多で、直刃は26%、偏刃は19％とな

る。偏刃については、欠損後に丁寧な再加工せずに

継続使用したものが含まれており、本来的なパーセ

ンテージはさらに少なくなると思われる。

1~3類の使用による磨耗痕は、全体の約51％に認め

られ、それらは主に刃部から体部中央にかけて残る縦

方向の磨耗痕である。基本的に表裏両面に残るケース

が大半であるが、その程度はどちらかの片面が弱く、

棒柄に密着する面とその外側となる面の装着状態の

差異を示している。欠損については46％のものに認め

られる。破断面での欠損方向は、その大半が基部から

刃部への長軸方向の平坦面に対して、垂直方向からの

加力によって折れた状態を示す。こうした磨耗痕や欠

損のあり方は、掘り具としての上下・回転運動を想定

させる。また 1~3類の残存部位の比率は、部位の特

定できない小破片40%、再生品を含めた完形品が34%、

刃部～体部破片15%、体部～基部破片 9%、体部中央

破片1％などである。体部中央近辺を境にした刃部お

よび基部の残存比率は、ほぼ拮抗した状況にある。出

土地点を違えた欠損品同士の接合例は、 4点(259・26,

297•3 18) しか認められない。欠損品が完形品を凌駕

することや、残存部位の顕著な偏在性が認められな

いこと、それに少なからず欠損品同士の接合例が存

在するこのなどは、白井北中道II遺跡とも共通する

現象で、石斧の使用場所を考える上で注目される。

石材は黒色頁岩が75％と主体を占め、細粒安山岩

の6％や灰色安山岩の 5％などがそれに次ぐ。これ

ら以外に11種類の石材が用いられるが、それらすべ

てを合わせても14％に過ぎない。黒色頁岩を主体と

する用材傾向は、削器・石匙・加工石器などの「打製

2.縄文時代

系列」の石器群とも軌をーにするものである。

h.三角錐形石器（第202図 360) 

IV区のVI層から 1点出土しているのみである。握

り部に当たる体部中位から頭部にかけて欠損する。

断面形が四角形であり、三角錐というよりも四角錐

形を呈する。ー側面に原礫面を残し、機能部の底面

陵部には使用による磨耗痕が認められる。石材は黒

色頁岩を使用している。時期的には、第158図4~7

などの撚糸文系土器に伴うものである。

i.石核（第203~206図 367~387)

総計70点・17,405gが検出されているが、 IV区(26

点）を中心にして、 I区(22点）やV区(15点）などに集

中している。また出土層位は、 VI層が32点と最多で、

VIII a層の24点、 VII層の12点がそれに次ぐ。石材別に

見ると、黒色頁岩34点（数量比率49%、重量比率

52%)、珪質頁岩7点（数量比率10%、重量比率6%)、

黒色安山岩5点（数量比率7%、重量比率7%)、粗

粒輝石安山岩4点（数量比率6%、重量比率8%)な

どが主なもので、他に12種類の石材が認められる。

赤碧玉・頁岩・変玄武岩・石英・珪質変質岩などの石核

は、北中道II遺跡や中原遺跡では検出されていない。

黒色頁岩の占める比率の高さは、「打製系列」石器に

おける同石材の卓越性と整合するものであり、原石

を持ち込んでの石器製作が行われたことを示してい

る。いずれの石材も、原礫面を残すものが多く認め

られる。原礫形状をもとに大別すれば、①径10~15

cmの分割礫や扁平な原礫の平坦面を打面にして中形

剥片を剥離するもの（373•376 • 380 • 385入②径10cm未

満の原礫平坦面や剥離面から小形剥片を剥離するも

の(372・378・379)、などに分けられる。残核状のもの

が多いため、数量的な①・②の傾向は把握できない

が、両面からの錯向状の剥片剥離（373・386)や片面方

向からの剥片剥離（372・380・382)、それに周縁部を打

面にした求心的な剥片剥離（379)などが認められる

が、その大半は横長剥片の作出がなされている。①

の石核からは小・中形石斧の素材剥片の作出が可能

であり、また②からは石匙や削器などの素材剥片が

作出されたと考えられる。
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II 調査の結果

j.剥片（第192図 244)

図としては掲載したのは244の大形剥片 l点のみ

であるが、素材 ・調整剥片を含めて総数2, 127点 • 32,

172gが検出されている。出土地点はV区(856点）を

中心としてIV区(639点）、 I区(503点）に集中する傾

向にあり、これは石核のあり方とほぽ合致する。出

土層位はVI層889点(42%)、VIIIa層847点(40%)、VII

層320点(15%)点、 VIIIb層11点(1%)であり、 VI・VIII 

a層を中心としている。石材は黒色頁岩1,726点・25,

303 g（数量比率81% • 重量比率79%) 、頁岩85点 •863

g （数量比率 4%•重量比率 3%) 、黒色安山岩83点・

1,560 g（数量比率 4%•重量比率 5%) 、粗粒輝石安

山岩32点 •988 g（数量比率 2%•重量比率 3%) 、変質

玄武岩27点 •796 g（数量比率 1 % •重量比率 2%) 、珪

質頁岩22点・237g（数量比率 1%•重量比率 1 %)、黒

曜石20点・170g（数鼠比率 1% •重量比率 1 %) など

が主なものであり、その他に24種類の石材106点・2,

492 g（数量比率 5%•重量比率 8%) が認められる。

黒色頁岩が主体をしめる点は、先の「打製系列」の石

器石材や石核石材のあり方と軌を一にしている。石

材別剥片の平均的な大きさ（長径x短径）と重量は、

黒色頁岩37mmx 28mm・ 15 g、頁岩36mmX 26mm・ 10 g、

黒色安山岩42mmX 31mm • 19 g、粗粒輝石安山岩43mmX

36mm・31 g、変質玄武岩55mmX 34mm • 29 g、珪質頁岩

36mm X 26mm • 11 g、黒曜石27mmx 2lmm・ 9 gとなる。

1点あたりの重量が10g前後となる頁岩・珪質頁岩・

黒曜石などは、「打製系列」の中でも石鏃・石錐・石匙

などの石材に用いられており、製作目的の石器がほ

ぽ小形品に限定されることと相関性を有するだろ

う。同様に、 30g前後の粗粒輝石安山岩や変質玄武

岩などは主として石斧に用いられており、自ずとそ

の剥片も大ぶりなものとなる。同石材の中で最大の

素材剥片は、長径100mmx 短径57mm X 厚さ 41mm•重さ

167 gである。黒色頁岩や黒色安山岩は、「打製系列」

の各種石器に多用される石材であり、前二者の中間

的な数値となっている点も整合的である。 244は1,

800 g弱の黒色頁岩の大形剥片であり、打製石斧など

の素材剥片と考えられる。
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k.磨製石斧（第202図 349~359) 

IV区が13点、 I区が7点、 III・V区が各点の計24点

が出土している。出土層位はVIIIa層が11点、 VI層が

7点、 VII層が5点である。使用により基部や刃部を

欠損するものが19点と全体の 8割を占め、欠損率の

高さが目に付く。形態的には断面形が楕円形で、基

部幅が狭い尖り気味の乳棒状を呈するものが多く、

349~352のような小形で定角的なものは 3点のみで

ある。乳棒状石斧の大きさは、体長約20cm、刃部幅

5~7 cm と考えられる。石材は、 349 • 340が蛇紋岩系

のほかは全て変玄武岩で構成される。これら石材の

調整剥片や石核は、変玄武岩がわずかに認められる

ものの皆無に近い状況であり、遺跡外から完成品と

してもたらされた可能性が高い。

I.スタンプ形石器（第203図 361~365) 

図に掲載した 5点が全てである。 I• IV区から各2

点、III区から 1点が出土し、その層位はVIIIa層が4

点、VI層が 1点である。側縁部の整形加工が不要な

棒状礫を素材に用い、機能部の底面は 1回の打割に

よって作出されるもの(361・363・365)と複数回によ

るもの(362・364)とがある。底面には、使用による磨

耗痕を有するものが2点(363・365)認められる。大き

さは体長9~llc皿底面幅7~9cm、重量500~800g

の範囲にほぽ収まる。石材は粗粒輝石安山岩3点、変

質安山岩と石英閃緑岩が各 1点である。

m.ハンマーストーン（第209図 444•445) 

棒状礫を素材として、先端部分に敲打痕のみを有

するものであり、 IV区から図の 2点が出土した。重

量が180g強の中形品(445)と、 500g強の大形品

(444)が認められる。石材は444が石英閃緑岩、 445が

珪質頁岩である。

n．凹石・磨石・敲石類（第206~209図 388~443) 

円形や楕円形状を呈する扁平な河床礫を素材とし

て、その表面に使用による窪み穴や磨り面（磨耗痕）

を有するものを一括した。ほぽ片掌の中に収まるサ

イズを有し、窪み穴と磨り面は複合することがかな

りの頻度で認められ、また周縁部に敲打痕を持つも

のも多い。窪み穴は、基本的に多数回に及ぶ微細な



敲打痕の集合により形成されているが、回転動作に

よって形成された揺り鉢状を呈するもの(389・407)

も僅かに認められる。総数164点が存在し、 IV区(74

点）を中心に I区(47点） • V 区 (27点） •III 区(12点） •II 

区(4点）に分布している。出土層位は、 VIIIa層66点

(40%)、VI層56点(34%)、VII層38点(23%)、VIIIb層

3点(2%)である。

素材形状は、楕円形の 1類が95点(58%)と最多で、

円形の 2類が32点（19%)、不定形の 3類が26点

(16%)となる。窪み穴の形成状況は、両面に付くも

のが39点存在するが、片面のみのものも28点認めら

れる。磨り面は、両面が60点、片面が42点とほぼ拮

抗し、それらと複合して周縁部にもあるものが13点

認められる。また、窪み穴・磨り面・敲打痕が複合す

るもの30点(18%)、窪み穴・磨り面が複合するもの 8

点(5%)、窪み穴と敲打痕が複合するもの17点

(10%)、磨り面と敲打痕が複合するもの31点(20%)

の他に、窪み穴のみ12点(7%)、磨り面のみ40点

(24%)、敲打痕のみ26点(10%)などがある。窪み穴

と磨り面の形成における時間的関係は、ともに相前

後する状況が認められ、「敲く」「磨る」という動作

が相関した作業の中で行われたことを示す。平均的

な大きさは、長径100mm ・短径72mm • 重さ 449gである。

石材は粗粒輝石安山岩（47%)と石英閃緑岩(27%)と

が全体の 7割強を占め、磨石類における両石材の卓

越した状況が窺える。その他にひん岩・変質安山岩・

砂岩など14種類(26%)が存在するが、各単体別に見

れば7％を越えるものはない。

o.砥石（第203図 366)

I区から 3点、IV・V区から各 1点の計5点が出土

している。出土層位はVI層が4点、 VIIIa層が1点と

なる。 366は長径8cmX短径6cm、厚さ 4cmほどの粗

粒輝石安山岩の河床礫を用いて、片面に砥面を作る。

石皿的でもあるが、長軸方向にわずかな線状痕が認

められる。他は小破片であるが、輝石安山岩や黒色

頁岩の河床礫を用いたものが各2点存在する。

p.石皿（第210•211図 446~452•455)

IV区が5点、 I区が2点、 III区が1点の計8点が

2.縄文時代

出土している。出土層位はVIIIa層が3点、 VI層と表

採が各2点、 II区が1点である。いずれも扁平な河

床礫を素材とするが、石材は粗粒輝石安山岩を主体

(5点）に緑色片岩(2点）と溶結凝灰岩(1点）が認め

られる。緑色片岩を除けば、近隣の利根川河床や段

丘崖に産出する石材である。448・452は掃き出し口の

付く無縁の楕円形状を呈するものであるが、 446・

449•450などの破損品もそれに類すると推定される。

機能面（磨り面）の浅い窪みは、455を除く全てに認め

られる。また449•45 1 を除いて、いずれも裏面に錐揉

み状の窪み穴を複数個有する。欠損品の割合は 5割

と少なく逆に完形品が目立つ点で特徴的である。

q．台石（第211図 453•454•456·457)

IV・ V区から各3点、 I区から 2点、 III区から 1点

の計9点が出土している。出土層位はVIIIa層6点、

VI層が3点である。円形あるいは楕円形状の扁平な

河床礫を使用し、石材には粗粒輝石安山岩(6点）が

多用され、その他に花岡岩・石英閃緑岩（各 1点）が僅

かに存在する。いずれも片面に集合打痕が見られる

が、457は磨り面も併存しており石皿的な機能も想定

できる。大きさ的には453のように 6kgを越えるもの

もあるが、大半のものが2~3kgである。

r.石棒

1点確認されているが、小破片のため掲載してい

ない。 IV区のVII層から出土し、石材は緑泥片岩。

s.多孔石（第211図 458) 

I区のVI層から 2点が出土したのみである。458の

窪み穴には、錐揉み状のものと集合打痕によるもの

が見られるが、後者の方が顕著である。石材は粗粒

安山岩と細粒安山岩とが各 1点。

t.装身具（第211図 459•460) 

図に掲載した棒状垂飾品(459)と、映状耳飾り

(460)の2点が存在するのみである。前者はIV区のVIII

a層から、後者はV区のVI層内からの出土であり、両

者ともに欠損している。石材は459が緑色片岩、 460

が葉ろう石を用いており、ともに外部からの搬入品

と考えられる。
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II 調査の結果
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II 調査の結果
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II 調査の結果
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II 調査の結果
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II 調査の結果
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II 調査の結果
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II 調査の結果
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II 調査の結果
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II 調査の結果
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II 調査の結果

、

□□□
]

-

l

CJー
ロ
ー
ロ

446 

口

厚
忍
嫁

喀桑ヽ屯99'

I -― I 

□ 449 、ここ〕

、
爪
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
□
ハl
|
¥り
¥
)
I

--450 

447 

448 

451 

口 452 

゜
1 : 4 10cm 

453 

第210図 包含層出土の石器(33)

244 
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II 調査の結果

2-3 吹屋中原遺跡

(1) 検出された遺構と遺物の概要

I~III区の約8,200rri宝わたる調査区内から検出

された縄文時代の遺構は、竪穴住居・土坑・陥し穴・焼

土痕の他に倒木痕などがある。各遺構の検出は、 VI

~VIII層の遺物包含層を人力により掘り下げてゆく過

程で適宜行ったが、最終的には焼土痕を除いてIX層

のローム上面にて確認した。竪穴住居は、 I・III区に

各 1 棟(1 •3 号）と、 II 区に 1 棟 (2 号）の計 3 棟が存

在し、 1号の掘り込みはVIIIa層の上面からなされて

名 L
V
 

いる。土坑は44基が検出されているが、 III区には 2

基が存在するのみで、他の全てが I•II区に集中して

いる。陥し穴は 1基が、 また焼土痕は 2基がともに

II区より検出されている。 これら遺構の時期につい

ては、竪穴住居が前期の有尾式・諸磯a式期と中期の

加曽利E3式期に分かれるが、土坑は有尾式・黒浜式

期と諸磯式期が存在するのみであり、加曽利E3式
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期のものは認められない。調査区域が狭小なことも

あり、各時期の集落形態については不明であるが、

時期別に見た遺構の分布状況は、 I・II区に有尾式・

黒浜式期の遺構が、またIII区には諸磯式期の遺構が

それぞれ集中する傾向にあり、同時期の竪穴住居と

土坑とが位置的に近接して存在している。陥し穴と

焼土痕については、時期の特定ができないが、後者

はVnIa層上面で確認されたことから、 1号住居と同

様の前期に比定される可能性が高い。また前者の場

合は、掘り込み面がVUlb層上面にあることから見

て、前期よりも遡ると考えられる。竪穴住居の僅少

さに比べて土坑の多さが目立つ点は、犬子塚遺跡と

同様である。各遺構の立地を地形的な側面から見る

と、東西の両側を開析谷に挟まれた馬の背状丘陵の

頂部から緩斜面にあたる I•II区に濃密な遺構分布

が認められ、斜面勾配のきついIII区では希薄な状況

が読みとれる。

この他に、 IX層上面で21基の倒木痕が検出されて

いる。当遺跡でも、その形成時期や転倒方向を記録

することを主眼として調査を行った。

(2) 竪穴住居

3棟検出されている住居(1~3号）ともに、 IX層

のローム土上面にて確認作業を行っているが、 1号

の掘り込み面はVIIIa層の上面に位置している。住居

の平面形状は、前期の 1• 3号が長方形を基調とし、

中期の 2号が五角形を呈している。炉・柱穴・周溝な

どの屋内施設のあり方には、各々差異があり一様で

はない。 1号は 2回の拡張を有する住居であり、犬

子塚遺跡の 1号住居とともに、当該期住居のあり方

を示すものとして注目される。

A. 1号住居

II区の EJ-53グリッドに位置する。住居の長軸は

等高線にほぼ直交し、その方位はN5度Wである。

2回の拡張を有するため、時期の新しい順からA・

B・Cの細分名称を付した。ともに南北方向に長軸を

持つ四隅の丸い長台形状を呈し、これと相似形に 4

2.縄文時代

本の主柱穴を対角線上に配置する。また、壁面に沿っ

て周溝を巡らせ、溝内に10数本の支柱穴を穿ってい

る。拡張は、東壁を基軸にして南・西・北方向に行わ

れている。確認面のローム土上面(IX層）から床面ま

での掘り込み深度は浅いが、土層断面ではVDIa層上

面からの掘り込みが確認でき、同層からの深度は北

壁側で45c皿南壁側で30cmを測る。 1B・1C号の内

部施設や遺物は、柱穴と周溝を除き、 lA号の床面構

築による削平を受けて残存しない。以下、各段階ご

との状態について、規模を中心に記述する。

l C号住居（古段階） 南・北辺に残る周溝外縁で

の規模は、北辺3.lX南辺3.7X南北軸長4.3mを測

り、面積は約12面である。周溝の規模は、幅20~30

cm、深さ10~30cmで、東側は lA号の周溝と重複す

る。各主柱穴(P9~P12)の芯々間を結んだ距離は、

pg~PIO: 1.45m、P10~Pll:2.2m、Pll~P12:

l.lm、P12~P9:1.9mで、その規模（直径x深さ）

は、 P9:35X37cm、PIO: 36 x 35cm、Pll:24X30cm、

P12: 25X29cmである。

1 B号住居（中段階） 1 C号の西壁を約 lm、西

壁を30~50cm、南壁を20cmほど拡張しており、東壁

を共有した相似形を呈する。周溝外縁での規模は、

北辺3.5X南辺4.9X南北軸長5.2mで、面積15.66m'

を測る。周溝の規模は、幅20~35cm、深さ10~40cm

である。各主柱穴の芯々間を結んだ距離は、 P5

~P6: 1.45m、P6~P7:2.6m、P7~P8: 1.55m、

P8~P5: 2.55mで、その規模（直径X深さ）は、 P5:

20 X 31cm、P6:35X29cm、P7:20X21cm、P8:35X 

24cm。

1 A号住居（新段階） 1 B号の東壁を共有する

が、北壁を約 lm、西壁を20~50cm、南壁を30~50

cmほど拡張している。その規模は、北辺4.5X南辺4.

8X南北軸長6.2mを測り、面積は22.24面である。四

辺はやや湾曲気味に巡り、その壁面勾配は約67度で

ある。床面は約20cmの比高差で北方から南方へと緩

傾斜し、全体的に敲き床状に踏み固められている。

炉は、西側に長さ20cmほどの亜角礫を 1石配置した

楕円形状の掘り込み炉であり、柱穴 P3•P4 を結んだ
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II 調査の結果
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2.縄文時代

埋没土層

I.暗褐色土(IOYR3/4)。少量の軽石粒 (As-D)を含む締まりの強い土。

2.黒褐色土(IOYR3/2)。多量の軽石粒と少量の炭化物粒を含む。

3.暗褐色土(IOYR3/4)を主体にロームプロックが20％混入。

4. 3層に類似するが、多量の炭化物粒を含む。

5. 3層とロームプロックとがI: Iで混入。貼り床的な埋没土。

6.ロームプロックを主体に暗褐色土(IOYR3/3)が20％混入。
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II 調査の結果
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軸線よりも若干内側に偏在する。その規模は、長軸

39X短軸31X深さ10cmで、壁面は若干焼土化してい

る。主柱穴は、住居外形のほぽ対角線上に 4本存在

する。各柱穴の芯々間を結んだ距離は、 Pl~P2:1. 

95m、P2~P3:3.8m、P3~P4:1.8m、P4~Pl:

3.5mで、またその規模（直径x深さ）は、Pl: 40X 16 

cm、P2:40X 19cm、P3:45X 18cm、P4:30X 15cmで

ある。周溝は幅20~40cm、深さ20~33cmであり、直

径20cm前後の壁柱穴と思われる小穴が10数力所に見

られる。その他の施設としては、北壁中央部を幅30

cm、奥行き20cm、深さ30cmほどの大きさで方形に掘

り広げた祭壇状の施設がある。この中からは、完形

の深鉢土器(5)が横転して出土しているが、本来は

立位だったものが転倒した可能性もある。

住居内の遺物としては、埋没土中も含めて土器破

片330点、石器類94点が出土している。これらの土器

片は、黒浜式が187点(8・9・14・16~21)と総量の

57％を占め、続いて有尾式(1~7• 10~13・15)が118

点の36%、諸磯a式が9点、同b式(22~26)が10点、

加曽利E4式が5点、田戸下層式が 1点となる。黒

浜式の中で主体を占めているのは、縄文地文のみの

2.縄文時代

3類11点とそれに縄文以外の文様不明な小破片173

点であり、有文土器はコンパス文を施す 1類が3点

存在するのみである。有尾式の場合もほぼ同様であ

り、縄文地文のみの 5類(5~7)が69点、縄文地意

外の文様不明が38点、爪形文や平行沈線文で菱形状

のモチーフを描く 2類(1~4)が11点となる。この

両型式に関しては、縄文地のみで構成される黒浜式

3類と有尾式 5類との区別が難しく、ここでは便宜

的に斜行あるいは羽状構成を黒浜式に、菱形構成を

有尾式に比定したに過ぎない。有文土器の対比では、

有尾式が黒浜式を若干上回るが、 5• 6のように有尾

式5類に比定した土器は、屈曲のない円筒形状の器

形から見れば、黒浜式に分類すべきものであろう。

石器では、削器29点(28~45)、凹石類 4点(59~

62)、石匙(27)・打製石斧(56)・ハンマーストーン

(58)・台石(63)・石核(57)など各 1点、剥片類56点な

どがある。削器は基本的に不定形剥片を用いている

が、形状別の数量では縦位長方形状が10点と最多で、

次いで縦位楕円形状と横位楕円形状とが各 6点、台

形状と逆三角形状とが各3点、三角形状が 1点とな

る。 27の石匙は、両端に摘み部の付くやや得意なも
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II 調査の結果
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II 調査の結果
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2.縄文時代

のである。凹石類は楕円形状が3点、円形状が 1点

であり、窪み穴とともに磨り面や敲打痕が複合して

いる。石器系列別に見た使用石材は、削器などの打

製系列が黒色頁岩26点(1,532g)を筆頭に、頁岩(85

g)・珪質頁岩(45g)・流紋岩質凝灰岩(12g) •黒曜石

(7 g)、黒色安山岩（12g)など各 l点がある。凹石

などの使用痕系列では、粗粒輝石安山岩(3,681g)・

変質安山岩(500g)・溶結凝灰岩(682g)・石英閃緑岩

(510g)・ひん岩(420g)•黒色頁岩 (150 g)など各 l

点があり、両系列間では使用する石材に大きな差異

が存在する。打製系列と有機的関係を有する石核や

調整剥片類では、打製系列には見られなかった変質

安山岩・変質玄武岩•砂岩・ ひん岩なども合計で10点
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(95g)認められるが、やはり主体的なのは黒色頁岩

の43点(789g)である。

当住居の帰属時期を判断するための有文土器は乏

しいが、祭壇状施設内の黒浜式土器(5)やコンパス

文土器を重視すれば、黒浜式の新段階の可能性が高

い。尚、柱穴 Plに近接して43号土坑が存在するが、

この上面に床面が構築されており、時期的には当住

居に先行する。

B. 2号住居

II区の EP-52グリッドに位置する。東西方向の

住居長軸は等高線にほぽ直交し、

Wである。
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（写真 ：PL99~101・104・105)

その方位はN85度

ローム土までの掘り込みが浅いために、
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］．黒褐色土 (IOYR2/3)VIII a陪に近似し、多紋の炭化物粒を含む。

2. I層を主体に5％のローム粒と少塁の炭化物粒が混入。

3. I陪を主体に20~30％のローム粒が混入。

4. ロームプロックを主体に 1／付が20~30％混入。

5.ロームプロック ・焼土・炭化物を含む貼り床の混土／員。

゜
1 : 50 2m 

第220図 2号住居

255 



II 調査の結果
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斜面の下方にあたる南辺から西辺にかけての壁面が

不明瞭であるが、北・東壁面の状況や柱穴の配列から

見て、方形あるいは五角形状を呈すると推定される。

その規模は、長軸3.8X短軸3.2mを測り、面積は10.

74m2である。北・東辺は若干湾曲して走行し、その壁

面勾配は約80度である。床面は約10cmの比高差で東

方から西方へと緩傾斜し、全体的に敲き床状に踏み

固められている。炉は長径30~55cmほどの安山岩の

亜角礫を 4石用いて、一辺約70cmの正方形状に巡ら

せた石囲い炉であり、床面中央部のやや北壁寄りに

位置する。また、北辺炉石の両隅には、長径30~50

2.縄文時代

cmの楕円形状の河床礫（粗粒輝石安山岩）を石柱状に

立てている。各炉石には、被熱による剥離やひび割

れが認められ、深さ20cmの底面にも焼土が堆積する。

柱穴は 6本が検出されたが、その配列が炉を挟んで

シンメ トリーになるとすれば、他に36号土坑と重複

して確認不能な 1~2本が存在すると思われる。各

柱穴の芯々間を結んだ距離は、 Pl~P2:0.4m、P2

~P3: 1.4m、P3~P4:0.85m、P4~P5:2.15m、

P5~P6: 2.15m、P6~Pl:1. 7mで、またその規模

（直径x深さ）は、Pl:25X40cm、P2:30 X 31cm、

P3: 25X24cm、P4:23X29cm、P5:25X32cm、P6:
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埋没土陪

I.黒褐色土 (JOYR3/2)軽石粒（As-D)と炭化物

.A' 粒を多只に含む締まりの強い土。
2.暗褐色土(JOYR3/4)軽石粒（As-D)を少旦含

む締まりの強い土。

3.暗褐色土(JOYR3/4)を主体にロームプロ ック

が30％混入。
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II 調査の結果

25 x 29cmである。周溝は存在していない。住居内か

らは、田戸下層式 1点、早期無文4点、黒浜式4点、

諸磯 a•b 式各 l 点、加曽利E3 式10点 (2) ・同 4 式

1点(1)等の土器片や、剥片23点、削器 1点、打製

石斧 l点(3)、多孔石 2点(4• 5)などの石器が出土

している。炉の北側に隣接して床面直上より出土し

たNo.2の深鉢土器底部を除き、全て埋没土中あるい

は床面より 5~10cm浮き上がった状態での出土であ

る。 No.1の土器は、わずか 1片が埋没土中から出土

しただけで、大半の破片がEG-47~49グリッドに

散在していたことから、 当住居に伴出する可能性は

低い。また 2点の多孔石の内のNo.5は、石囲い炉の

右上隅に立石状に配置されたものであり、片面に凹

み穴をもつNo.4は柱穴 P2の西側に近接して床面よ

り3cmほど浮いた状態で出土している。 No.2土器の

出土状況を重視すれば、当住居は加曽利E3式期に

＼ ヽ
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比定することができる。尚、 30・36号土坑が重複して

存在するが、これらの上面に床面が構築されており、

時期的に当住居よりも遡る。

（写真： PL102・103・ 105) 

C. 3号住居

III区の FH-60グリッドに位置する。東西方向の住

居長軸は等高線にほぽ平行し、その方位はN73度W

である。平面形状は、四隅の丸い隅丸方形を呈し、

その規模は長辺4.5X短辺3.2m、面積11.96m'を測

る。四辺の壁は内湾して走行し、その壁面勾配は約

68度である。床面は、傾斜面のローム土を北側で20

cm、南側で8cm掘り込むが、約15cmの比高差で北方

から南方へと緩傾斜している。全体的に堅緻な床面

であるが、特に炉の北側や柱穴p1とp2の間は敲

き床状に踏み固められている。炉は長径40X短径

35X深さ10cmの楕円形状を呈する掘り込み炉で、床

面中央部よりもやや西側に偏在する。炉の壁面や底

面は、被熱により若干焼土化している程度で、短期

間の使用を思わせる。柱穴は 5本存在するが、おそ

らく Pl~P4を主柱穴とする構造であろう。各柱穴

の芯々間を結んだ距離は、 Pl~P2:2.4m、P2

~P3: 1.8m、P3~P4:2.3m、P4~Pl:2.lmで、

またその規模（直径x深さ）は、 Pl:35X45cm、P2:

32 x 50cm、P3:25X5lcm、P4:30X65cm、P5:43X 

47cmである。周溝は存在していない。

住居内からは、有尾式 3 点（10•11) 、黒浜式27点

(9)、諸磯a式62点(1~4• 6~ 8)、諸磯b式2点

(5)などの土器片や、削器9点(12~17・20）、打製石

斧2点(21・22)、礫器(23)と石皿(25)が各 l点、剥片

16点などの石器類が出土している。これらの中で当

住居に伴うと考えられる遺物としては、炉の北側に

近接して床面直上より出土したNo.lや、北西隅の壁

面に覆い被さるように出土したNo.2の諸磯a式土器

がある。この他に、住居中央部付近より床面に密着

して出土したNo.25の石皿がある。これら以外の遺物

は、全て埋没土中あるいは床面より 5cm以上浮き上

がった状態での出土である。

2.縄文時代

諸磯a式土器の内容は、木葉状や弧状の肋骨文が

23点(2~4)、平行爪形文が19点（ 1)、縄文地文の

みが2点、文様構成不明な小破片18点(6~8)であ

る。各土器の縄文原体は、ほとんどのものが単節RL

の横位施文であるが、 No.2のように LRを施すもの

もある。

出土量の多い削器は、縦長剥片を使用するものが

6点に対して横長剥片のものが3点であり、前者が

卓越［ている。石器系列別の石材は、削器・打製石斧

などの打製系列では黒色頁岩点が8点と多いが、黒

色安山岩も 4点と少なからず存在する点で注意され

る。 （写真： PL106・107) 
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(3) 土 坑

I • II区42基、 III区2基の計44基が検出されてい

る。各土坑の検出は、ローム土(IX層）上面にて行っ

たが、実際の掘り込み面を44号で観察すると、約40

cm上位のVIIIa層の上面にあることが確認できる。各

土坑ともに、類似した埋没土をもつことや前期の土

器片を中心に出土することから見て、 VIIIa層上面が

当時の掘り込み面＝生活面と考えられる。こうした

点は、犬子塚遺跡の例と同様であり、両遺跡間にお

ける層位的な対応関係を看取することができる。

各土坑の規模については、第12表に記載してある

通りであり、ここでは全体的な状況やいくつかの特

徴ある土坑について記述を行いたい。先ず、全体的

な状況であるが、規模的には直径が lm前後で、平

面形状が円形を基調とするものが大半を占めてい

る。また断面形状は、ローム土下位への掘削深度の

深し,5 • 6 • 10・ 12 ・ 14·17·18·22·23 · 26•29•30•35•39·

42•46号などでは、いずれも壁面がオーバーハングす

る状態が認められ、いわゆる「袋状土坑」に近い形

状を有している。こうした円形状土坑がその主体を

占める現象は、犬子塚遺跡でのあり方とも共通して

いる。またこれらの土坑を埋める土は、基本的にVII

層やVIIIa層に類似した黒褐色土層を主体としてお

り、それらがレンズ状に堆積するケースが多い。こ

れらの土坑は、その形態や埋没土の状態から貯蔵穴

としての用途が推定されるが、使用後に埋め戻され

ることなく自然に埋没したと判断される。これら以

外に、楕円形状を呈する 8・36号なども存在してい

る。 8号はロームブロックを含む暗褐色土がかなり

不規則に堆積する状況も認められ、上記の袋状土坑

とは機能・用途が異なる可能性もある。

ほとんどの土坑からは、土器片を中心とした遺物

が検出されている。比較的多量(20点以上）の土器片

を出土する土坑としては、 1• 7 ·14 · 22 · 23•26·29·35 

号などがあり、特に14号は94点を出土している。こ

れらの遺物のほとんどは、埋没土の上・中層内に包含

されるケースが多ことから、おそらく土坑としての

2.縄文時代

機能停止後に、自然埋没してゆく過程でゴミ捨て場

的に投棄されたものか、あるいは周辺に散乱してい

たものが流れ込んだかのいずれかであろう。しかし、

31号では胴下半部を欠失した深鉢形土器が、底面か

ら20cmほど浮いて逆位の状態で検出されており、人

為的な配置を窺わせる。一歩理解を進めるならば、

この土器の出土状態は死者の顔面を覆う鉢被り的な

用途を想起させる。埋没土のあり方も、ロームブロッ

クをかなり含んだ暗褐色土がやや複雑に堆積してお

り、これらの諸点から見て、当土坑は墓的な性格を

もつと思われる。また、先の楕円形状を呈する 8号

も、 31号と同様の性格を持つ可能性が高い。

各土坑の時期については、全く土器を出土しない

15基を除いて、その出土土器の型式により判断すれ

ば、有尾式期4基、黒浜式期8基、両型式を伴出す

るもの15基、諸磯a式期2基となる。分布的には、

有尾•黒浜式期の土坑が同期の 1 号住居の周辺に存

在し、同様に諸磯a式期の土坑も同期の 3号住居の

近辺に散在しており、両者の有機的関係を窺うこと

ができる。中期加曽利E3式期の 2局住居と同段階

に比定される土坑は認められないが、時期不明の15

基の中に当該期の土坑が存在する可能性もある。い

ずれにしても、有尾・黒浜式期では住居数に対比して

土坑数の多い点が特徴的である。当期では、 1号住

居の拡張回数に象徴されるように、諸磯a式期や加

曽利E3式期よりも居住期間の長いことが推察され

るが、土坑数量の多さはそれを反映したものとして

とらえることができよう。 （写真： PL108~119)

尚、各土坑の埋没土については、ともして類似し

た内容が認められることから、統一的に記号化して

表現した。その内容については、以下の通りである。

埋没土層

I.黒褐色土(IOYR3/2)軽石粒(As-D)を多量に含み、締まりと粘性に富む。

I'. I層に類似するが、ロームプロックを 5％含む。

2.暗褐色土(IOYR3/4)軽石粒（As-D)を少量含み、締まり・粘性に富む。

2'.暗褐色土(IOYR3/3)を主体にロームプロックが5％混入。軽石粒多量。

3.暗褐色土(IOYR3/4)を主体にロームプロックが5％混入。軽石粒多星。

3'.暗褐色土(IOYR3/4)を主体にロームプロックが20~30％混入。軽石粒多。

4.暗褐色土(IOYR3/4)とロームプロックとが I: Iで混入。軽石粒少呈。

5. ロームプロックを主体に暗褐色土(IOYR3/4)が10~20％混入。軽石粒少。
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II 調査の結果

第12表土坑の規模一覧 （単位： cm)

番号 位置 平面形
規模

時 期 備 考長径x短径x深さ

1 EJ-54 円形 95 X 86 X 28 黒浜式期

2 EQ-57 円形 65X63Xl2 

3 ER-59 円形 105X 102 X34 

4 欠 番

5 ET-58 円形 150X 150X 46 有尾 (2a 類）•黒浜 (2c 類）式期 有尾式主体

6 ET-58 円形 101X93X30 有尾 (2b 類）•黒浜 (lb 類）式期 両型式拮抗

7 EU-58 円形 140 X 132 X 30 有尾 (5 類）•黒浜式期 有尾式主体

8 EJ-55 楕円形 182 X 92 X 45 ， EQ-56 円形 100 X 100 X 20 有尾 (5 類）•黒浜式期 両型式拮抗

10 ES-56 円形 74X72X23 黒浜 (2c類）式期

11 ER-56 円形 135X 112 X36 有尾 (5 類）•黒浜 (la 類）式期 両型式拮抗

12 ET-51 円形 128Xll4X32 黒浜式期

13 ES-51 楕円形 177X 133X21 有尾 (5 類）•黒浜式期 有尾式主体

14 ET-51 円形 154X 150X 54 有尾 (2a・ 5 類）•黒浜 (la•3c 類）式期 有尾式主体

15 ES-53 円形 llOX 110Xl6 黒浜(1類）式期

16 ER-51 円形 63X57 

17 ES-51 円形 82 X 80 X 34 有尾 (2b 類）•黒浜式期 両型式拮抗

18 ES-50 円形 108 X 92 X 54 黒浜式期

19 ES-50 円形 96X88X 11 黒浜（1c類）式期

20 ET-50 円形 130 X 126 X 30 有尾 (2b 類）•黒浜 (3c 類）式期 黒浜式主体

21 EU-50 円形 113 X 96 X 20 

22 ES-50 円形 110 X 106 X 68 有尾 (2b 類）•黒浜 (lb· 3類）式期 有尾式主体

23 EQ-53 円形 73X 70X31 有尾 (2b 類）•黒浜 (3 類）式期

24 ER-55 円形 93 X 90X 18 

25 E0-53 楕円形 103 X 85 X 25 有尾式期

26 EP-55 円形 90X72 X38 有尾 (2b 類）•黒浜 (la 類）式期 両型式拮抗

27 EM-51 円形 lOOX 92 X28 

28 EM-49 円形 llOX 100X20 

29 EL-49 円形 100 X 90 X 49 有尾 (2b 類）•黒浜(la 類）式期 10倒木を切る

30 E0-52 円形 90X90X 40 黒浜式期 2住が切る

31 EP-55 円形 75X62X50 有尾 (2b類）式期

32 欠 番

33 EK-49 円形 ? X 72X50 有尾 (2b 類）•黒浜式期 12倒木が切る

34 EP-54 円形 75X 73X 18 

35 EP-49 円形 120 X 103 X 46 有尾 (2b・ 5 類）•黒浜 (3 類）式期 両型式拮抗

36 E0~52 楕円形 82X49X18 2住が切る

37 ET-50 円形 80X68X 9 

38 EN-53 不明 不 明 有尾 (2b類）式期

39 EA-48 円形 100 X 90 X 30 

40 DY-49 円形 102 X 100 X 38 黒浜 (3類）式期

41 EF-48 円形 130 X 114 X 52 42坑を切る

42 EF~47 円形 llOX 100X45 41坑が切る

43 EI-53 円形 70X64X 56 1住が切る

44 EF-50 円形？ 122X? X90 有尾式期

45 FG-90 円形 74X68X 11 諸磯a式期

46 FE-58 円形 100 X 88 X 45 諸磯a (1 • 9類）式期
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II 調査の結果
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à 

ー
5̀. 

A
-

A こI

□Q:A 

.
|
g
 

，
 
A-
．
 

25号土［ ［叫

A 0.A. 

A' 

A 叫
.
|
g
 

，
 
A
-
．
 

L =215.80m 

＼
 
I

I

 

＼
 

ヽ

I
／
 ／
 

、
』

<

ll

A
 

A 

L =216.SOm 

i:ol 

L =216.90m 

． 
A‘呵

L =216.30m 

ー

□ 
L =216. 70m 

L =217.som 

L =217.30m 

゜L =217.0m 

第226図 12 • 15~28号土坑

264 



2.縄 文 時代

30（号ロロ

/,/ 
ヽー一'

／ー一ー 一、、

¥ ¥¥1:T 

A 

／ ペ

呵．＼
 

2' A 

L =217. IOm 

A' 

-3̀/ 

上
l' □¥ 

L =217.0m 

L =217. IOm \
• 
ロ370 
L =217. IOm 

L =216.30m 

L =217. IOm 

44号 — 口

p:1¥ 2' 

L =216.90m 

L =217. IOm 

L =217. I Om 

9
9
9
9
9
 

、
‘
,
’

＇ 

、

‘

、

‘

/

/

‘

‘

/

 

l

f

、

`

/

/

‘‘‘ ロ
~

' 

ー

ー

ー

1

□t 
VI 

L =217.20m 

3, 

L =216.60m 

3口t-
\ ‘、``—’// / 
ヽ／
‘--•/' 

□¥ 
L =217.0m 

。]-

ロ／

L =217. 50m 

□¥― 
L =21 I.60m 

L =21 I.60m 

2m 
L =217. IOm 

゜
50 

第227図 29~46号土坑

265 



II 調査の結果
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2.縄文時代

ーにロ
こ 14坑ー9

□□̀ '̀, 

ここ＞ 22坑ー11 ここニニ＞
19坑ー2

14坑ー10 (¼) 

恥げ竺］
21坑ー 1

：］： 
こニニ 18坑ー3

< 23坑ー 4
2
 

厚

謬I

I

ー

ー

＼

レ

ー

尉

＝

18坑ー4

ご Vこン
35坑ー4

芦□三
39坑一 l

三こ竺シ
40坑ー1

゜第231図土坑出土遺物(4)

269 



II 調査の結果

(4)陥穴

II区の北側調査区境界において、 1基（ 1号）が検

出されたのみである。境界の土層断面で見ると、 VIII

b層上面から掘り込んでいるのが確認できる。全体

の約3分の 1が発掘区域外となるために全堀されて

いないが、平面形状は四隅が若干丸みを帯びた長方

形状を呈すると推定される。また、断面形状は、短

軸方向での壁面がほぼ直線的に約80度の勾配で外傾

し、底面は水平に近いフラット面を有する。開口部

での規模は、長軸2.4mX単軸l.lmで、掘り込み面

からの深さは1.2mを測る。底面の長軸に沿って、直

径10~20cm、深さ25cm前後の小ピット 3個が認めら

れ、その内部には直径4~5cmほどの直立する暗褐

色土の堆積が確認された。このピットは、その位置

や埋没土の状態から見て、逆茂木を埋設あるいは打

設した痕跡と考えて問題ないだろう。穴全体の埋没

土は、最上層に黒色土がレンズ状に堆積し、自然埋

没の状態を示している。

地形との関係を見ると、緩斜面からやや急斜面へ

の変換点付近において、等高線とその長軸がほぽ平

行するように穿竪されている。ちなみに、長軸線の

方位は、 N47度Wである。犬子塚遺跡例とでは、形

態や方位的に北西ー南東方向をとる点で共通してお

り、相互に何らかの関係を有する可能性もある。

時期については、埋没土中より有尾式(2a類）土器

を主体に黒浜式(3a類）土器などの破片が14点出土

しており、これを重視すれば前期の所産となる。し

かし、掘り込み面がVIIlb層上面という点から考える

と、少なくともVIIIa層上面から掘り込む有尾式期の

1号住居や土坑などよりも古いことは確実である。

いずれにしても時期の確定はできないが、これらの

土器片は埋没過程で混入したものと考えるのが妥当

であろう。 （写真： PL120)
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埋没土層

1.暗褐色土(lOYR3/4)を主体にロームプロックが5％混入。締まり強く粘性に乏しい。

2.暗褐色土(lOYR3/4)を主体にロームプロックが20％混入。締まり強く粘性に乏しい。

3.暗褐色土(lOYR3/3)を主体にロームプロックが10％混入。締まり強く粘性に乏しい。

4.褐色土(lOYR4/4)。軽石粒を多量に含む。

5. ロームプロックを主体に暗褐色土 (lOYR3/4)が10％混入。

6. As-SP軽石 (XI層）の崩落・再堆積層。

7.暗褐色土 (10YR3/4)。多鼠のAs-SP軽石を含む。若千の粘性をもつ。

8.褐色土(lOYR4/4）。多星のAs-SP軽石を含み、かなりの粘性をもつ。

9. As-SP軽石とロームプロックとの混土層。

10.暗褐色土 (lOYR3/4) とAs-SP軽石・ロームプロックとが 1: 1で混入。粘性に富む。
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2.縄文時代

(5) 焼土痕 (6) 倒木痕

II区において、 2韮が検出された。 1局はVIIIa層

の上面で、また 2号はVIIIb層上面においてそれぞれ

確認することができた。第233図は、各焼土痕の焼土・

炭化物の平面および垂直的な散布範囲を図化したも

のである。 1• 2号ともに不整円形状の平面散布を呈

するが、その範囲は 1号が長軸60X短軸50cm、2号

が長軸90X短軸70cmの広がりを有する。土層断面図

で見ると、被熱により焼土化した範囲が、地表下約

10cmにまで及んでいることが判別できる。これら焼

土痕の形成要因については、焚き火等の人為的な加

熱により生じた可能性が高い。

ところでこれら焼土痕の形成時期やその性格につ

いては、遺物を伴出しないために確定することは難

しい。しかし、時期についてはそれぞれの確認面を

重視すれば、 1号は 1号住居と同様の前期に、また

2号はそれよりも遡ると考えられる。 一方、その性

格に関しては、すでに犬子塚遺跡例で既述したよう

に、屋外炉的なあり方を想定し得るであろう。ただ、

竪穴住居内にも明確な炉が存在しており、用途的に

は異なっていたとも考えられる。 （写真： PL125)
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1.暗褐色土 (10YR3/4)多雇の焼土粒と少星の軽石粒 （As-D)を含む。

2. 1層に類似するが、焼土粒の含有星が少ない。

゜
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第233図 1 • 2号焼土痕

IX層のローム上面において、 I・II区では16基、 III

区では 5韮の計21基の倒木痕を検出した。犬子塚遺

跡での調査方法と同様に、当遺跡でも倒木痕の調査

に関して、埋没土と基本土層との対比や転倒方向を

割り出すことを主眼として、ローム層上面での平面

プラン確認状況を図化した。調査期間との兼ね合い

もあり、個々の断ち割調査については行っていない。

尚規模や形状について第13表に記載してあるので、

そちらを参照されたい。

規模的には大小さまざまであり、長径が約5mを

越えるもの(4・8・11号）や、 2mに満たないもの

(7 • 12 • l 7号）もあるが、全体的には 2~4mの規模

を有するものが主体を占めている。平面形状は、不

整形ながらも円形や楕円形を基調としている。逆転

埋没土層のあり方に注目すれば、 VIIIa層およびVIIIb 

層以下を巻き込む 1~4• 7~17・20・21号などのA

グループと、 VI層以下を巻き込む18•19号などの B グ

ループに二分することができる。上記した大規模な

ものは、下位のXll• XIII層のローム層や As-BP軽石層

までを巻き上げるケースも見られる。

犬子塚遺跡例と同様に、この逆転層の堆積ライン

方向と直行する軸線を基にして、各倒木の転倒方向

を割り出すと、大半のものが東方向あるいは南東方

向からの営力により転倒していることが判明する。

さらに、その転倒方向を方位との角度に置き換えて

30゚単位で区分してみると、 S61~90°WとS91~120° 

Wが各 5 基ずつで最も多く（前者： 1•3•9·15·19

号、後者： 2• 4 ・10・13・17局）、次いでS31~60°Wが

4基(7• 8 • 18・20号）となる。 11・21号はこれら 3グ

ループから若干外れるが、基本的に東方向からの営

力による転倒である点は共通する。しかし、 12・14号

などはそれらとは全く反対の西方向からの営力で転

倒しており、先のグループとは異なった要因が想定

される。

各倒木痕の形成時期については、ほとんどのもの

が不明確であるが、有尾式期あるいは黒浜式期に比

271 



II 調査の結果

定される29号土坑により切られる10号倒木や、逆に

同期の33号土坑を切る12号倒木などの存在からみる

と、全て一時期に形成されたものではないことと共

に、縄文時代前期の遺構との重複関係を有している

ことが判る。また、こうした土坑との重複関係をも

つものと、他の倒木における逆転堆積層の内容の類

似性を考慮すれば、その多くが縄文時代の前期に形

成された可能性が高いと思われる。

前述したように、当遺跡の倒木痕は規模・形状・埋

没土の状況・転倒方向等の諸点において、白井北中道

II遺跡および吹屋犬子塚遺跡での例と類似性を有し

ている。このことは、 3遺跡の倒木痕がともに関連

した原因（大型の台風等の強風）により生起したとい

うことと、河岸段丘の上・中位という地形差はあるも

のの、類似した樹種で構成される植生であったこと

を示唆するものであろう。勿論、これらの倒木痕が、

複数時にわたって形成されたものであることは、先

に述べたとおりである。

第13表倒木痕の規模一覧

規 模

台風等における風向きは、常に一定方向に吹くわ

けではなく、基本的な風向を持ちつつも多様である

のが実際のところであろう。 S30~120°W という転

倒方位のばらつきは、転倒時期の混在と共にこの事

が多分に反映された結果であると考えられる。各倒

木痕の形成時期や同時存在するものを特定すること

は、かなり困難なことである。

しかし、仮にその事がなし得るならば、古環境や

古気候の復元に一役を担うことも可能であろう。か

なりの頻度で遺跡調査が進行している赤城山南麓で

は、このような倒木痕が縄文時代前期を中心とした

遺構との重複関係において多見される。想像をた＜

ましくすれば、縄文時代前期には大規模な台風の襲

来が頻繁であったと見なすこともできよう。

いずれにしても、従来から漫然と見過ごされがち

であった倒木痕について、いろいろな視点からの情

報収集と検討がなされるべきであろう。

（写真： PL121・122)

（単位： cm)

番号 位置
長径x短径x深さ 転倒方位 埋没土

1 EQ-57 240X 180 X? S62゚W Vlllb •IX 

2 E0-56 260X210X? S93°W Vlllb •IX 

3 ES-53 380 X 340 X ? S66°W vulb~X 

4 EV-52 480 X 440 X ? SlOTW vulb~XI 

5 EV-52 160X 120X? 不明 IX 

6 EU-53 160Xl40X? 不明 IX 

7 EV-51 160Xl40X? S5TW Vlllb・IX 

8 ER-56 500 X 450 X ? S39°W Vlllb~XII ， E0-50 270 X 210 X ? S63"W Vlllb~X 
10 EM-48 410X260X? S 103°W Vlllb~X 

1 1 EJ-49 220X 180X? S 6°W Ylllb ・IX 

12 EL-49 180X 150X ? N80゚E Vlllb ・IX 

13 EG-50 340 X 300 X ? S91°W VIiia~X 

14 EM-51 350 X 200 X ? N99゚E VIiia~X 

15 EE-51 220 X 200 X ? S72°W Vlllb~XI 

16 ED-43 160X80X? 不明 Vlllb ・IX 

17 FQ-59 200X 130X? Sll6°W Vlllb ・IX 

18 F0-57 530X420X? S39°W VI~XIV 

19 FN-57 290 X 260 X ? S95゚W VI~X 

20 FK-61 240X 180X? S41゚W Vlllb~X 

21 FE-53 320 X 280 X ? Sl42°W VIiia~IX 
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(7) 包含層の出土遺物

A.出土状況

前項でも既述したように、 I~III区の8,200面の範

囲には、 50~80cm厚の縄文時代の遺物包含層が存在

し、これに関わる堆積土層は、 VI層の黒ボク土、 VII

層の淡色黒ボク土、 Vlll層の黒褐色土の三層である。

ただし、 VII層はその堆積が全体的に薄く、 Vllla層と

癒合しているところが多い。従って、 VII層からの遺

物出土量も VI•Vllla 層に比べて少ない。各層の出土

遺物は、草創期前半から後期にわたり、土器19,809

点、剥片を含む石器6,566点がある。遺物の出土量は、

北中道II遺跡や犬子塚遺跡に比べて最も多いが、総

体的には前期を中心としている点で、各遺跡ともに

共通している。

出土土器の時期別の内訳（第14表参照）は、草創期

前半 1点、同後半104点、早期835点、前期18,166点、

中期251点、後期452点で、前期が全体の92％を占め

ている。草創期後半から早期にかけての土器片が、

かなりの数量に達していることや、最多数を有する

前期において9,562点の黒浜式に次いで諸磯a式が

3,433点も存在する点は、北中道II遺跡や犬子塚遺跡

には認められなかった特徴である。

各期土器の出土層位は、草創期から前期段階のも

のはVI~Vlllb層にまでまたがっているが、 Vlllb層か

らの出土量は僅少で、全体的にはVllla層を中心とし

てVI・VIIにまたがる状況を示している。中・後期の土

器は、その出土がVlllb層には全く見られず、総体的

にVI層からの出土最が多いことなど、草創期や前期

に比べてより上層からの出土傾向が認められる。

遺跡内における各型式別の土器の分布傾向につい

ては、付図のドットマップを参照されたいが、大別

時期を単位にしてみると、その分布にはかなりの偏

在性が認められる。例えば、草創期と前期はII区を

中心にしてIII区へ広がるが、早期は I・II区にほぽ限

定され、中期はII区またはIII区を中心にし、後期は

2.縄文時代

III区を中心にして I・II区へ広がるというあり方を

有している。さらに詳細に見ると、出土土器総数の

92％を占める前期の有尾・黒浜・諸磯式土器の分布

は、ほとんど重複する状況にある。これは、犬子塚

遺跡でも認められた現象であり、時間的な断続を挟

在させつつも、かなり長期にわたって継起的に同一

地点を利用したことを示すものであろう。また、後

期の加曽利 B2式土器には、特徴的な出土状況を有す

るものが認められる。例えば、ほぼ完形に復元され

た第256図531の深鉢はIII区FD~FF-56• 57グリッ

ドのVII層中において 8X6mほどの範囲に散在して

出土し（写真PL124)、また525の浅鉢土器は I区の

VII層中から正位の状態で出上している（写真PL125

e • f)。いずれも遺構を伴っていないが、状況的に

は黒ボク土中でもあることから、何らかの遺構の掘

り込みが存在した可能性も否定できない。

当遺跡の調査区域内には、草創期・早期・後期の遺

構は確認されていないことから、これら各期の遺物

については、調査区域外に存在するであろう生活関

連遺構に付随する形でもたらされたと想定される。

ただし、後期の加曽利B式期に関しては、東側に隣接

する犬子塚遺跡IV・V区でも相当量の土器が検出さ

れており、それらとも何らかの関係性を有している

だろう。調査区を単位に見た土器の時期別分布傾向

は、いうまでもなく便宜的なものでしかないが、時

期によって微妙に選定地点を変えていることが窺える。

石器については、器種別に見ると削器が907点（使

用痕を持つ剥片293点を含む）と最も多く、打製石斧

の195点、礫器的なものを含む既存の器種に該当しな

い加工痕を有するもの（便宜的に「加工石器」と呼称

する）151点がそれに次ぐ。磨石類は124点、石鏃は85

点、石匙65点といずれも少なからず存在する。他の

器種は僅少であるが、残核•原石95点や調整剥片4,

856点の存在は、遺跡内に原石を持ち込んで石器製作

が行われたことを示しているが、ハンマーとしての

敲き石は 3点と極めて少ない。また、草創期後半の

石器として特徴的な三角錐形石器やスタンプ形石器

は、合わせても 3点に過ぎず、同期上器片の多さに
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II 調査の結果

比べてその僅少さが際だっている。出土状況の中で

注目されるのは、II区のVIIIa層中から358の砥石に隣

接して出土した452の磨製石斧がある。この磨製石斧

は破損しており、あたかも再研磨するために砥石の

そばに置かれたものの、そのまま放置されたような

状態を示している。

石材では、石鏃を除く石匙・削器・石斧などの「打

製系列」の石器には黒色頁岩が多用され、全体の77%

を占めている。またそれらの石核や剥片に占める黒

色頁岩の比率も77％と同比率を有しており、北中道

II遺跡や犬子塚遺跡と同様に「打製系列」における

同石材の優位性が際立っている。85点の石鏃の場合、

黒曜石は26％を占めるに過ぎず、黒色頁岩・チャー

ト・黒色安山岩が各々20％前後を占めており、在地産

の多様な石材で構成される点が特徴的である。また

磨石・石皿等の「使用痕系列」の石器には、在地産の

粗粒輝石安山岩が43％と多用されており、やはり当

遺跡でも「打製系列」の石材選別とは明確な差異を

有している。

各器種の時期については、形態的特徴からある程

度時期判別できるものを除いたとしても、圧倒的多

数のものが明確な時期を特定することが難しい。し

かし、各器種の遺跡内における分布がII• III区を主体

にしていることや、先の前期の遺構や黒浜式を中心

とした土器群の分布傾向とも合致している点を考慮

すれば、確率的に大半のものは前期に帰属するもの

と考えられる。 （写真 ：PL123~149)

B.出土土器の概要

a．草創期後半の土器（第239図 1~6) 

当該期の遺構はその存在が確認されていないが、

撚糸文 2点（ 1)、絡条体条痕文21点、無文81点の104

点が存在し、 II区を中心にIII区へと広がりを持つ。

出土層位は、 73％のものがVllla層に包含され、他時

期の土器群よりも下層から出土する傾向を有する。

1 • 2の撚糸文や条痕文は、口唇部直下より細密に施

文されており、夏島式に比定される。無文土器につ

いては、大半のものが胴部の小破片ということもあ
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り型式の判別が難しいが、 5のような外反する口縁

部形態や胎土・焼成などの特徴が先の有文土器と類

似することから、ともに夏島式に分類されるものが

主体をなすと思われる。絡条体の原体は、 R以外は

認めららない。胎土は、有文・無文を通じて角閃石や

石英の粗砂・礫を含むBタイプが主体的である。また

同期前半の隆起線文土器の小破片が、 II区より 1点

検出されている。

尚、各土器の分類基準や観察一覧は351~356・

375~381頁に記載されている。

b.早期の土器（第239・240図 7~44) 

草創期と同様に当該期の遺構はその存在が確認さ

れていないが、押型文15点(7~9)、表裏縄文 1点、

沈線文161点(10~30)、条痕文28点(41~44)、無文630

点(31~40)の総計835点がある。各土器の出土層位は

いずれもVIIIa層を主体にしているが、その分布は押

型文とそれに平行する表裏縄文がIII区に集中し、沈

線文は I区を主体にII区にかけて広がり、無文はII

区を主体に I区にかけて広がるという差異が見られ

る。

押型文土器 山形文 5点(7入楕円文10点(8• 9) 

であり、文様構成は山形文が直交密接施文、楕円文

が横位密接施文となる。胎土は山形文がBタイプ、

楕円文は繊維を含有するDタイプが主体をなす。

沈線文系土器 三戸式が12点(15 • 17 · 18 · 23 · 28) の

他は全て田戸下層式(10~14・16・19~22・24~27)や

同上層式(29・30)である。ともに鋸歯状文を主体とし

た文様構成であるが、三戸式は沈線文帯を挟んで横

位に、田戸下層式は縦位に構成されている。胎土は

ともにBタイプが主体的であるが、白色の安山岩や

石英の粗砂・礫を含むGタイプの他に、田戸式では繊

維を含有するDタイプなどもある。

多数を占める無文土器(31~40)は、口唇部形態や

内外面の整形痕、胎土などのあり方から、前述の草

創期後半の無文土器とは区別される。基本的には、

三戸•田戸式に伴出すると考えられ、胎土は B タイプ

を主体にD・F・Gタイプなどがある。

条痕文系土器 表面のみと表裏の両面に施文する



2.縄文時代
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ものが見られるが、 前者(41・42・44)は沈線文土器に

類似した整形痕や胎土を有する。後者(43)は、微量

の繊維を含有した堅緻な胎土の特徴から、鵜ヶ島台

式と思われる。

C • 前期の土器（第240~254図
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2棟や43基の土坑が確認されており、自ずと当該期
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II 調査の結果

全てである。 0段多条の単節縄文を斜位方向に回転

させて縦位の条となるのが特徴的であり、 48のよう

に内面にも縄文を施文するケースが認められる。胎

土は、いずれも繊維を含むDタイプである。

有尾式 量的に黒浜式や諸磯 a • b 式に後続して

2,062点が存在するが、その内の804点が分類不能の

小破片である。爪形文や平行沈線文が菱形状に文様

構成される 2類(49~84)が831点、縄文地のみで菱形

状に構成される 5類(86~115)が409点、図としては

掲載していないが爪形文が三角形状に構成される 3

類が8点、そして爪形文による菱形・三角形状構成が

簡略化されて平行状となった 4類(85)が8点、口唇

部下に縦位の短沈線文をもつ 1類が 2点などであ

り、有文土器が840点と多数を占める。

2類は平行沈線による2b類(58~83)が626点と多

数を占め、爪形文の2a類(49~57)が203点となる。 2

類の口頸部には、基本的に地文が施されないが、 2

b類の中には縄文地を有するもの(73~76)も少数認

められる。

5類の器形は、口緑部が若干内湾するものを含ん

でいるが、大半は外傾・外反気味に開口する。また平

口縁を主体として、波状口縁は少数に止まる。

縄文の施文は、 2種類の原体を用いて菱形状に構

成するのを基本としている。縄文構成の明瞭な大形

破片でカウントした原体種別数量は、単節同士を併

用施文するものが822点(57%)と最多で、無節同士が

212点(15%)、附加条第 1種同士が72点(4%)と続

く。単節と無節、あるいは単節と附加条第 1種など

の異種原体同士の併用例は、18点(1%)と少ない。

単節・無節原体でみた基本撚り (0段時）は、 r: I= 

1.2 : 1となって r縄が若干優勢であるが、その差は

僅少である。

各類ともに口縁が外傾し、胴部中位で強く括れる

キャリパー的な器形を呈する。胎土については、実

測したもののみのサンプル的な分類ではあるが、 D

タイプが49%、Cタイプが40%、Fタイプを中心と

したその他が11％となる。

総量的に菱形状構成の 2類を主体とするあり方か
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ら見れば、時間的には有尾式の中段階を中心に展開

したと想定することができる。

黒浜式 前期土器の中で最多数を占める黒浜式

は、小破片のために分類不能なもの8,467点を除け

ば、縄文地のみで構成される 3類482点(186~223)、

縄文の条や施文単位に沿って米字文などの平行爪形

文を施す 4類306点(224・225・229~237)、コンパス文

や平行沈線などが施文される 1類218点(159~177・

180~182)、半馘竹管による波状沈線文の 2類65点

(179・183~185・227)、爪形文間の無文部に幾何学文

的なモチーフを描く 5類21点(226・228)、無文深鉢の

6類3点(238)などに分類される。 3• 6類を除いた

有文土器の総数は、 610点に止まる。

3 類の内訳は、斜行縄文の3a類（186~204 •208~223)

が114点と多く、羽状構成の 3b類(205~207)は39点

である。縄文構成の判別できない329点は、先の比率

から推定すれば、その大半が3a類に比定されるも

のだろう。これらの器形は、口縁部が外傾する円筒

形状または胴部中位で括れて口縁部が外反する甕形

を呈する。この 3類に関しては、吹屋犬子塚遺跡例

と同様に縄文地のみで構成される有尾式5類との区

別が難しく、ここでは便宜的に斜行あるいは羽状構

成を黒浜式に、菱形構成を有尾式に比定したに過ぎ

ない。有文土器の対比では、黒浜式が610点なのに対

して有尾式が840点と逆に上回っており、本来的な総

量は両者がほぼ拮抗するものと考えられる。

爪形文をもつ 4類は、米字状に構成される 4a類

(224・225)が158点と主体を占め、口縁部や頸部に横

位施文される 4c類（229~237)が115点である。縄文

施文は両類ともに菱形状に構成されている。器形は、

1 • 7類と同様に口縁部が内湾ぎみに開口するキャ

リパー形を呈する。

1類は、半戟竹管の波状文的なコンパス文と押引

状列点文端を交互に横位全面施文するle類

( 162~173 •1 80~182) が80点と主体を占め、他に縄

文地の口縁部や頸部にコンパス文を施すld類

(175~177)の44点、端正なコンパス文や平行沈線

文を多段に施文し、口縁部に縦位の区画線を有する
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II 調在の結果

la類（159~161・174)の15点、未掲載であるが多祓

竹管状あるいは櫛歯状工具により波状文的コンパス

文と平行沈線文を交互に横位全面施文するlb類の

5点などがある。 la類の中には、胴半部に縄文地を

有するもの(159)があり、犬子塚遺跡の同類とは若

干の差異がある。 ld類を除き、基本的に縄文地を持

たない傾向にある。

2類は、口縁部の無文地に平行・波状の沈線文を施

す2c類（179・183~185・227)が44点と最も多い。縄文

地の口縁部に平行沈線文を施す 2b類(178)は2点

のみで、モチーフ的に 4c類とも共通するものがあ

る。

5類の226・228は、爪形文や平行沈線文のあり方が

2類や 4類とも類似している。尚、 226は体部に屈折

部をもつ浅鉢土器である。

縄文原体のあり方は、無施文のものを除いて全体

的には 0段2条の単節が4,612点(69%)と最も多く、

0段多条の単節は839点（13%)に過ぎない。無節は1,

125点(17%)と多いが、附加条第 1種は30点、単軸絡

条体第 1類は24点など、総体的に用いられる原体の

種類は少なく、正反縄の合撚りや結節などは僅かに

2点が存在するのみである。単軸絡条体第 1類に分

類したものの中には、113・114などのように無節縄2

本を用いる例も見られる。 2種類の原体を併用施文

するものは966点、 1種類のものは5,684点であるが、

全体的な縄文構成を判読できない小破片もカウント

されており、この数値を直接に特定の傾向把握に結

びつけることはできない。しかし、縄文地のみの 3

類で見ると、斜縄文の 3a類と羽状縄文の 3b類とが

1 : 0.34の割合であり、これを考慮すれば先の差は

かなり実体を反映したものと推定される。 2種類原

体併用例の内訳は、単節同士が767点(79%)、無節同

士が183点（13%)であり、異種原体を併用するのは13

点(1%)と僅少である。無節や単節の基本撚り (0段

時）は、 rと］が1: 0.8の割合であり、若干rが卓

越している。

胎土については、サンプリング的にカウントした

のみであるが、 Dタイプ57%、Cタイプ37％を中心
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として、結晶片岩を含むFタイプなどが6％認めら

れる。

4類の米字文や l類のコンパス文を主体としたあ

り方から、時間的には黒浜式のII~III段階を中心に

展開したと考えられる。

諸磯a式当期に帰属する遺構には 3号住居や

45・46号土坑などがあり、その周辺部から3,433点の

土器片が確認されている。文様構成不明なもの2,134

点を除いて、口頸部に肋骨文を施す 1類(303~315・

317~338・370)が450点と最多を数える。次いで、縄

文以外の文様を持たない 9類295点(372~387)、木葉

文を施す 3類141点(339~346)、口縁部に平行爪形文

を施す 6類112点(350~358)、口縁部に横位波状文を

施す 8類111点(361~370)、口頸部に平行爪形文や円

形竹管文の垂下列を施す 5類76点(348・349)、口頸部

に格子目文を施す 2類34点（316入縄文地に円形竹管

文などの垂下列を施す 7類27点(359・360)、口頸部に

平行沈線文を施す 4類13点(347・351入無文土器の10

類7点(388・389入浅鉢の11類30点(390~393)などが

ある。

1類の中で主体をなすのは、木葉状肋骨文の lb

類63点(303~309・311・320・322・323)であり、次いで

斜行状肋骨文の ld 類28点 (324·333~336•338·

370)、横線状肋骨文の le類3点(315・319・337)、弧

状肋骨文の 1c類4点(310・312~314入菱形状肋骨文

のlf類4点(317・318・321・326)の順となる。文様構

成の判然としない353点は、先の量的な比率から見れ

ばその過半数が lb類に帰属すると思われる。 306・

312•355などは、口縁部の幅狭な爪形文間に鋸歯文を

施している。また 1類の口頸部は無文地が中心的で

あるが、317•321•326などのような縄文地を有するも

のもある。

3類は入組木葉文を施す 3b類(339~346)が33点

であり、木葉文が形状を留める 3a類は 1点に過ぎ

ない。類別できない107点の大半は、3b類に帰属する

と見てよいだろう。

6 類の中には、 350•355·358のように部分的に鋸歯

状のモチーフをもつものがあり、 1類や 8b類など



の口縁部文様と共通した要素が認められる。

8類は波状文が重畳する 8a類（362~369)が103

点であり、鋸歯状文の 8b類(361)は8点と少ない。

8b類は鋸歯状文が重畳しないことや円形竹管文が

併用されないことなど、 8a類とは根本的な相違があ

る。

9類は基本的に縄文以外の文様をもたないが、ロ

縁部に横列の円形竹管文をもつ371の様な例もある。

また器形は平縁が主体的だが、372の様な波状縁も僅

かに存在する。

10類の無文土器 (388•389) の器面は、研磨に近似し

た箆撫痕が顕著である。389は口径が10cmに満たない

ミニチュア的なものと思われる。

11類の浅鉢は、木葉文を施す lla類(391・392)が

2点、平行線文間の縄文を磨り消す llb類(393)が

27点、無文の llc類(390)が1点となる。

縄文は、各類を通して横位施文の単節 RLを用い

る例が1,996点と最も多く、全体の85％を占める。他

に無節L81点や 0段多条の単節RL64点などが、目

立ったところであるが、 二種類の単節による羽状縄

文も33点存在している。これらを基本撚り (0段時）

に換算すれば、 rが94％を占めるのに対して 1は

6％に過ぎず、圧倒的に rが卓越する状況にある。

1類を始めとした深鉢の器形は、胴部下半に若干

の膨らみを持ち、緩やかに立ち上がって口縁部が

ラッパ状に開口するものが大勢を占め、波状縁が卓

越している。またサンプリングによる資料で見た胎

土は、 Bタイプが84％を占め、結晶片岩を含有する

EタイプやA・Iタイプなどは16％に過ぎない。

量的に充実している 1類で見れば、 lb類の木葉状

肋骨文も施文の粗さが目立ち、新しい様相を見せて

いる。また ld類の斜行状肋骨文や 3類の入組状木

葉文なども少なからず存在することから、諸磯a式

でも新段階に位置付けられるものが主体を占めてい

る。

諸磯b式文様構成の判別不能な1,384点を除き、

横位の集合沈線により文様を施す 2類(444~460・

469~472)が1,105点と最多で、他に縄文地のみの 5

2.縄文時代

類301点(473~484)、連続爪形文の 1類171点

(438~443)、浮線文の 3類55点(461~468)、無文深

鉢の 6類 1点、浅鉢の 7類11点(485・486)などがあ

る。

2類は、 864点が類別不能ないものであるが、対弧

状や渦巻状のモチーフをもつ 2a類(444~453・457・

458・460)が209点、それらのモチーフが簡略化されて

横位集合沈線文が多段構成される 2b類(469~472)

が32点となり、 2a類が卓越している。従って、文様

構成の不明な864点の大半は、 2a類に比定されると

想定される。

3類では、低平で繊細な浮線文の 3b類

(462~468)が52点と主体を占め、太めの浮線文の 3a

類(461)は僅か 3点のみである。文様構成は判然とし

ないが、爪形文の 1類とともに 2類に類似した対弧・

渦巻状のモチーフが描かれると思われる。

5類は、口唇部に連続した刺突文を施す 5b類は

僅か26点(473)があるのみで、他は縄文以外無施文の

5a類(474~484)が274点と主体を占める。器形は平

縁かつ外反気味に開口するものが主で、475のような

波状口縁は少ない。

浅鉢土器の 7類は、縄文地のみの 7a類（485)が10

点、無文の 7c類（486)が1点のみである。

縄文原体は、単節が1,641点(RL:1,511点、 LR:

123点、両者併用： 7点）と最多で、無節の43点(L:

28点、 R:15点）がこれに次ぐ。他に 0段多条の単節

13点なども見られるが、バラエティに乏しい。 0段

時の基本撚りは、 rが全体の92％を占める。

各類の器形は、 2a類や 3類が口縁部の内湾する

キャリパー状を呈し、 1類や 2b類は口縁部が外傾

あるいは「＜字状」に内折する。

サンプリングによる胎土の傾向は、 Bタイプが

85％を占めるが、 Eタイプが10％存在する点で特徴

的である。

当遺跡の諸磯b式については、新段階の 4類を全

＜欠くことや古段階の 3a類が僅少なことを考慮す

れば、総体的には中段階を主体としていると言えよ

う。
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II 調査の結果

諸磯 C式胴部に縦位集合沈線文をもつ 1類が32

点(505・507~510・512)と、小破片のために図には掲

載していないが有節沈線文の 2類が6点、類別でき

ないもの 2点の合計40点が存在するのみである。 1

類の内訳は、小破片が多いために不明瞭ではあるが、

耳状や棒状の貼付文の加飾に乏しい la類(505・

507~510・512)が主体を占めるようである。胎土は諸

磯a・b式に類似して、 Bタイプが主体的である。

その他 前期に属する上記以外の土器として、興

津式13点(513・514)と浮島式11点、十三菩提式13点

(506・511)などがある。

d. 中期の土器（第254・255図 515~522) 

当該期の遺構として 2号住居 1棟が存在するが、

加曽利E3式138点(515~520)や同 4式113点(521・

522)は住居周辺を中心に分布している。同 3式の縄

文原体は、複々節64点（RLR:57点、 LRL:7点）、

単節28点(LR:21点、RL:7点）が主なもので、基本

撚り (0段時）は 1が84％を占める。胎土はBタイプ

が主体的である。同 4式の縄文原体は、単節59点

(LR: 58点、 RL:1点）、無節36点(Lのみ）、〇段多

条の単節9点(LRのみ）などがあり、単節と無節の

基本撚りが異なっている。胎土は同 3式と同様に、

Bタイプが主体的である。

e. 後期の土器（第255•256図 523~532) 

加曽利 B 1式が 2点(526)、同 2式が412点

(523~525 ·531• 532) 、同 3 式が38点 (527) 存在する

が、前一者はIII区を、後二者は I区を中心に出土し

ている。量的に多い同 2式は、広義の磨消縄文を施

した精製的な深鉢（531・532)と浅鉢(523~525)が主

体的で、粗製的な無文深鉢(528・529)は少ない。突起

を含めた文様単位数は、深鉢が3単位であるのに対

して、浅鉢は 4単位となる。縄文原体は、無節138点

(Lのみ）、単節150点(LR:148点、 RL:2)、0段時

多条の単節 l点(LRのみ）などが見られる。これら

は同一個体の破片数を含めてカウントしたものであ

り、有意な数値ではないが、無節と単節とでは 0段

時の基本撚りが異なることは注意される。胎土は、

Bタイプと結晶変岩を含むEタイプが目立つ。
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同3式の527は、口唇部に推定9個の耳状突起を有

し、内外両面ともに、丁寧な研磨が施されている。

f.土製品（第256図 533) 

533は外径40mm、幅13mm、厚さ 6mmを計り、横断面

形が楕円形を呈する。表面には指頭状の整形痕を残

しているが、リング状の形態から見て耳飾りとする

のが妥当であろう。胎土はBタイプ。
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II 調査の結果
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2.縄文時代
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II 調査の結果
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II 調査の結果
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2.縄文時代
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II 調壺の結果
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2.縄文時代
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II 調査の結果
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2.縄文時代
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II 調査の結果
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2.縄文時代
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II 調査の結果

,
1
,
 

ヽ
~
三
437,'
/
」
/-

4

4

3

5

4

4

7

/

4

5

1

1

[

1

4
5
4
/
~

』

7

I

ー

`

-

『

l
]

』
:

`

[

1

詈
，

4

4

1

-

9-

文
i.u.̀

疇
＇
ロ
ロ
ロ
]

1

-

いぃ

□パ
／
／
ー
9
月ロロ
□日，
I
ロ
ロ
ロ
り
／
。

5

p
汐

．、

／

バ

雲

ー

，

口

＾

疇

9-『

:
9
:

｀

応

＼

ー

，

↑

ヽ｛

、

・

言

『

『

：

言

Lじ

髯

唸

3、7
,

1

⑭

尋

(

t

繋

さ

ゞ

、

へ

警

這

葛

4
ー1

4
4
0

-

,
6

素
賃

I
I
I
,
0
1
]
『
置
〗

ー~

1

I
-

/
I
i
言
讐
一
l
[
I

尋
3
謹

冑

{

I

J
』
彙
こ
言
詈
i
i

4
5
5

讐

5・

ご
ご
、
、

口

＇

紆

羹

／

ご

亭

魯

□1
[

玄

蕩

‘

―p::'だ忍
．`

I

i

[

芯

き

｀

ジ

・

ロ

『
J
-

3
3

1

武ぎ
・・".g...

I

I

U

1

i

巧
，
差
心
一
t.
1

i
}
芝
ぶ

汀
口
’

参

-

]

]

,

.

-

{

9

`

―

：432

＼
4

4

4

[

4

4

5

言
口
]

]

]

[

4

5

8

昌
〗
い
入
言
賢
翠
i
二

桑

亨

紺

｝

き

閾“`
 

296 



2.縄文時代
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II 調査の結果
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c.出土石器の概要

総数で6,566点が出土しているが、そのうち剥片類

が4,856点と全体の74％を占める。 1,418点の「打製

系列」石器の中で主体を占めるのは、使用痕を有す

る剥片を含めた削器907点であり、打製石斧195点、

石鏃83点、礫器的なもの68点を含む既存の器種に該

当しない加工痕を有するもの151点、石匙65点などが

ある。 162点の「使用痕系列」石器では、凹石・敲き

石を含めた磨石類が124点と最多で、他に特殊磨石18

点、石皿11点、砥石とハンマー各3点、台石 2点な

どがある。 40点の「複合技術系列」石器では、磨製

石斧32点を筆頭に装身具 6点、多孔石と石棒各 1点

が存在する。出土地点はII区に55%、III区に28%、I

区に17％という比率が示すように、 II区を中心にし

てその周辺へ拡散する傾向をもつが、基本的に土器

の分布状態をトレースする関係にある。出土層位は

VIII a層に53%、VI層に35%、VII層に 9%、 Vlllb層に

1％であり、大半の石器がVI~VIIIa層に集中してい

る。VII層の出土量が希薄なのは、層厚が薄いことによる。

尚、各器種の分類基準や観察一覧については、357・

358・382~387頁を参照されたい。

a．石鏃（第263~267図 l~73・76~80) 

完存40点、欠損41点の計81点が検出され、ここで

は小破片 3点を除く 78点を掲載した。分類不能の 5

点を除いて、無茎(1~5類）66点と有茎(6• 7類）10

点の両者が存在するが、前者が後者の 6倍以上を占

める。無茎では、基部が平坦な l 類(1 ~12 • 77) 、基

部が弱く湾曲状に扶れる 2類(13~28・30~40入基部

がノッチ状に扶れる鍬形鏃的な 3類(49・50・52・54・

60・62)、かなり強く V字状に扶れる 4類(41~48・51・

53・55~59・61・63)、韮部が円弧状の 5類(76)などが

認められる。有茎では、基部が平坦かそれに近い 6類

(64~66)、基部が突出する 7類(67~73)などがある。

無茎鏃には、 13のように表裏両面の陵部が研磨され

て平坦化したものがある。また一部に原礫面を残す

18や80などは、未製品として提示したが、18は調整剃

片の可能性もある。

2.縄文時代

数量的に少ない 5類を除いた各類は、大きさの差

異から見て長さ15mm以内・重さ 1g未満の小形品、長

さ 20~25mm• 重さ 1 g前後の中形品、長さ30mm以上・

重さ 2g前後の大形品に細分することができる。例

えば、 1類では小形品(1.2)と中形品(4~12)と

に 、 2 類では小形品（18~22) と中形品 (23 • 24 •

26~28・30・31・33・34・40)と大形品(32• 36)とに、 3類

では中形品 (49 · 50 · 62) と大形品 (52 · 54 • 60) とに、 4

類では小形品(41· 42) と中形品 (29 · 35 • 43~48 · 5 1 ・

53・ 55・ 56)と大形品(57~59・61・63)とに分けられる。

より厳密に見れば、3類の大形品は62などの鍬形鏃

とは異なるものであり 、別タイプとして分類されよ

う。 6• 7類の場合、茎部を除いた長さで見れば、 6類

は中形品(64・65)と大形品(66)とに分かれるが、 7類

はいずれも中形品で構成される。各類の大形品の中

でも特に目立つのは、 3類の60のようなものであり、

長さ45mm、重さ 3gを越える。一方、小形品では 1

類の 1• 2や2類の19~22があり、いずれもその重さ

は0.5g未満である。

石材で見ると、黒曜石22点(27%)、チャート ・黒色

安山岩が各17点（各20%)、黒色頁岩が16点(20%)、

珪質頁岩8点(10%)、珪質凝灰岩2点(2%)、珪質準

片岩 1点(1%)であり、黒曜石以外の県内産石材が

約7割近くを占める。黒曜石は 1• 2類に、在地産石

材は 3・4・6・7類に多用される傾向にあり、特定形

式と石材とが相関性をもつことを示唆している。尚、

上記石材については、珪質準片岩を除いて石核や調

整剥片が検出されており、当遺跡内での石鏃製作が

想定できるが、珪質準片岩製については完成品とし

てもたらされている可能性が高い。またチャート製

が遺跡内で作成されたと推定される点は、北中道II

遺跡や犬子塚遺跡の様相とは異なっている。

出土位置はII区(49点）を中心にして、 III区(20点）

とI区(12点）にまでまたがり、その出土層位はVIIIa 

層が41点、 VI層が29点、 VII層が10点、Vlllb層が 1点

である。出土層位と各形態との有意な関係は認め難

いが、 1類1• 2などの小形品は草創期に、 3類62の

鍬形鏃は早期に、 2類や 4類は前期に、 6• 7類は後
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第15表 包含層出土石器の器種別・層位別一覧

打 製 系 列 使用痕系列 複合技術系列 その他 合計

石鏃 石槍 石錐 石匙 削器l削器2加工 打斧 三角錐凹石類 スタンプ 特磨 石皿 砥石 台石 ハンマー 磨斧 石棒 多孔 装身具 石核 剃片

VI 層 29 1 2 24 176 109 46 80 1 38 

゜
6 2 

゜
1 1 13 1 

゜
3 37 1713 2283 

VII 層 10 

゜
2 5 71 18 10 25 

゜
19 

゜
2 

゜
1 

゜゚
2 

゜゚ ゜
5 444 614 

VIII a層 41 5 2 32 343 154 84 84 1 62 1 10 8 2 1 2 17 

゜
1 3 49 2571 3473 

VIII b層 1 

゜゚
1 5 2 4 1 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜
56 70 

不明

゜゚ ゜
3 19 10 7 5 

゜
5 

゜゚
1 

゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜
4 72 126 

合計 81 6 6 65 614 293 151 195 2 124 1 18 11 3 2 3 32 I 1 6 95 4856 6566 

I 区 12 3 

゜
7 134 92 27 24 

゜
24 

゜
5 1 

゜゚ ゜
2 

゜
1 

゜
29 763 1124 

II 区 49 1 3 24 281 140 89 101 2 57 1 6 7 2 2 2 18 1 

゜
4 47 2744 3581 

III 区 20 2 3 34 199 61 35 70 

゜
43 

゜
7 3 1 

゜
1 12 

゜゚
2 19 1349 1861 

合計 81 6 6 65 614 293 151 195 2 124 1 18 11 3 2 3 32 1 1 6 95 4856 6566 

（点）

700 

600 

,oo 

400 

300 

200 

100 

石石石伍削削打加三磨ス特石
鏃錐槍匙器器製エ角石夕殊皿

石石錐類ン磨
面匝斧器形 プ石
工用

第257図 包含層出土石器の器種別点数

石
捧

陪
製
石
斧

ハ
ン
マ
ー

台
石

砥
石

ヽ
j、
0

占
~
3

（
 

〈石 鏃〉

噌

［ 
35l - 1 

25 

20 

●』
J

10 

30 日—―’

5
 

9

3

 

20 

5
 

10 

石
核

装
身
具

多
孔
石

く各種石器の分類別数量一覧〉

石鏃

::I 11:I 22:I 361JJ_| ]:I 511Jj_| 631Jj_| 771JJ_|：明

石 匙 磨製石斧

::I ll:I 29|]:Jl 

削器 l（加工痕）

二 39?|47:I56:I65]|□明
削器2（使用痕）

::114：□，：135:I43:152?1639|不1明
打製石斧

::I：日 249|3l:I47ffi|52類［；：JJ

200 

150 

100 

凹石 ・磨石・ 敲石類

::I16門22門32:I]}明

‘,'’
 
,
0
 

占：

5

(

2
 

・
・
 
........ 

“
、
い
i

.x‘
因・？
5

．
 

．．．．．

．．
 

....... 

....... 

．．
．
 

~
~

，
 

＇ 。
5
 

〈削器（加工痕）〉

70 

60 

50 

40 

l
類
2
頚
3
類
4
類
5
類
6
類
7
類
不
明

l

横

廿

縦

5

0

 

第258図 各種石器0のこ］］：

不
明

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 ‘. 

...............‘....ヽ..‘・、．．．．．．
．．．． 

防

．．．．．．．．． 
、．．．． ヽ
•
ヽ
・
・
・
‘

.... 

．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

．．．．．．．． ヽ
●
ヽ
•
‘
、
、
、

.

.

.

.

.

 

.

.

.

 

,
 
... 

... 
り
が~
6

類

．．．． ．．． ．．．
 

況
5

5
類

．．． 

．．．
 

~
 

．．．
 

．

．

．

．

．

．

．

 

＿窃
努
”
”
”
”
”
”
名
氾
~
I
t

4
類

t
i.9
]

へ
□嘗'i.

り

]

3
類

・・・・

・・・

1

・・・・・、
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
 

............

... 

●
●
ヽ
•
‘
、
、
.
.
.
.
.
.
.

.

.

.

.

 

..........

..

.

.

.

.
 

・・・、
．．．．．．．．．．

．．． 

•
ヽ
・
・
・
・
ヽ
●
●
ヽ
・
・
・
・

‘'

,'’ 

~~

,r 

却

0

0

9

0

8

0

聞

2

0

1

0

0

不
明

302 



（点） （点）
80 

701n〈磨石類〉〈打製石斧〉

70 
60 

60 
,o 

50 

40 

30 

30 

20 
20 

10 ― 10 

oI ー t...:..:.:l..L~ .,

類I 類2 類3 類4 類5 不明 類1 類2 類3 不明

2.縄文時代

第259図各種石器の分類別点数 (2)
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期にそれぞれ比定されるものだろう。
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各種石器の石材別点数 （1)（折線は重量）

れ、その出土層位はVIIIa層が5点、 VI層が 1点であ

b.石 槍 （第267•268図 74•75•81~84) 

I区3点、 II区1点、 III区2点の計6点が検出さ
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る。 81・82・84は、直接加撃による粗雑な調整加工を

施して、やや不整形で厚みのある体部を有する。 74・
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各種石器の石材別点数（2)（折線は重量）

2.縄文時代

83は両面に丁寧な押圧剥離を施すが、器肉はやや厚

く、 74は片面に原礫面を残す。形態的には、 74・75・

83のような小形品と81・82のような大形品、それらの

中間的な84などがある。石材は黒色頁岩3点、黒曜

石・チャート・細粒安山岩が各 1点である。時期的に

は、 81・82などは判然としないが、 74・75・83などは草

創期段階に比定されるだろう。

C. 石 錐（第268図 85~90) 

,000 

II • III区ともに各3点の計6点が検出されたのみ

で、出土層位はVI・VII・Vllla層ともに各 2点である。

横長あるいは縦長の不定形剥片を素材として、先端

の機能部を中心にやや粗雑な押圧剥離を施し、

d.石 匙（第268~272図

楕円形状の剥片を素材として、

としてのグルーピングが可能である。

は長さ 3cmの小形品もあるものの、

つま

み部の作出をはじめとした調整加工はほとんど行わ

れないか、あるいは極めて微弱な状態に終始してい

る。 85・86・88・89は、三角形状剥片の先端部を無加工

で使用しており、回転動作に伴う刃こぼれ状の使用

痕が認められる。 90は他のものとは異なり、細い尖

端部の作出が丁寧な押圧剥離により行われている。

石材は黒色頁岩が5点と最も多く、他に珪質変質岩

が1点認められるのみで、黒曜石をはじめとした他

の石材が皆無な点は注意を要する。

95~149) 

横型36点(95~122)と縦型29点(123~149)の計65

点が検出されている。 III区の34点を中心にII区の24

点、 1区の 7点があり、その出土層位はVIIIa層32点、

VI層24点、 VII層5点、 VIIIb層1点である。形態と層

位との相関性は確認できない。横長あるいは縦長の

その形状をあまり改

変することなく、主に片面方向からのやや粗い押圧

剥離により刃部が作出されるものが多い。横型の摘

み部は体部中央に付くものが主体的だが、上端部に

斜位に付設されるもの(llO~122)もあり、別タイプ

また大きさの

点から見ると、横型が横幅4~5cmの小形品や横幅

8 cm前後の中形品で構成されるのに対して、縦型で

その大半が長さ

7~10cmの範囲に収まって変動幅が少ない。素材剥

片の用い方で特徴的なのは、横長剥片は横型石匙の
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第16表 包含層出土石器の系列・石材別重量一覧 （単位 ：g)
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石材名
石材 打製系列 使用痕系列 複合技術系列 他（石核・剥片）

コード 点数 重旦 点数 重祉 点数 重鼠 点数 重量

アプライト 1 

゜゜゚ ゜゚ ゜
1 10 

安山岩ガラス 2 1 1 

゜゜゚ ゜
7 8 

角閃石安 山 岩 3 

゜゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜細粒安山岩 4 22 3,333 4 1,695 

゜゜
52 1,563 

粗粒輝石安山岩 5 9 2,119 70 63,568 2 641 41 1,213 

灰色安山岩 6 21 3,092 

゜゜゚ ゜
60 2,217 

変質安山岩 7 6 1,226 11 5,169 

゜゜
17 1,769 

花 岡 岩 10 

゜゜
2 774 

゜゜゚ ゜玉 髄 12 2 10 

゜゜゚ ゜
3 46 

輝 緑 岩 13 5 697 

゜゜
］ 10 5 279 

変輝緑岩 14 

゜゜゚ ゜
2 120 

゜゜赤 碧 玉 15 

゜゜゚ ゜゚ ゜
I 2 

頁 右山 16 31 1,670 3 444 

゜゜
122 615 

珪質頁岩 17 47 1,533 

゜゜
1 1 81 623 

硬質頁岩 18 

゜゜゚ ゜゚ ゜
1 54 

点紋頁岩 19 2 87 

゜゜゚ ゜
10 95 

凝 灰 岩 20 

゜゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜珪質凝灰岩 22 4 19 

゜゜゚ ゜
1 5 

流紋岩質凝灰岩 24 

゜゜
I 920 

゜゜
I 17 

溶結凝灰岩 25 2 96 9 11,713 

゜゜
1 1 

変玄武岩 26 5 811 

゜゜
22 3,115 4 57 

変質玄武岩 27 8 1,630 1 198 

゜゜
31 l, 136 

砂 岩 28 8 938 6 2,003 

゜゜
94 1,977 

凝灰質砂岩 29 

゜゜
1 72 1 75 

゜゜蛇 紋 石山 30 1 530 

゜゜
1 7 

゜゜変質蛇紋岩 31 

゜゜゚ ゜
4 33 

゜゜石 英 32 1 ， 
゜゜゚ ゜

7 54 

閃 緑 右山 33 1 151 3 1,008 

゜゜゚ ゜石英閃緑岩 34 5 1,016 37 25,249 

゜゜
4 66 

変閃緑岩 35 

゜゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜デイサイト 39 1 39 

゜゜゚ ゜
1 114 

石英斑岩 40 

゜゜゚ ゜゚ ゜
1 24 

変はんれい岩 41 

゜゜゚ ゜
1 169 1 68 

葉 ろ う 石 42 

゜゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜翡 翠 43 

゜゜゚ ゜
1 5 

゜゜ひ ん 岩 44 

゜゜
11 6,141 1 7,800 4 292 

珪質変質岩 45 2 21 

゜゜゚ ゜
11 35 

雲母石英片岩 46 

゜゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜緑色片岩 48 1 11 

゜゜゚ ゜
1 ， 

ホルンヘルス 50 3 222 

゜゜゚ ゜
16 150 

文象斑岩 51 1 73 

゜゜゚ ゜゚ ゜流 紋 右山 52 3 129 1 116 1 2 21 2,619 

白色硬質石英質岩 53 

゜゜゚ ゜゚ ゜
1 134 

人 工 物 54 

゜゜゚ ゜゚ ゜
1 1 

滑 石 55 

゜゜゚ ゜
1 1 

゜゜珪質準片岩 56 1 1 

゜゜゚ ゜゚ ゜珪 化 木 57 

゜゜゚ ゜゚ ゜
1 2 

変質凝灰岩 58 1 2 

゜゜゚ ゜゚ ゜変質頁岩 60 

゜゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜緑泥片岩 61 

゜゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜緑色珪質岩 62 

゜゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜変質流紋岩 63 

゜゜゚ ゜゚ ゜゚ ゜黒色頁岩 64 1,044 61,528 2 148 

゜
0 3,797 47,885 

黒 曜 石 65 50 86 

゜゜゚ ゜
107 290 

チ ヤ 卜 66 30 71 

゜゜゚ ゜
27 89 

黒色安山岩 67 86 2,239 

゜゜゚ ゜
395 7,196 

不 明 ， 1 22 

゜合 計 1,413 83,390 162 119,218 40 11,979 4,951 70,715 

第262図
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ほとんどのものに使用されるが、縦型石匙の 5割弱

にも使用されている。素材剥片の作出時における打

面を中心にして、原礫面を残すものが14％存在する。

石材は、両型を通じて黒色頁岩が48点(74%)と多用

され、珪質頁岩が 5点(8%)、黒色安山岩が 4点

(6%)、チャートが3点(5%)の他に玉髄・珪質変質

岩・流紋岩・変質凝灰岩など各 1点が認められるが、

黒曜石が皆無の点で注目される。また、 97• 103・ 123 

などの丁寧な押圧剥離が施されるものには、黒色頁

岩が使用されていない点で注意される。

e.削器（第272~280図 150~254・255~308)

不定形の横長剥片や縦長剥片を用材として、その

縁辺部に粗雑な刃部加工を施すもの(150~254)と、

刃こぼれ状の使用痕を有するもの(255~308)の二者

があるが、基本的には両者とも類似した部位に機能

部を有する。各器種を通じて最も点数が多く、前者

は614点、後者は293点が存在する。それらの出土位

置は、 II区に46％が集中し、 III区に29%、I区に25%

となる。またその出土層位は、 VIIIa層が55%、次い

でVI層が31%、VII層が10％の順である。

剥片形状による分類では、円・縦位楕円形状を 1

類、横位楕円形状を 2類、台形状を 3類、三角形状

を4類、逆三角形状を 5類、縦位長方形状を 6類と

した。また、加工および使用痕の存在する機能部位

による分類では、バルブ除去に伴う加工を含めてA

~k類まで11分類してある。

素材とする剥片形状は、 2~4類が横長剥片を、

1 • 5 • 6類が縦長剥片を基本的に用いている。各類

の中で最多となるのは 2類の316点(35%)であるが、

これを除外すれば他も10~17％の比率で一定量存在

しており、極端な数量偏差は認められない。しかし、

素材剥片の形状別で比較すれば、不明3点を除いて

横長剥片系は572点(63%)、縦長剥片系は335点

(37%)である。このように横長剥片系が優勢となる

状況は、先の石匙でも同様であり、同剥片が量産され

る傾向の存在とともにその技術的背景が問題であろう。

加工・使用部位による分類では、下縁部を刃部とす

るA類の230点(25%)、片側縁部のB類198点(22%)、

2.縄文時代

下縁部と片側縁部のD類104点(11%)、周縁部すべて

のF類68点(7%)などが主なものであり、他はいず

れも 6％に満たない。横長剥片系ではA類が38%、

また縦長剣片系ではB類が40％と主体を占め、前者

は下縁部を、後者は片側縁部をそれぞれ機能部とす

る傾向を有する。

平均的な大きさ（縦幅x横幅）や重量は、横長剥片系

が46mmX52mm、重さ40g、縦長剥片系が56mmx 44mm、

重さ44gとなり、両者ともに類似した大きさをもつ。

石材は、黒色頁岩を筆頭に黒色安山岩・珪質頁岩・

黒曜石・頁岩やその他の石材17種類が認められるが、

黒色頁岩が全体の79％を占め、黒色安山岩が6%、

珪質頁岩・黒曜石が各3％の他は、残りの石材18種を

総計しても 9％に過ぎない。全体の約6割のものは、

片面あるいは縁辺に原礫面を残しており、外皮に近

い副次的な調整剥片を用いるケースが多いことを示

している。一方、黒曜石を用いるものは長さ 2cm前

後の小形品が大半であり、調整剥片だけでなく石核

そのものの小形ぶりが窺える。

f.加工石器（第268•280~285図 91~94•309~350)

何らかの意図的な加工痕を有するが、機能部の角

度・形態などから既存の器種に分類することが不適

当なものや、掻器・礫器的なものなどを一括した。合

計で151点が存在し、 II区に89点、 III区に35点、 I区

に27点が分布する。出土層位はVIIIa層が84点と主体

を占め、 VI層が46点、 VII層が10点、 Vlllb層が4点と

なる。 91•92•94は対向する上下端に打痕や刃こぼれ

状の使用痕をもつもので、ピエス的な使用が想定さ

れる。また93・309~311などは、機能部の角度が約60

度前後に加工されており、掻器的なものと思われる。

319・321~350は、礫核や大形剥片を素材とした礫器

的なものであり、 68点が確認されている。 328・330・

336•339·340の下縁部には、使用による磨耗や敲打痕

が認められる。使用石材は17種に及ぶが、そのうち

の72％が黒色頁岩で占められている。

g．打製石斧（第286~293図 359~439) 

195点が確認されている。 II区の101点を筆頭にIII

区は70点、 I区は24点が出土し、その出土層位はVIII
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a層が84点、 VI層が80点、 VII層が25点、 VIIIb層が 1点

である。短冊形・撥形・分銅形の三形態と、基部と刃

部の寸法比率や側縁部の形状等を加味すると 1~5

類に分類できる。 1類は基部・刃部幅比が 1: 1.5未

満の短冊形、 2類は同比が 1: 1. 5以上の撥形、 3類

は同比が 1: 1.5以上で両側縁部が緩く湾曲する撥

形、 4類は「挟り」が浅い分銅形、 5類は「扶り」

が深くノッチ状となる分銅形である。

欠損による分類不能なものを除いて、数量的に最

も多いのは 1類であり、 70点が存在する。次いで2

類の43点、 3類の15点、 4類の 3点、 5類の 2点と

なり、 1類が2• 3類の合計数を上回る点で特徴的で

ある。数量の少ない 4• 5類を除いた各類の大きさ

（長さ x刃部幅）や重量の平均値は、 1類が長さllO

mm X 49mm• 149 g、 2類が100mmX 5lmm • 131 g、 3類が

98mm X 58mm • ll5 gを測る。各類ともに機能部再生品

を含めて大・小形品が存在するが、 2• 3類は 1類に

比べて小形の傾向をもつ。また 1類では、 361・363な

どの側縁が緩く湾曲するものが4割を占め、359・360

などの直縁的なものとは類型を異にする。 2類は小

形品が主体的で数値のばらつきが少なく、比較的均

ーな大きさが指向されていたようである。 3類も 2

類と同様に小形品が目立つが、 433のような長さ130

mmの大形品も少数認められる。

素材の面では、幅広の大形剥片を用いるとともに、

その主剥離面が石斧の長軸に対して横位あるいは斜

位になるように調整加工を施すケースが、 1~3類

の約6割強に認められる。また片面に原礫面を残す

ものも約6割強に及び、その状態から見て大きな原

礫からの素材剥片を用いていると考えられる。その

一方で、両面に原礫面を残すのは 1点(370)に止まる。

調整加工のあり方は、白井北中道II遺跡や白井犬

子塚遺跡で見られたのと同様に、 1• 3類では側縁部

の刃つぶし的な敲打による階段状剥離が顕著で、刃

部も両面調整によるものが主体的である。 2類でも

両面加工が多用されるが、階段状に剥離されるもの

は少なく、片面調整によるもの(367・394・406など）も

少なからず認められる。
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刃部形状については、各類を通じて円刃状のもの

が60％と最多で、直刃は24%、偏刃は14％となる。

偏刃については、欠損後に粗雑な再加工による不整

形なものが含まれており、本来的なパーセンテージ

はさらに少なくなると思われる。

l~3類の使用による磨耗痕は、全体の約3割弱

にしか認められず、かなり低い比率となっている。

それらの磨耗痕は、主に刃部から体部中央にかけて

縦方向に残っている。基本的に表裏両面に残るケー

スが大半であるが、その程度はどちらかの片面が弱

く、棒柄に密着する内面とその外面という装着面の

差異を反映したものだろう。欠損については73％の

ものに認められる。破断面での欠損方向は、その大半

が基部から刃部への長軸方向の平坦面に対して、垂

直方向からの加力によって折れた状態を示す。こう

した磨耗痕や欠損のあり方は、掘り具としての上下・

テコ運動を想定させる。また 1~3類の残存部位の

比率は、部位の特定できない小破片57%、再生品を含

めた完形品が27%、刃部～体部破片と体部～基部破

片が各7％などである。体部中央近辺を境にした刃

部および基部の残存比率は、ほぼ拮抗している。出土

地点を違えた欠損品同士の接合例は、 6 点 (36 1• 375 ·

382 · 385 • 390 · 433) しか認められない。欠損品が完形

品を凌駕することや、残存部位の顕著な偏在性が認

められないこと、それに少なからず欠損品同士の接

合例が存在するこのなどは、石斧の消費場所が遺跡

内にも存在したことを示唆している。

石材は黒色頁岩が73％と主体を占め、細粒安山岩・

灰色安山岩・頁岩の各4％などがそれに次ぐ。これら

以外に14種類の石材が用いられるが、それらすべて

を合わせても15％に過ぎない。黒色頁岩を主体とす

る用材傾向は、他の「打製系列」の石器群とも共通

している。

h.三角錐形石器（第285図 351•352) 

II区のほぽ同一地点より 2点が出土しているが、

層位はVI層とVIIIa層に分かれる。 351は完形品であ

るが、352は体部中位から底部にかけて欠損する。351

は側縁部が多角形状に整形され、全体的なフォーム



は六角錐状を呈する。背面と底面との角度は約60度

であり、掻器的な整形加工が施されている。両者と

もに一側面に原礫面を残し、石材も黒色頁岩を使用

している。時期的には、第239図1~6などの撚糸文

系土器に伴うと考えられる。

i.石核（第294~296図 455~485)

原礫や残核を含めて、総計95点・17,249gが検出さ

れており、出土地点はII区(47点）を中心にして、 I

区(29点）やIII区(19点）などに散布している。出土層

位はVIIIa層が49点と最多で、 VI層の37点、 VII層の 5

点、不明 4点などである。石材別に見ると、黒色頁

岩45点（数量比率47%、重量比率43%)、黒曜石16点

（数量比率17%、重量比率0%)、黒色安山岩11点（数

菫比率12%、重量比率15%)、灰色安山岩4点（数量

比率 4%、重量比率 8%)、流紋岩 2点（数量比率

2%、重量比率13%)などが主なもので、他に10種類

の石材が認められる。その内の粗粒安山岩・灰色安山

岩・玉髄・流紋岩・白色硬質石英質岩などの石核は、北

中道II遺跡や犬子塚遺跡では検出されていない。黒

色頁岩の占める比率の高さは、「打製系列」石器にお

ける同石材の卓越性と整合的であり、原石を持ち込

んでの石器製作が行われたことを示すものだろう。

原礫形状をもとに大別すれば、①径10~15cmの分割

礫や扁平な原礫の平坦面を打面にして中形剥片を剥

離するもの(477・479・483)、②径5~10cm未満の原礫

平坦面や剥離面から小形剥片を剥離するもの(467・

468·470~475·480~482·484•485) 、③径 5cm未満の

原礫平坦面や剥離面から小形剥片を剥離するもの

(455~466•469）、などに分けられる。両面からの錯

向状の剥片剃離（470・471)や片面方向からの剥片剥

離(467・485)、それに周縁部を打面にした求心的な剃

片剥離(479・482・483)などが認められるが、その大半

は横長剥片の作出がなされている。①からは石斧の

素材剥片が、②からは石匙や削器などの素材剥片が

作出されたと考えられ、石材も黒色頁岩を主体とし

ている。③は黒曜石や珪質頁岩などの石材にほぼ限

定されるが、剥離面長はほとんどのものが3cm未満

であることから、石鏃用の素材剥片を作出したと考

2.縄文時代

えられる。尚、 458・460・463は黒曜石の原礫であり、

交易品として当遺跡に持ち込まれたサイズが、 5cm

未満の小振りなものであることに注意を要する。

j.条IJ片

固としては掲載していないが、素材・調整剥片を含

めて総数4,856点(52,602g)が検出されている。出土

地点は、II区(2,744点）を中心としてIII区(1,349点）・

I区(763点）に散在する傾向にあり、これは石核のあ

り方とほぽ合致する。出土層位はVIIIa層2,571点

(53%)、VI層1,713点(35%)、VII層444点(9%)点、

Vlllb層56点(1%)であり、VIIIa• VI層を中心としてい

る。

石材は黒色頁岩3,752点 •40,454g（数量比率77%・

重量比率77%) 、黒色安山岩384点 •4,595g（数量比率

8%•重量比率 9%) 、頁岩122点 •615g（数量比率

3%•重量比率 1 %)、砂岩93点・1,451g（数量比率

2%•重量比率 3%) 、黒曜石91点・ 123 g（数量比率

2%•重量比率 0%) 、珪質頁岩80点 •605g（数量比率

2 ％！！重量比率 1%) 、灰色安山岩56点 •896 g（数量

比率 1%•重量比率 2%) 、細粒安山岩50点 •542g（数

量比率 1%•重量比率 1%) 、などが主なものであり、

その他に27種類の石材284点 •3,321g（数最比率

6%•重量比率 6%) が認められる。黒色頁岩を中心

とした上記石材のあり方は、先の「打製系列」の石

器石材や石核石材のあり方と軌を一にしており、そ

のほとんどが同系列石器の製作に付随して作出ある

いは排出されたものと言えよう。逆に言えば、これら

の剥片に認められない石材（蛇紋岩・ホルンフェル

ス・珪質準片岩）を使用する「打製系列」の石器は、

当遺跡外からの搬入品である可能性が高い。

石材別の平均的な大きさ（長径x短径）と甫量は、

黒色頁岩35mmx 24mm • 11 g、黒色安山岩37mmX26mm・ 

12g、頁岩29mmX2lmm・ 5 g、砂岩38mmx 27mm • 16 g、

黒曜石17mmXllmm• 1 g、珪質頁岩3lmmX22mm・ 8 g、

灰色安山岩42mmX 29mm• 16 g、細粒安山岩36mmX25

mm•ll g、となる。 1 点あたりの重量が10 g未満の黒

曜石・頁岩・珪質頁岩などは、主として石鏃・石錐•石

匙などの石材に用いられており、製作目的の石器が
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小形品であることと整合的である。16g前後の砂岩・

灰色安山岩などは主として石斧の用材であり、自ず

とその剥片も大ぶりなものとなる。同石材の中で最

大の素材剥片は、長径114mmX短径60mmX厚さ38mm・

重さ171gを計る。また黒色頁岩や黒色安山岩は、「打

製系列」の大・小形の各種石器に多用される石材であ

り、前二者の中間的な数値となっている点も整合的

である。

k. 磨製石斧（第293•294図 440~454) 

II区が18点、 III区が12点、 II区が2点の計32点が

出土している。出土層位はVIIIa層が17点、 VI層が13

点、 VII層が2点である。 442を除いて、他の全てが使

用による基部や刃部の欠損が認められる。形態的に

は体部断面が楕円形で、基部幅が狭く尖り気味の乳

棒状を呈するものが主体を占め、 440~443・445のよ

うな小形で定角的なものは 5点のみである。乳棒状

石斧の大きさは、 447•452 •45 1 をベースに復元すれば

体長約20cm以上、刃部幅7cm前後と考えられる。石

材は、変玄武岩が22点(69%)と最多であり、次いで

変質蛇紋岩3点(9%)、変輝緑岩2点(6%)などが

ある。この他に粗粒輝石安山岩・輝緑岩・凝灰質砂岩・

変はんれい岩・流紋岩などが各 1点存在する。これら

石材の調整剥片や石核は、粗粒輝石安山岩を除いて

皆無に近い状況であり、ほとんどの製品が遺跡外か

ら完成品としてもたらされた可能性が高い。

I. スタンプ形石器（第285図 353) 

図に掲載した 1点が全てであり、 II区のVIIIa層か

ら出土している。棒状礫を用いて、機能部の底面を

1回の打割により作出する。底面は新鮮で、使用に

よる磨耗痕は認められない。頭部に使用時の打撃に

よる小剥離が存在する。体長11cm、底面幅 7cm、重

量450gで、石材は変質安山岩を用いている。

m.ハンマーストーン（第285図 354~356) 

II区より 2点、 III区より 1点の計3点が出土して

いる。層位はVIIIa層が2点、VI層が1点である。棒状

礫をそのまま用いるもの(355)と、多少の整形加工を

施すもの (354 • 356) とがあり、先端部や側縁部に敲打

痕を有する。重量が200g前後の中形品(354・355)と、

310 

100 g未満の小形品(356)が認められる。石材は変質

玄武岩 ・ ひん岩 •黒色頁岩が各 1 点である 。

n. 特殊磨石（第296•297図 486~499) 

断面が三角形状の棒状礫を用いて、その陵部を機

能部とするいわゆる「特殊磨石」と呼ばれるものであ

る。III区から 7点、 II区から 6点、 1区から 5点の計

18点が存在する。層位はVIIIa層が10点、VI層が 6点、

VII層が2点である。平坦面に窪み穴状の集合打痕を

もつのは 1点(499)のみだが、陵部の磨り面や先端部

には敲打痕を有するものが多い。また陵部の磨り面

は、 1カ所に限定されるものが主体的であり、494の

ように 3カ所全てに見られるのは少数である。体部

中央で欠損する例が約5割に上るが、おそらく先端

部を作用点としてスナップを利かせた使用法によ

り、損壊が生じたと想定される。長さ14~17cm、重さ

800~1,000 g前後のものが多く、石材は石英閃緑岩

が5点、粗粒輝石安山岩が4点、変質安山岩とひん岩

が各 3点、細粒安山岩・溶結凝灰岩・閃緑岩が各 l点

である。他県の事例を見ると、時期的にはかなり幅を

持つ石器とされているが、群馬県内では早期後半に

ほぽ限定される傾向にあり、本例も同様と思われる。

o.凹石・磨石・敲石類（第297~299図 500~536) 

円形や楕円形状を呈する扁平な河床礫を素材とし

て、その表面に使用による窪み穴や磨り面（磨耗痕）・

敲打痕を有するものを一括した。ほぽ片手の中に収

まるサイズを有し、窪み穴と磨り面は複合すること

がかなりの頻度で認められ、また周縁部に敲打痕を

持つものも多い。窪み穴は、基本的に多数回に及ぶ

微細な敲打痕の集合により形成されているが、回転

動作によって形成された擢り鉢状を呈するもの

(510~512・533)も僅かに認められる。総数124点が存

在し、II区(57点）を中心にIII区(43点） • I区(24点）に

散布している。出土層位は、 VIIIa層62点(50%)、VI

層38点(31%)、VII層19点(15%)である。

素材形状は、楕円形の 1類が66点(53%)と最多で、

不定形の 3類が28点(23%)、円形の 2類が24点

(19%)、不明6点(5%)となる。窪み穴の形成状況

は、片面のみのものが10点に対して両面に付くもの



が31点と多く認められる。また磨り面あるいは敲打

痕のみのものは、83点を数える。磨り面の形成は、両

面が38点、片面が25点であり、それらと複合して周

縁部にもあるものが10点存在する。窪み穴・磨り面・

敲打痕が複合するもの17点(14%)、窪み穴・磨り面が

複合するもの 7点（6%）、窪み穴と敲打痕が複合す

るもの10点(8%)、磨り面と敲打痕が複合するもの

35点(28%)の他に、窪み穴のみ 7点（ 6%）、磨り面

のみ15点(12％入敲打痕のみ27点(22%)などがある。

窪み穴と磨り面の形成における時間的関係は、とも

に相前後する状況が認められ、「敲く」「磨る」という

動作が相関した作業の中で行われたことを示す。平

均的な大きさは、長径96mmX短径70mm、重さ443gで

ある。石材は粗粒輝石安山岩(43%)と石英閃緑岩

(25%)とが全体の 7割弱を占め、磨石類における両

石材の卓越した状況が窺える。その他に変質安山岩・

溶結凝灰岩・ひん岩•砂岩など11種類 (32%) が存在す

るが、各単体別に見れば6％を越えるものはない。

p.砥石（第286図 357•358)

II区から 2点、 III区から 1点の計3点が出土し、

その層位はVIIIa層が2点、 VII層が 1点である。 357は

三つの平坦面に幅 1~2mmの線条痕が、358は片面に

断面形がV字状で幅 5~7mm・深さ 3mm前後のやや

幅広の線条痕が、それぞれ複数本認められる。また

358は、多孔石に似た錐揉み状の窪み穴が線条痕に先

だって形成されている。両者ともに粗粒輝石安山岩

の河床礫を用いる。358は周縁部に破断面が存在する

が、欠損ではなく粗い整形加工を施したと考えられ

る。各砥石の用途は特定できないが、 358は線条痕の

太さや断面形状から見て、磨製石斧の研磨工程に関

わる可能性もあるだろう。

q．石皿（第300•301図 538~547)

II区が7点、III区が3点、 I区が 1点の計11点が出

土している。出土層位はVIIIa層が 8点と最多で、VI

層が2点、表採が 1点である。いずれも扁平な河床礫

を素材とし、粗粒輝石安山岩を用いるものが9点を

占め、溶結凝灰岩と閃緑岩が各 1点に止まるが、いず

れも近隣の利根川河床や段丘崖に産出する石材であ

2.縄文時代

る。全てのものが欠損品であるが、538~542・546は掃

き出し口の付くタイプで定形的なものと思われる。

その内の539•541 は有縁で長方形状を呈し、他は無縁

の楕円形状を呈する。一方、543~545・547は磨り面が

顕著に窪まない不定形のものである。また541~544

の裏面には、集合打痕や錐揉み状の窪み穴が認めら

れ、多孔石に似た性格も付与されていたことが類推

される。546は地点を隔てて出土した 3点の破片同士

が接合した例であるが、使用過程で割れたと言うよ

りも故意に損壊した割れ方を示している。石皿全体

に見る欠損率の高さと合わせて、廃棄などに伴う何

らかの儀礼が存在したことを示唆するものであろう。

r.台石

図としては掲載していないが、 II区のVI層とVIIIa 

層から各 l点が出土している。石材には、いずれも

粗粒輝石安山岩が使用されている。

s.石棒（第301図 553)

II区のVI層から 1点出土している。基部から体部

中位にかけて欠損するが、現存部分も地点を隔てて

出土したものが接合した。敲打後に研磨により整形

され、石材はひん岩を使用する。

t.多孔石（第300図 537) 

I区のVIIIa層から 1点が出土したのみである。錐

揉み状と集合打痕による窪み穴の両者が認められる

が、時間的には前者が後者を切る関係にある。石材

は、小振りな粗粒安山岩の亜角礫を使用する。

u.装身具（第301図 548~552) 

図に掲載したのは、映状耳飾り 2点(548・549)と中

央部に穿孔を有する玉類3点(550~552)の計5点で

あるが、他に訣状耳飾りの小破片 1点が存在する。

前者はいずれも II区のVIIIa層から出土し、後者はIII

区 2 点 •II 区 1 点でVl·VIIIa 層にまたがる。これら全

品が欠損している。石材は峡状耳飾りが蛇紋岩(548)

あるいは変質蛇紋岩(549)、玉類が珪質頁岩(550)・翡

翠(552)・滑石(551)を用いているが、滑石製の551は

古墳時代のものが混入した可能性もある。
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II 調査の結果
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II 調在の結果
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II 調査の結果

I I 

こ
I~ I _I I I 

| 
' --- IIJli I 111¥1 I I /lfI I I IY 、) -

＜ニニ〉

w 1¥ I ~ 425 

| 415 蕊囚麟 ＜ 
こ

I 

1 紺 ／ ロ 〗li ー・ 1
臼

423 

~ 418 こ
第291図包含層出土の石器(29)

340 

0 1 : 3 10cm 



I
 
I
 

ヽ
l

三
ロ

l
 

口
□

包
こ
二
〉I 

43
0 

43
1 

口

八 ｀
ク
つ
漏

l
 

43
3
こ
□□
＞

0
 

1
 :
 3
 

43
5 

N
 

第
29
2
図
包
含
層
出
土
の
石
器
(3
0)

鑑 沖 栞 ｛ t
m  
c  ゜ー



II 調査の
結果

図い
I'尼
喝 ＇＼ 439 

くジ
I 

こ

436 匝箕刀
I I I /

 I 
438 

こ ぐ

-all ¥ -Iii 
I ¥ 4

40 
c I 

¥ 443 

こ
I 

］ 
歪

C=_―--‘
っ ／

441 

こ1 444 

こ

445 

》`

44
60
 

447 

゜
448 

口
449 

こ
450 ｀ 

452 

こ
451 

゜
第293図包

含層出土の
石器(31)

342 



2.縄文時代

一^ 紐色◎

｀ ◎o憂
1、 I 454 

O □。 13,a,
一

ーロロ＼ご 拿こニ 45800員cJ

Q00□[>疇 □D□
461 I 462 I 463 

よ芦4 一伍口 Uへ/46, 6

ば璽――
口：竺／。 125cm

465 ` 
~o口言9彎り

□0` 口̀亨。ロ
第294図包含層出土の石器(32)

343 



乙
473

召
忍 応
臭

口
誓
／
言

麿
□
o

ロ
ロ

/
7

¥
/
¥
¥
l
/
）
）
：
こ

＼
＼
こ
／
□
こ

47
9

/
‘
-
-
-
J
 
¥
 

47
8 

,
.
-
-
-
-
ー
一
づ

塁
三
言
芦
:
0
賃
／
こ
0
/-

鬱
攣
三

48
2

図
包
含
層
出
土
の
石
器
(3
3)

I I 渥 湖 S 翠 皿 湘

じ 476 48
3 

0
 
1
 :
 4
 
1
0
c
m
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2.縄文時代
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【出土遺物の分類の凡例】

■土器型式の分類
前期の有尾式 •黒浜式・諸磯式については、以下のよう

に分類した。

く有尾式〉

1類：半載竹管により口縁幅狭部に縦位沈線文、口縁部

に菱形文を施す。体部下半は 2種類の原体で菱形構成

の縄文を施す。器形は頸部でく字状に強く括れて口縁

部が大きく外傾し、波状縁をもつ。

2類：平行沈線文により、口縁部に菱形文を構成する。

体部下半は二種類の原体を用いて菱形構成を主とした

縄文を施す。器形は頸部で若干括れて口縁部が外傾気

味に開口し、波状縁をもつ。

• a-口縁部や頸部の文様が半馘竹管の爪形文で描出さ
れるもの。

• bーロ縁部や頸部の文様が半馘竹管の平行沈線文で描
出されるもの。

• C一口縁部や頸部の文様が、多戟竹管あるいは櫛指状エ

具の平行沈線文で描出されるもの。

3類：口縁部および頸部の区画文が近接して三角形文を

構成する。体部下半は二種類の原体を用いて菱形構成

を主とした縄文を施す。器形は頸部で若干括れて口縁

部が外傾気味に開口し、波状縁をもつ。

• a一口縁部や頸部の文様が半戟竹管の爪形文で描出さ

れるもの。

• bーロ縁部や頸部の文様が半馘竹管の平行沈線文で描
出されるもの。

• C一口縁部や頸部の文様が多戟竹管の集合沈線文で描

出されるもの。

4類：口縁部に箆状工具による横位爪形文を多段に施

す。体部下半は二種類の原体を用いて菱形構成の縄文

を施す。器形は頸部でく字状に括れて口縁部が外傾し、

平縁をもつ深鉢。

5類：全面に菱形状に構成された縄文を施す。器形は頸

部に若干の括れをもつものや円筒形状のものがある。

く黒浜式〉

1類：半戟あるいは多戟竹管によるコンパス文を横位に

施すもの。器形は頸部で括れて、口縁部が内湾気味に

開口するものが目立つ。 4単位に小突起が付く平口縁

が主体的であるが、波状口縁も僅かに存在する。

• a 半戟竹管により端正なコンパス文や平行沈線文を

交互に横位多段施文し、口縁部には縦位の区画線を施

す。同下半部に押引状列点文を併用するものもある。

縄文地を持たないものが多い。

• b 多戟竹管あるいは櫛歯状工具により、 4~5条単位
の波状文的コンパス文と平行沈線文を交互に横位全面

施文する。縄文は基本的に施文されない。

• C- 半戟竹管による波状文的なコンパス文と押引状列

点文端を交互に横位全面施文し、縄文は基本的に施文

されない。

• d-全面に縄文を施し、口縁部や頸部に 1~2条の横位
のコンパス文を施す。器形は、 a~C類と同様に平口

縁が主体を占めている。

2.縄文時代

• b一口縁部に平行沈線文のみを施すもの。
• C一口縁部に平行沈線文や円形文・波状文などを施す。

3類：口縁部から底部にかけて縄文を全面施文するも

の。器形は頸部が若干括れるものと円筒形状の両者が

存在する。

• a 口縁部に縦位の短隆線が垂下するもの。

• b-二種類の原体を用いて横位の羽状縄文を施すもの。
• C-横位の斜行縄文を施すもの。

4類：器面全体に二種類の原体を用いて縄文を菱形状に

構成し、その条や施文単位に沿って平行爪形文を施す

もの。器形は口縁部が内湾するキャリパー状で、平縁

を呈する。

• a-爪形文を米字状に多段施文するもの。
• b 爪形文を方形状に施文するもの。
• C 爪形文を口縁部や頸部に横位施文するもの。

5類：口縁部の平行爪形文で挟まれた間に円形状や方形

状の幾何学文様を描出するもの。体部下半は縄文を施

す。器形は屈曲の少ない円筒形状を呈する。

• a一口縁部に円形文を施すもの。

• b一口縁部に方形文を施すもの。
6類：口縁部に沈線文や縄文などが全く施文されない無

文深鉢土器。器形は口縁部が外傾気味に開口し、波状

縁をもつ。

く諸磯a式〉
1類：口頸部に半戟あるいは多戟竹管による肋骨文を施

すもの。体部下半は地文の斜行縄文を施す。器形はロ

縁部が大きく外反して開口するものが多く、波状縁と

平縁がある。

• a-葉脈状の肋骨文を施すもの。
• b-木葉状の肋骨文を施すもの。
• C一弧状の肋骨文を施すもの。

• d-斜行状の肋骨文を施すもの。
• e-横線状の肋骨文を施すもの。
• f-菱形状の肋骨文を施すもの。
2類：口頸部に半戟竹管による格子目文を施すもの。器

形は 1類に類似するが、平縁を主体とする。

3類 ：口頸部に半戟竹管による木葉文を施すもの。器形

は1類に類似するが、平縁を主体とする。

• a-木葉文と円形竹管文を施すもの。
• b-入組木葉文と円形竹管文を施すもの。
4類：口頸部に半戟竹管による横位の平行沈線文を施す

もの。器形は 1類に類似する。

5類：口縁部と頸部に半歓竹管による平行爪形文あるい

は平行沈線文を、口頸部に平行爪形文や円形竹管文の

垂下列をそれぞれ施す。器形は 1類に類似する。

• aー爪形文あるいは平行沈線文と円形竹管文の垂下列

を施すもの。

• b一円形竹管文の垂下列を施すもの。
6類 ：口縁部に半馘竹管による幅狭の平行爪形文を施す

もの。器形は 1類に類似する。

7類 ：縄文地に円形竹管文や指頭状圧痕文の垂下列を施

すもの。器形は 1類に類似する。

8類：口縁部や口頸部に多歓竹管による波状文を施すも

の。器形は 1類に類似するが、平縁のものが多い。
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II 調査の結果

（有尾式 l類） （有尾式2a類） （有尾式2b類） （有尾式2c類）

（有尾式3a類） （有尾式3b類） （有尾式3c類） （有尾式4類） （有尾式5類）

（黒浜式la類） （黒浜式lb類） （黒浜式le類） （黒浜式Id類） （黒浜式2a類）

（黒浜式2b類） （黒浜式2c類） （黒浜式3a類） （黒浜式3b類） （黒浜式4a類）

（黒浜式4b類） （黒浜式4c類） （黒浜式5a類） （黒浜式5b類） （黒浜式6類）

第302図 前期土器型式の分類模式図 （1)
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• aーロ頸部に重畳した波状文や円形竹管文を施すもの。

• b一口頸部に鋸歯状文を施すもの。
9類：器面全体に縄文のみを施すもの。器形は 1類に類

似するが、ほぽ平縁のみで構成される。

10類：地文を含めて全く無施文の深鉢である。器形は 1

類に類似する。

11類：浅鉢土器を一括した。体部上半に沈線文を、下半

に縄文を施す。器形は口縁部が外傾気味に開口するも

のが多い。

• a-半戟竹管による木葉文や円形竹管文を施すもの。
• b-半戟竹管による横位平行沈線文や円形竹管文を施
すもの。

• C- 無文のもの。

く諸磯b式 〉

1類：横位の斜行縄文を地文として、口頸部に半戟竹管

を用いた幅広の爪形文により、弧状・凡字状や渦巻き状

の文様を描出する。器形は口縁部が大きく外反しつつ

開口し、平縁と波状縁とがある。

2類：横位の斜行縄文を地文として、口頸部から体部に

かけて多戟・半戟竹管を用いた平行沈線文で、凡字状や

渦巻き状の文様を描出する。器形は口縁部が大きく内

湾して靴先状に内屈したり、緩く「＜字状」に内折する

もの、外傾気味に開口するものなどがある。前二者は

波状縁、後者は平縁を呈する。

• a一口頸部に凡字状や渦巻き状の文様を施すもの。

• b一口頸部から体部下半にかけて横位集合沈線文を多
段に施すもの。体部下半に渦巻き状や弧状の沈線文を

施すものも認められる。

3類：横位の斜行縄文を地文として、口頸部に浮線文に

よる凡字状や渦巻き状の文様を描出する。器形は口縁

部が大きく内湾あるいは靴先状に内屈し、波状縁を有

する。

• aーやや太目の浮線文を有するもの。

• b-低平な浮線文を有するもの。
4類 ：口頸部から体部下半にかけて、半裁あるいは多戟

竹管を用いた集合沈線文や矢羽根状沈線文を多段に施

文する。巷本的に横位の斜行縄文を地文とするが、掻

き消されている場合が多い。器形は口縁部が緩く「＜字

状」に内折するか外傾気味に開口し、前者は波状縁、後

者は平縁となる。

5類 ：口縁部から底部にかけて横位の斜行縄文を全面施

文するもの。器形は頸部で若干括れて外傾気味に開口

し、平縁を呈する。

• a-縄文以外に加飾されないもの。
• b一口唇部に連続した刻み目や刺突を有するもの。
• C 口縁部に耳状や円形の貼付文を有するもの。

6類：口縁部に沈線文や縄文などが全く施文されない無

文深鉢土器。箆状工具による撫で整形痕が顕著に認め

られる。器形は口縁部が外傾気味に開口し、波状縁を

もつ。

7類：浅鉢土器を一括した。口縁部が強く内折するもの

もある。

• a-縄文地のみのもの。
• bーロ縁部から体部にかけて入組状木葉文を施すもの。
• Cー無文のもの。

2.縄文時代

く諸磯C式〉

1類：多載竹管を用いた集合沈線により、口頸部には平

行状や横位矢羽根状の集合沈線文を、以下体部下半に

かけて懸垂文や縦位の矢羽根・弧状の文様を施す。器形

は口縁部が内湾気味に開口し、頸部で段状に屈折する

ものもある。平口縁を基本とする。

• a-口縁部を中心に、円形状・耳状・棒状などの貼付文を
加飾するもの。

• b-結節浮線文を施すもの。
2類 ：多裁竹管を用いた有節沈線文により、渦巻き状の

文様が描出されるもの。小破片のために器形は判然と

しないが、口縁部が大きく外反すると想定される。

3類：縄文を地文として、口縁部を中心に耳状や棒状の

貼付文を施すもの。器形は頸部で括れて口縁部が外傾

する。口唇部は折り返し状を呈し、平縁となる。

■土器胎土の分類
Aタイプ ：かなり多量のチャート ・白色安山岩・乳白色石

英の礫・粗砂と、少量の透明度の高い石英及び赤色安山

岩の礫・粗砂を含む。

Bタイプ：かなり多量の角閃石・白色安山岩の礫・粗砂と
少量の透明度の高い石英の礫・粗砂を含む。

Cタイプ： Aタイプに繊維を含有するものだが、各岩石

粒の含有量は少な目。

Dタイプ ：Bタイプに繊維を含有するものだが、角閃石

粒の含有量は少な目。

E類：結晶片岩の礫や乳白色の石英の礫・粗砂を多量に

含む。

Fタイプ： Eタイプに繊維を含有するもの。

Gタイプ ：Bタイプに類似するが角閃石をほとんど含ま
ず、多量の白色安山岩礫・粗砂と少量の石英粗砂を含

む。

Hタイプ ：Gタイプに繊維を含有するもの。
Iタイプ：多量の乳白色石英粗砂と微量の透明石英を含

む。

Jタイプ： Iタイプに繊維を含有するもの。
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II 調査の結果

（諸磯a式la類） （諸磯a式lb類） （諸磯a式le類） （諸磯a式Id類） （諸磯a式le穎）

（諸磯 a式If類） （諸磯a式2類） （諸磯a式3a類） （諸磯a式3b類） （諸磯 a式4類）

（諸磯a式5a類） （諸磯 a式5b類） （諸磯a式6類） （諸磯a式7類） （諸磯 a式8a類）

（諸磯a式Ila類） （諸磯a式lib類）

（諸磯a式8b類） （諸磯a式9類） （諸磯a式10類）

（諸磯b式l類） （諸磯b式2a類） （諸磯b式2b類） （諸磯b式3a類） （諸磯b式3b類）

第303図前期土器型式の分類模式図 (2)
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2.縄文時代

（諸磯b式4類）

（諸磯b式7a類）

（諸磯 C式la類）

（諸磯b式5a類）

疇 □
（諸磯b式7b類）

（諸磯 C式lb類）

（諸磯b式5b類）

（諸磯b式7c類）

（諸磯 C式2類）

（諸磯b式5c類）

二謬ど／鸞
ニーー＝＝ロ
＝毛三ニニ‘
乙／ン／＜多ンノ

ニニニてこ：二：
＝三三ニシ
乙／／／／シ

（諸磯b式6類）

（諸磯 C式3類）

第304図 前期土器型式の分類模式図（3)

■縄文原体の分類
遺物観察表における縄文原体の分類番号は、下記の通りの内容を表す。

1.無節斜縄文

2.単節斜縄文

3.複節斜縄文

4. 0段多条

a=L b=R 

a=LR b=RL 

a=LRL b=RLR 

r
r
r
r
r
r
 

｛

｛
 

L

L

 

,

'

‘

 R
 
――
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l

l

l
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｛
 

R

R

 

,

'

、

L
 

――
 b
 

r
r
r
r
r
r
r
r
 

,

.

.

,

'

、

L
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R
 
＝
 
c
 

l

l

I

I

I

 

r

v

、

,

.

‘

R

R

 

r

v

ヽ

L
 

l
-d
 

5.直前段多条（ l段多条）

R 
a = L { R 
R 

6.直前段反撚り

a = L { : [ i 

L
L
L
 

｛
 
R
 

――
 b
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II 調脊の結果

7.附加条第1種

a=L{:+R 

R { ! 
e=L{ :i+R 
R { I 
I 

f = L { ~+r 

8.附加条第2種

a = R{~ + RR 

b = R{~ + L 

g = R { ~ + I 

b=L+L 

L
 
＋
 

R

R

 

｛
 
L
 
＝
 
c
 

R
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R
R
R
R
 

｛
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R
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.
I
 

d = R{~+R 
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 .
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＋
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r
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k
 

r
 
＋
 

L

L
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R
 
＝
 

c = R { ~ + R 

9.単軸絡条体第 1類 a=Ll条 b=Rl条 C=L2条 d=R2条

10.結節 a=L b=R c=LL d=RR 

11.結束第1種 a=RL+LR b=L+R 

12.末端の結縛 a ＝他条結縛L b＝他条結縛R C＝自条結縛L d＝自条結縛R

13.単軸絡条体第3類 a=R 

14.直前段合撚り

R

R

L

L

 

｛
｛
 

L

R

 

,

‘
 
R
 

――
 a
 

L

R

 

｛
 
R
 
＝
 

b
 

15.単軸絡条体第5類 a =LL b =RR 

16.側面環付（ループ） a=L 

17.判読不能

18.縄文無施文
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■各種石器の分類
く石錢＞

全体形状の分類

l類一基部が平坦な平基無茎鏃。

2類一基部に僅かな扶りをもつ凹基無茎鏃。

3類一基部に鍬形鏃的な深いn状の扶りをもつ凹基無
茎鏃。

4類一基部に深い八状の扶りをもつ凹基無茎鏃。

5類一基部が円弧状の円基鏃または未製品。

6類一基部がほぽ平坦な平基有茎鏃。

7類一基部が突出する凸基有茎鏃。

く削器 （加工 ・使用痕のある剥片）〉

全体形状の分類

1類一円形または縦位楕円形状のもの。

2類ー半月形または横位楕円形状のもの。

3類一台形および横位長方形状のもの。

4類一三角形状のもの。

5類一逆三角形状のもの。

6類縦位長方形状のもの。

加工・使用部位の分類

A類ー下端に加工痕あるいは使用痕をもつ。
B類一片側縁に加工痕あるいは使用痕をもつ。

C類一両側縁に加工痕あるいは使用痕をもつ。

D類 下端と片側縁に加工痕あるいは使用痕をもつ。

E類 下端と両側縁に加工痕あるいは使用痕をもつ。

F類ー全周に加工痕あるいは使用痕をもつ。

G類ー上端に加工痕あるいは使用痕をもつ。

H類 上端と両側縁に加工痕あるいは使用痕をもつ。

I類ー上端と片側縁に加工痕あるいは使用痕をもつ。

J類ー上端と下端に加工痕あるいは使用痕をもつ。

k類ー上 ・下端と片側縁に加工痕あるいは使用痕をも

つ。

く打製石斧〉

全体形状の分類

1類一基部幅と刃部幅との比が 1: 1.5未満の短冊形。

2類一基部幅と刃部幅との比が 1: 1.5以上の撥形。

3類一基部幅と刃部幅との比が 1: 1.5以上で、両側縁

が緩く湾曲する撥形。

4類体部中位の扶りが浅い分銅形。

5類一体部中位の扶りが深いノッチ状となる分銅形。

刃部形状の分類

A類一円弧状のもの（円刃）。

B類一平縁状のもの（直刃）。

C類一左側または右側に傾斜するもの（偏刃）。

素材の分類

1類ー表裏両面が剥離面で構成されるもの。

2類一片面に原礫面を残すもの。

3類ー表裏両面に原礫面を残すもの。

残存状態の分類

a類ー完形。

b類一基部を欠損するもの（上部1/3を欠損）。

c類一基部～体部中位を欠損するもの（上部1/2を欠

損）。

d類一刃部のみが残存するもの（上部2/3を欠損）。

2.縄文時代

e類ー刃部を欠損するもの（下部1/3を欠損）。

f類ー刃部～体部中位を欠損するもの（下部1/2を欠

損）。

g類一基部のみが残存するもの（下部2/3を欠損）。

h類一左 ・右側縁部の片側を欠損するもの。

i類ー小破片のため部位不明なもの。

j類一基部と刃部を欠損するもの。

く三角錐形石器〉

加工状態の分類

1類一礫面を残さずに全面加工されるもの。

2類ー 1側面に礫面を残すもの。

3類ー2側面に礫面を残すもの。

残存状態の分類 （打製石斧の分類に同じ）

くスタンプ形石器〉

形態と加工状態の分類

1類ー側縁部に加工を施さないもの。

2類一片側縁部にのみ加工を施すもの。

3類一両側縁部に加工を施すもの。

凹穴・敲打痕・磨耗面の分類 （磨石類の分類に同じ）

く特殊磨石〉

機能部位による分類

A類ー一稜部に機能部をもつもの。

B類ーニ稜部に機能部をもつもの。

C類一三稜部に機能部をもつもの。

凹穴・敲打痕・磨耗面の分類 （磨石類の分類に同じ）

＜凹石・磨石 ・敲石類〉

形態分類

1類一楕円形状のもの。

2類一円形状のもの。

3類一不定形状のもの。

凹穴の分類

A類一両面に 1個の凹み穴をもつ。

B類一両面に 2個以上の凹み穴をもつ。
C類一片面に 1個の凹み穴をもつ。

D類一片面に 2個以上の凹み穴をもつ。
E類一片面に 1個、他片面に 2個以上の凹み穴をもつ。

敲打痕の部位による分類

A類一両面の小口に敲打痕をもつもの。

B類一片面の小口に敲打痕をもつもの。

C類一縁辺部に敲打痕をもつもの。

D類一片面の小口と縁辺部に敲打痕をもつもの。

磨耗痕の部位による分類

A類一両面に研磨痕をもつもの。

B類一片面に研磨痕をもつもの。

C類一周縁部に研磨痕をもつもの。

D類一両面と周縁部に研磨痕をもつもの。

E類一片面と周縁部に研磨痕をもつもの。

＜磨製石斧〉

全体形状の分類

1類一乳棒状のもの。

2類一定角状のもの。

残存状態の分類 （打製石斧の分類に同じ）
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II 調査の結果
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第305図 各種石器の分類模式図
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1/
5
 

(1
8) 

49
 
II
区

VI
 
諸
磯
b
式
6a
類
la
 
B
 

゜
゜
゜
1/
5 
(3
4)
 

50
 
II
区

VII
 
諸
磯
b
式
6a
類
la
 
B
 

゜
1/
3
 

51
 
II
区

VII
 
諸
磯
b
式
6a
類
la
 
B
 

゜
゜

1/
4 
1/
4 
(2
9)
 

52
 
II
区

VII
 
諸
磯
b
式
6a
類
2b
 
B
 

゜
゜
゜

53
 
II
区

VI
 
諸
磯
b
式
6a
類

2a
•b

 
B
 

゜
゜゚

54
 
II
区

VII
 
諸
磯
b
式
6a
類
4a
 
B
 

゜
゜
゜

55
 
II
区

V
I
 
諸
磯
b
式
6a
類
2b
 
B
 

゜
゜
゜

56
 
不
明

不
明
諸
磯
b
式
6b
類
la
 
B
 

゜
゜
゜

57
 
II
区

VII
 
諸
磯
b
式
6b
類
la
 
B
 

゜
゜
゜

58
 
II
区
Yll
la 

諸
磯
b
式
la
 
B
 

゜
1/
5 

(1
3) 

59
 
II
区

VII
 
諸
磯
b
式
la
 
B
 

゜
1/
5 

(1
2
 
6
)
 

60
 
II
区

VII
 
諸
磯
b
式
2b
 
B
 

゜
1/
5 

(9
) 

61
 
II
区

VI
 
諸
磯
b
式
2b
 
B
 

゜
゜

(9
.6
) 

62
 
II
区

VII
 

諸
磯
b
式
18
 
B
 

゜
゜

(6
) 

62
 
II
区

VII
 
諸
磯
b
式
18
 
B
 

゜
゜

(6
) 

63
 
不
明

不
明

諸
磯
b
式
la
 
B
 

゜
゜

64
 
R
X
O
 
不
明

諸
磯
b
式
2b
 
B
 

゜
゜

65
 
II
区

VII
 

諸
磯
b
式
la
 
B
 

゜
゜

3 5 9  

2 ． 翠 沖 栞 宕



3 6 0  
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号
出
土
位
置
層
位

分
類
縄
文
胎
土
器
形
口
縁
形
態
部
位

大
き
さ
(c
m
)

深
鉢
浅
鉢
平
縁
波
状
口
縁
胴
部
底
部
口
径
底
径
高
さ

66
 
II
区

VI
 
諸
磯
b
式
7c
類
18
 
I
 

゜
2/
3 

67
 
II
区
Vlll
b
 
諸
磯
c式
la
類
18
 
B
 

゜
1/
4 

68
 
II
区

VI
 
諸
磯
C
式
la
類
18
 
A
 

゜
゜゚

69
 
II
区

VII 
諸
磯
c式
la
類
18
 
B
 

゜
゜
1/
2 
1/
2 

(2
3)
 

70
 
II
区

VI
 
諸
磯
c式
la
類
18
 
A
 

゜
゜

71
 
II
区

VI
 
諸
磯
C
式
la
類
18
 
B
 

゜
゜
゜

72
 
II
区

VII 
諸
磯
c式
la
類
18
 
B
 

゜
゜゚

73
 
JI
区

VII 
諸
磯
c
式
la
類
18
 
E
 

゜
゜
゜

74
 
II
区

VII 
諸
磯
c
式
la
類
18
 
B
 

゜
゜
゜

75
 
II
区
VIii
a
 
諸
磯
c
式
la
類
18
 
B
 

゜
゜
゜

76
 
II
区

VI
 
諸
磯
c
式
la
類
18
 
B
 

゜
゜
゜

77
 
II
区

VII 
諸
磯
b
式
2
類
18
 
G
 

゜
゜゚

78
 
II
区
Vlll
b
 
諸
磯
c
式
la
類
18
 
B
 

゜
゜

79
 
II
区

VII 
諸
磯
c
式
la
類
la
 
B
 

゜
゜

80
 
II
区

VII 
諸
磯
c
式
la
類
18
 
A
 

゜
゜

8
1
 
II
区
VIii
a
 
諸
磯
c
式
la
類
la
 
B
 

゜
゜

82
 
II
区

VII 
諸
磯
c
式
la
類
18
 
B
 

゜
゜

83
 
II
区

V
I
 
諸
磯
c
式
la
類
18
 
B
 

゜
゜

84
 
II
区

VII 
諸
磯
c
式
la
類
18
 
B
 

゜
゜

85
 
II
区

VI
 
諸
磯
c式
la
類
18
 
B
 

゜
゜

86
 
R
T
9
9
 
VIii
a
 
諸
磯
C
式
la
類
18
 
B
 

゜
゜

87
 
II
区
VIii
a
 
諸
磯
c
式
la
類
18
 
B
 

゜
゜

88
 
II
区

VII 
諸
磯
c
式
la
類
18
 
B
 

゜
゜
゜

(2
9)
 

89
 
II
区
VIii
a
 
諸
磯
c
式
la
類
18
 
B
 

゜
゜
゜

90
 
R
S
9
4
 
V
I
 
諸
磯
c
式
la
類
18
 
A
 

゜
゜

91
 
II
区

V
I
 
諸
磯
c式
la
類
18
 
B
 

゜
゜
゜

92
 
II
区

VI
 
諸
磯
C
式
la
類
18
 
B
 

゜
゜

93
 
II
区

V
I
 
諸
磯
c式
lb
類
18
 
G
 

゜
1/
4 

(1
4) 

94
 
II
区

V
I
 
諸
磯
c式
2
類
18
 
B
 

゜
゜゚

95
 
II
区

VII 
諸
磯
b
式
5c
類
la
 
B
 

゜
゜
゜

96
 
II
区

VII 
諸
磯
b
式
5c
類
2b
 
B
 

゜
゜

1/
3 

(21
 
61
 

97
 
II
区

VI
 
諸
磯
b
式
5b
類
la
 
B
 

゜
゜
゜

98
 
II
区

VII 
諸
磯
b
式
5c
類
2b
 
B
 

゜
゜

99
 
II
区

VII 
諸
磯
b
式
2c
類
Il
a 
B
 

゜
゜

10
0 
II
区

VII 
諸
磯
C
式
3
類
2
b
 
B
 

゜
゜
゜

10
1
 
II
区

Vil 
諸
磯
b
式
Il
a 
A
 

゜
゜

10
2 
II
区

VII 
諸
磯
b
式
Il
a 
B
 

゜
1/
5 

(1
2)
 

10
3 
II
区
VIii
a
 
諸
磯
b
式
ll
a 
B
 

゜
゜

10
4 
II
区

V
I
 
諸
磯
b
式
ll
a
 
B
 

゜
゜

10
5 
R
Y
5
 
不
明

興
津
式
la
 
B
 

゜
゜

10
6 
II
区

VII 
興
津
式
18
 
B
 

゜
゜

番号
▲
出
土
位
置
層
位

分
類
縄
文
胎
土
器
形
口
縁
形
態
部
位

大
き
さ
(c
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深
鉢
浅
鉢
平
縁
波
状
口
縁
胴
部
底
部
口
径
底
径
高
さ

10
7 
II
区
VIii
a
 
勝
坂
2
式
18
 
E
 

゜
゜
゜

10
8 
II
区

VI
 
加
曾
利
E
3
式
la
 
B
 

゜
゜

10
9 
II
区

VII 
加
曾
利
E
3
式
2b
 
B
 

゜
゜

11
0
 
II
区

VI
 
堀
之
内
］
式
18
 
B
 

゜
1/
3
 
(1
14
) 

l
 
ll
 
II
区

V
I
 
高
井
東
式
18
 
B
 

゜
゜
゜

く
遺
構
出
土
の
石
器
〉

削
器
（加
工
痕
）

出
土
状
態

二番号
分
類 21 3
A
 

損 態 ＿ 完 一 完欠 状

石
材

コ
ー
ド

64
 

65
 

頂
屎

(
g
)
 

25
2 

13
2 

凹
石
・
磨
石
・
敲
石
類

分

凹
穴 E
 

出
土
状
態
(c
m)
 

15
倒
木
ー3
1
埋
没
土
中

番
号

形
態 l
 
三

ー
プじ

石
材

コ
ー
ド 5
 

頂
姑

(
g
)
 

36
0 

I I  渥 雨 S 襟 泄

大
き
さ
(c
m)

ロ



く遺物包含層出土の石器〉

石鏃

番号 出土位置 陪位 分類
欠損 石材 菫旦
状態 コード (g) 

I II区 VIlla 3 完 66 0 8 

2 II区 Vl¥la 3 完 66 0 9 

3 II区 VII 4 完 66 11 

4 II区 VIiia 2 完 65 0 7 

5 II区 VII 2 欠 67 (3 7) 

6 II区 Vlllb 2 完 65 1 5 

7 II区 VIiia 2 完 65 0 9 

8 II区 VI 6 欠 64 (I I) ， II区 VIllb 7 完 65 0 9 

10 II区 VI 7 欠 17 (I 9) 

II II区 VIlla 5 完 65 0 6 

12 RU97 VI 5 欠 65 （］） 

13 RYl02 VI 不明 欠 65 (0 3) 

石槍

番号 出土位固 陪位 分類欠損石材 重奴
状態 コード (g) 

14 RG75 VIiia 欠 64 (6) 

石錐

番号 出土位置 層位 分類
欠損 石材 直勾

状態 コード (g) 

15 RT99 VI 完 64 

16 RR93 VII 完 64 

17 II区 VI 完 65 I 1 

石匙

番号 出土位置 陪位 分類
欠損 石材 董屈

状態 コード (g) 

18 RISI VII 横 欠 64 (6) 

19 II区 VII 縦 欠 64 (13) 

20 II区 VI 縦 完 64 

21 II区 Villa 縦 完 16 

削器 l（加工痕）

番号 出土位置 陪位 分類
欠損 石材 重屈

状態 コード (g) 

22 RS97 VI IF 完 65 4 

23 II区 VI IF 完 65 5 

24 RX109 VI lJ 欠 65 (4) 

25 SF115 VI 1H 完 64 6 

26 II区 VI ID 完 64 250 

27 II区 不明 2 完 64 275 

28 II区 VII I 完 64 59 

29 II区 VII IF 完 64 75 

30 II区 VIiia 2J 完 16 12 

31 II区 VJ 2 完 64 96 

32 II区 VIiia 2K 完 64 26 

33 II区 VI 2J 完 27 99 

34 II区 VII 2J 完 64 27 

35 II区 VI 2J 完 64 4 

36 RN90 VIiia 2A 完 64 4 

37 II区 VI 2J 完 64 371 

38 II区 VII 2F 完 64 40 

39 II区 VI I 完 64 54 

40 II区 VII 2F 完 64 118 

41 II区 VI 6G 完 64 ， 
42 II区 VI 不明 完 17 27 

43 II区 Villa IF 完 64 70 

44 II区 VII 2F 完 64 53 

45 SEll2 VI II 完 64 97 

46 II区 VI 2G 完 64 101 

47 II区 VI lF 完 64 68 

48 II区 VI 2F 完 64 282 

49 II区 VI 6J 完 67 45 

50 II区 Villa 2I 完 17 35 

51 ll区 VII 2K 完 64 49 

大きさ (cm}

長さ 幅 淳さ

2 I I 7 0 3 

2 2 I 4 0 3 

3 0 I 7 0 2 

2 3 1 4 0 3 

(3 6) l 9 0 5 

2 5 2 0 0 3 

2 0 I 5 0 3 

(2 7) (I 3) (0 4) 

2 4 1 6 0 3 

(3 6) I 6 0 5 

I 8 0 8 0 4 

(3 3) (I I) 0 3 

(l 5) (I I) (0 2) 

大きさ (cm)

長さ 幅 厚さ

2 3 I 9 0 8 

2 2 2 I 1 0 

2 3 (1 9) 1 0 

4 I 2 7 0 5 

10 7 8 5 2 0 

8 3 12 0 2 3 

7 3 5 0 11 

5 6 6 0 2 0 

2 8 6 0 0 7 

5 5 11 2 1 7 

4 4 7 4 0 9 

5 0 9 8 1 6 

3 6 7 6 11 

2 5 3 2 0 4 

2 I 5 0 0 3 

11 0 13 4 I 8 

3 7 6 6 I 2 

4 3 6 9 1 8 

6 5 9 8 I 5 

3 9 4 0 0 5 

4 3 4 5 I 3 

5 9 7 2 I 3 

4 7 10 7 I 2 

5 9 7 I I 8 

5 5 11 9 I 5 

6 0 6 I I 3 

7 7 12 0 2 5 

4 8 6 2 I 2 

3 8 5 9 1 4 

3 8 7 3 1 6 

2.縄文時代

番号 出土位置 屈位 分類
欠損 石材 重旦 大きさ (cm)

状態 コード (g) 長さ 幅 厚さ

52 II区 VI 3F 完 64 97 6 0 8 4 I 8 

53 RYI09 VI 2B 完 64 52 5 8 6 3 I 7 

54 II区 VII 2] 完 64 43 5 3 7 7 1.2 

55 II区 VII 2C 完 64 58 4 5 7 6 I 2 

56 II区 Villa 6K 完 64 107 5 9 6 9 2 0 

57 SA108 VI 3B 完 64 111 7 0 7 9 l 7 

58 II区 VI 61 完 64 236 8 7 8 8 2 7 

59 II区 VII 6 完 27 191 9 3 9 5 1 6 

60 II区 VII 3 完 64 294 8 4 11 0 2 8 

61 II区 不明 4 完 64 77 6 3 II 6 1 1 

62 II区 VI 4D 完 64 167 7 7 11 8 2 I 

63 RT99 VI 不明 欠 67 (2) 1 6 (2 7) 0 3 

64 RXIOO VII 4 完 64 5 1 9 3 9 0 7 

65 II区 VI 2F 完 64 17 3 1 7 3 I 7 

66 II区 Vll 4A 完 64 18 3 9 5 0 1 2 

67 SDlll VI 3C 欠 67 (28) 5 2 (4 4) 1 2 

68 II区 VII 3F 完 64 23 4 5 5 I 0 8 

69 II区 VI 4F 完 64 12 5 8 3 5 0 4 

70 II区 VII 2J 完 64 168 5 4 13 8 2 7 

71 II区 VI 2] 完 64 119 6 5 7 7 2 I 

72 II区 VI 2A 完 64 185 6 4 10 2 2 4 

73 II区 VI 2K 完 64 118 5 5 9 7 2 2 

74 II区 VII 4D 完 64 46 4.8 9 3 11 

75 II区 VI 4F 完 64 88 8 0 7 7 11 

76 II区 VIiia 2J 完 64 47 6 0 7 9 1 3 

77 II区 VI 41 完 5 55 5 7 7 9 1 3 

78 II区 VII 6D 完 64 98 9 I 6 0 I 7 

79 II区 VII 2I 完 64 34 5 8 7 4 I 0 

80 II区 VI 5K 完 64 58 9 1 7 5 I 3 

81 II区 VI SC 完 64 32 8 7 5 0 0 8 

82 RU99 VI lF 完 64 14 6 3 3 1 0 7 

83 II区 VI 6F 完 64 52 7 7 4 8 I 2 

84 RU97 VI 4D 完 64 14 3 9 2 9 0 8 

85 II区 VIlla 6H 完 64 23 4 6 3 I I 2 

86 II区 VII ii 完 64 19 5 4 3 4 1 0 

87 II区 VIiia 5H 完 64 91 9 8 3 6 2 7 

88 II区 VI 6K 完 64 183 12 7 6 0 I 5 

削器2（使用痕）

番号 出土位固 附位 分類
欠損 石材 頂菌 大きさ (cm)

状態 コード (g) 長さ 輻 耳さ

89 II区 VII 1B 完 6 177 II 2 7 I I 4 

90 II区 VII 2A 完 65 I 3 I 4 2 8 0 4 

91 II区 VII 2A 完 64 198 6 0 10 2 2 9 

92 II区 Vlllb 2A 完 64 79 5 6 II 5 I 5 

93 II区 VI 2G 完 65 3 I 3 3 8 0 8 

94 II区 VI 2D 完 16 19 3 6 5 2 0 8 

95 II区 VII 2A 完 64 59 4 8 5 8 1 5 

96 II区 Villa 6B 完 64 54 5 8 7 6 1 2 

97 II区 I「II 3B 完 64 77 6 2 5 8 2 2 

98 II区 VII 2A 完 64 ， 2 6 5 0 0 7 
99 RJ79 VIiia 2 完 64 4 2 2 5 4 0 5 

JOO LL区 VII 2B 完 64 8 5 2 4 9 0 5 

101 II区 VII 4 完 64 12 4 2 4 2 0 7 

102 II区 Vlllb 3A 完 64 19 4 2 4 6 0 7 

103 II区 VJ 4B 完 65 3 2 4 2 3 0 5 

104 II区 VI 2A 完 65 4 I 7 2 9 0 8 

105 II区 VII 4A 完 65 5 I 8 3 3 11 

106 II区 Vil 不明 完 64 90 JO 3 5 3 1 7 

107 RV97 VI 5C 完 64 19 6 2 4 2 0 7 

108 ！！区 VI 1B 完 65 ， 4.5 2 1 0 9 
109 !I区 VI 5 完 64 62 4 6 6 6 2 1 

110 II区 VIiia 5B 完 67 22 4 9 4 3 I 3 

lll RU!Ol VII ID 欠 67 (2) 3 0 (1 5) (0 3) 

112 RY109 VI 6B 完 64 136 9 8 4 8 2 2 

113 II区 Vlllb !J 完 64 45 5 7 4 6 1 4 

114 II区 VI 6B 完 64 42 6 9 4 8 11 

115 R087 VIiia 6B 完 65 I 2 0 I 2 0 5 

116 II区 Vlllb 6D 完 64 34 5 7 4 5 11 

361 



II 調査の結果

加工石器

番号 出土位置 陪位

117 II区 不明

118 RT97 VI 

119 II区 VI 

120 II区 VI 

121 II区 VI 

122 II区 Vlllb 

123 II区 VI 

124 II区 VI 

125 II区 VI 

126 II区 VI 

127 II区 VI 

128 II区 VIiia 

l29 II区 Vlllb 

130 RQ89 VI 

131 II区 VI 

打製石斧

出土

欠損 石材

状態 コード

欠 64 

完 17 

欠 17 

完 64 

完 64 

完 64 

完 19 

完 64 

完 16 

完 4 

完 64 

完 64 

完 64 

完 64 

完 64 

分類
番号
位置
／付位
形状刃部材残存

132 II区 VII I A b l 

133 II区 VII I A a 1 

134 II区 VI I A a I 

135 II区 VI l 不明 a 5 

136 II区 VII I A a l 

137 II区 VII I A a l 

138 II区 VII 1 A b 1 

139 II区 VII I B b 1 

140 II区 VI 3 B a 1 

141 II区 Vil I C a I 

142 II区 Vil I C a I 

143 II区 VI I B a I 

144 II区 VII 3 C a I 

145 II区 Vil I A b I 

146 II区 I「II I C b I 

147 II区 Vil I C b 1 

148 RY108 VI I B a 1 

149 II区 VI I A C 1 

150 II区 Vil I B a 1 

151 II区 VI I A b I 

152 II区 VI 2 A b 1 

153 II区 VI 不明 B a 4 

154 II区 VI 不明 A a 3 

155 II区 VII 不明 A a 3 

156 II区 VI 不明 B b 3 

157 II区 I'II I C a 2 

158 II区 VI I A a 2 

159 II区 VII 不明 A b 3 

160 II区 VI I A b 2 

161 II区 VII 1 A b 2 

162 II区 VII 3 A a I 

163 II区 VI 3 A a 2 

164 II区 VJ l 不明 b JO 

165 SE116 VI l 不明 b 6 

166 II区 VI l 不明 a 6 

167 II区 VI 2 C a 1 

168 II区 VII 2 B b I 

169 II区 VI l 不明 a 5 

170 RY!Ol VI l 不明 a 6 

171 II区 VI ］ 不明 b 5 

172 II区 Vil 2 A a I 

173 II区 VII 2 B b 1 

174 II区 VII ］ 不明 b 6 

175 II区 VII l 不明 a 6 

176 SC】13 VI 2 A a 1 

1 77 II区 VII 2 B a I 

178 II区 VIUa 2 B b I 

179 II区 VI 3 A b I 

180 II区 VII I C b I 

181 II区 VII 2 A b I 

182 II区 VII 3 C b I 

183 II区 V111a I C b l 

184 II区 VI 2 I I l 

362 

重狙 大きさ (cm)

(g) 長さ 幅 厚さ

(IS) (2 8) (4 6) (1 3) 

l4 2 8 2 9 I 6 

(8) (3 0) (4 5) (0 8) 

113 8 0 4 3 3 I 

553 11 4 10 1 4 5 

375 I I 8 5 8 3 4 

360 7 7 11 2 2 6 

515 7 9 13 0 5 8 

745 10 3 II 9 4 8 

765 9 4 13 4 4 5 

244 9 9 7 4 2 7 

1409 9 4 19 6 6 8 

375 7 I 17 9 3 0 

16 2 8 3 6 1 6 

162 6 5 7 4 2 3 

欠損 石材 重只 大きさ (cm)

状態 コード (g) 長さ基部刃部厚さ

完 64 69 JO 8 3 0 3 8 I 3 

完 64 90 111 3 I 4 5 I 5 

完 64 61 10 I 2 9 4 2 0 9 

欠 4 (71) (8 7) 34 不明 17 

完 64 45 8 0 2 9 3 9 11 

完 64 62 9 5 3 5 4 I 0 8 

完 64 89 II 2 2 7 3 9 17 

完 64 】38 ]] 0 3 3 4 6 2 I 

完 64 62 9 6 4 0 4 5 15 

究 6 104 II 0 3 0 4 5 19 

完 4 185 13 3 3 5 4 3 2 6 

完 48 143 14 2 3 2 5 I I 8 

完 64 119 11 3 3 8 4 9 2 3 

完 64 73 9 6 3 I 4 I 14 

完 64 68 9 5 2 7 3 5 I 3 

完 64 77 9 2 3 6 3 4 14 

完 64 84 9 5 3 6 3 4 l 6 

完 17 153 9 I 5 2 5 7 2 0 

完 64 203 12 1 2 0 3 3 2 7 

完 64 337 II 5 4 3 5 3 3 3 

完 64 38 7 0 2 5 3 9 I 0 

欠 64 (41) (6 4) 不明 5 I (0 9) 

欠 64 161) (5 6) 不明 4 5 (I 8) 

欠 64 (50) (77) 不明 4 8 (0 9) 

欠 64 172) (74) 不明 5 4 (I 4) 

欠 64 (100) (8 6) 不明 4 7 l 6 

欠 64 (73) (74) 不明 4 0 (21) 

欠 6 (180) (8 31 不明 6 4 (2 2) 

欠 16 (158) (106) 不明 (5 0) 2 I 

欠 6 (382) 1135) 不明 6 1 (3 0) 

完 64 134 12 8 3 1 4 0 I 7 

欠 4 (136) 1103) 不明 5 1 2 0 

欠 64 (66) (6 6) 不明 不明 (I 9) 

欠 4 (52) (6 21 3 0 不明 (I 5) 

欠 64 (41) (5 7) 3 3 不明 (1 7) 

完 64 66 9 3 3 0 4 8 I 2 

完 64 94 10 2 2 2 4 3 I 5 

欠 64 (53) (13) 3 7 不明 (I 3) 

欠 17 (57) 15 8) 3 9 不明 (I 6) 

欠 64 (67) 16 9) 4 0 不明 (2 0) 

完 64 15 9 3 3 2 4 9 11 

完 6 114 10 9 2 4 4 I I 7 

欠 4 (58) 17 0) 4 6 不明 (I 7) 

欠 64 (82) (9 I) 4 0 不明 (I 0) 

完 64 54 7 3 2 5 4 4 I 2 

完 50 54 8 4 2 4 4 5 0 9 

完 64 131 9 0 3 0 54 2 4 

完 6 120 12 4 34 5 4 I 5 

完 64 275 15 3 4 9 6 8 2 5 

完 6 194 14 8 34 5 7 l 8 

完 64 252 15 6 3 8 71 2 0 

完 64 178 13 0 3 8 5 7 21 

完 64 121 9 8 3 6 2 

番男
出土
h'1位
分類 欠損 石材 頂勾 大きさ 1cm)

位侶 形状刃部材残存 状態 コード (g) 長さ基部刃部厚さ

185 II区 VI I 2 2 I 欠 4 325 17 3 5 4 5 5 2 4 

186 II区 VI 3 I 2 5 欠 6 375 16 9 5 8 5 2 3 

187 II区 VII 3 不明 2 6 欠 64 51 7 2 7 不明 15 

188 II区 VI 2 不明 I 6 欠 64 28 7 7 2 9 不明 0 7 

189 II区 VII 3 I 2 2 欠 46 69 7 7 不明 5 I 3 

190 II区 VI 3 2 I 2 欠 64 74 9 不明 6 I I 

191 II区 VI 3 不明 1 5 欠 64 95 8 9 3 3 不明 2 

192 II区 VI 3 3 2 3 欠 64 76 7 8 不明 5 7 l 4 

193 II区 VI 3 3 1 2 欠 64 54 9 I 不明 4 8 0 9 

194 II区 VII 2 不明 l 5 欠 64 28 9 7 11 不明 11 

195 II区 VIUa 3 I 1 2 欠 4 120 9 3 不明 5 8 2 2 

196 II区 VII 3 不明 I 6 欠 64 59 6 2 3 3 不明 I 6 

197 II区 VI 3 I l I 完 64 114 9 3 4 64 2 

198 II区 不明 3 I 1 I 完 64 99 9 8 3 7 5 7 14 

199 II区 不明 3 不明 不明 不明 完 64 117 9 2 3 5 5 7 18 

200 II区 VII 4 2 I I 完 50 286 13 5 7 8 4 2 I 

201 II区 VIiia 5 I 2 I 完 64 492 14 8 6 5 9 I 3 6 

202 II区 VI ， I 1 I 完 64 105 10 7 5 4 5 6 17 

203 II区 VI 4 I 2 I 完 64 149 JO 7 6 4 6 5 18 

204 II区 VI 5 I l I 完 64 105 9 7 5 6 5 7 2 

205 II区 VJ 5 I 2 I 完 64 197 12 41 5 9 2 

206 II区 Vil 5 l 1 I 完 64 366 12 4 5 9 7 4 3 

201 II区 Villa 5 I 2 2 完 27 533 12 6 不明 10 9 30 

208 II区 VI 5 不明 2 10 欠 6 143 7 3 不明 不明 2 

209 II区 不明 4 l 2 2 欠 64 82 5 I 不明 51 l 5 

210 II区 VI 4 1 1 I 完 64 539 18 4 6 2 6 7 2 9 

211 II区 Vil 4 I 2 I 完 6 773 21 7 5 2 7 2 3 6 

212 JI区 VI 不明 不明 2 7 欠 64 99 6 3 7 9 不明 21 

213 II区 Vil 不明 不明 2 6 欠 64 188 6 7 6 5 不明 3 I 

214 II区 Vil 不明 2 I 4 欠 64 31 5 8 不明 5 4 0 8 

215 II区 VI 不明 I 2 4 欠 64 65 4 6 不明 5 6 I 9 

216 II区 VII 不明 I 2 4 欠 6 22 3 7 不明 5 5 0 9 

217 II区 VJ 不明 不明 1 7 欠 64 26 4 3 4 不明 I 

218 II区 VI 不明 I I 4 欠 64 38 3 7 不明 6 I I 4 

219 II区 VII 1 3 I 2 欠 64 93 6 7 不明 4 6 2 2 

220 II区 VII 不明 不明 2 7 欠 50 38 4 8 3 9 不明 I 2 

221 II区 暉b 不明 2 2 4 欠 64 56 4 5 不明 5 9 I 9 

222 II区 VI 不明 不明 1 6 欠 64 25 5 4 3 5 不明 1 3 

223 II区 Vil 3 不明 I 6 欠 64 42 5 7 2 9 不明 I 6 

224 II区 VI 不明 2 2 4 欠 4 335 7 6 不明 10 3 3 4 

225 II区 Villa 1 不明 2 5 欠 64 l20 9 4 2 5 不明 2 5 

石核

番号 出土位置 陪位
欠損 石材 董見 大きさ (cm)

状態 コード (g) 長さ 幅 厚さ

236 II区 VI 完 27 3210 15 2 19 5 9 5 

237 II区 VII 完 65 4 I 2 7 I 3 1 3 

238 l]区 VII 完 65 ， 2 8 2 3 1 4 
239 II区 不明 完 5 182 6 5 5 I 4 7 

240 II区 VI 完 67 245 4 6 8 7 4 5 

241 II区 VII 完 64 440 7 6 9 1 4 5 

242 II区 VI 完 67 1087 11 4 12 0 7 5 

243 II区 VI 完 27 1810 10 8 16 5 6 6 

244 l]区 VI 完 64 1456 12 3 10 8 9 9 

245 II区 VTila 完 50 953 9 1 14 0 6 5 

246 II区 Vlllb 完 65 80 4 5 5 6 3 4 

247 II区 VI 完 13 1337 13 0 14 0 6 9 

ハンマーストーン

番号出土位四 層位
欠損 石材 直虹

状態 コード (g) 

234 II区 VI 完 27 176 

235 II区 VII 完 5 1186 



2.縄文時代

スタンプ形石器

番号出土
位四

230 II区 IVllla 
231 l]区 IVlllb 
232 II区

233 II区

磨石

出土 分類 欠損 石材 重坦 大きさ (cm)
番号
位誼
屈位
形状凹穴敲打磨面 状態 コード (g) 長さ 幅 厚さ

248 l]区 VI 2 - C 完 5 381 7 1 6 2 5 5 

249 II区 VI I C B 完 34 781 10 6 8 8 4 7 

250 II区 VII 2 B C 完 34 379 8 6 8 I 3 6 

251 II区 VI 2 - B 完 50 619 10 7 8 4 4 7 

252 II区 Villa I B C 完 5 289 10 3 7.0 2 9 

253 II区 VII 2 B C 完 5 612 9 6 9.5 5 I 

254 II区 VI I C C A 完 5 461 10 9 7 5 3 5 

255 II区 Vlllb 1 I 完 27 203 8 3 4 8 3 4 

256 II区 VII I B C 完 5 375 11 6 5 6 3 5 

257 II区 VI 1 B C 完 5 505 11 0 7.5 5 0 

258 RV98 VI~¥11 1 C 完 5 470 8 2 8 2 4 8 

259 II区 VIiia 1 A 完 34 835 12 7 9 4 4 5 

260 II区 VI I D - 完 5 691 9 8 8 0 6 5 

261 l]区 不明 I B C 完 5 770 13 9 9 0 4 8 

262 II区 VIiia I B C B 完 34 507 12 3 7 6 3 6 

263 II区 VII I I C A 完 34 635 11 2 8 0 4 7 

264 ll区 VJ I B C 完 5 747 12 I 8 6 5.9 

265 II区 VII 3 - B - 完 5 975 11 0 8 5 7 4 

266 II区 VII 3 - C - 欠 5 (352) (8 2) (8 7) (4 9) 

267 RW105 VI 3 - C A 完 33 260 8 7 6 5 2 7 

磨製石斧

番号 出土位置 陪位 形状 残存
欠損 石材 菫景 大きさ (cm)

状態 コード (g) 長さ基部刃部阻さ

226 II区 VII 2 2 欠 26 (334) 13 9 3 2 5 4 2 9 

227 II区 VI I 2 欠 26 (225) (7 6) 不明 5 4 (3 l) 

228 II区 VII I 7 欠 14 (144) (6 2) 不明 6 I (2 5) 

229 II区 VII I 6 欠 26 (103) (6 7) 不明 不明 (2 8) 

多孔石

番号 出土位置 層位
欠損 石材 重屈

状態 コード (g) 

268 II区 VIiia 完 5 4900 

269 II区 VIiia 完 5 1614 

装身具

番号出土位置層位 欠損 石材 重屈
状態 コード (g) 

270 II区 VI 欠 42 

363 
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56
 
D
C
3
7
 
不
明
有
尾
式
5
類

2a
•b

 
D
 

゜
゜
゜

57
 
D
C
3
7
 
不
明
有
尾
式
5
類
2a
・b
 
D
 

゜
゜
゜

58
 
I
区
VIii
a
 
有
尾
式
5
類

2a
•b

 
D
 

゜
゜
゜

59
 
D
C
3
7
 
不
明
有
尾
式
5
類

2a
•b

 
D
 

゜
゜
゜

60
 
D
G
3
1
 
不
明
有
尾
式
5
類

2a
•b

 
D
 

゜
゜
゜

61
 
D
C
3
7
 
不
明
有
尾
式
5
類

2a
•b

 
D
 

゜
゜
゜
1/
4
 
(2
8)
 

62
 
D
L
3
9
-
d
 
Vll
la 
有
尾
式
5
類

2a
•b

 
C
 

゜
゜
゜

63
 
B
R
2
4
-
a
 
VI
 
有
尾
式
5
類
2b
 
D
 

゜
゜
゜

64
 
D
K
4
0
-
d
 
Vill
a
 
有
尾
式
5
類
2a
・b
 
F
 

゜
゜

65
 
I
区

VII
 
有
尾
式
5
類
2a
・b
 
C
 

゜
゜
゜

66
 
l
区

VI
 
有
尾
式
5
類
2a
・b
 
D
 

゜
゜
゜

67
 
C
N
3
3
-a
 
VI
~
VIii
a
 
有
尾
式
5
類
4a
・b
 
D
 

゜
゜
゜

68
 
1
区

VI
 
有
尾
式
5
類
4a
 
D
 

゜
゜
゜

69
 
D
C
3
7
 
不
明
有
尾
式
5
類
4b
 
D
 

゜
゜
゜

70
 
A
X
 7
 -a
 
不
明
有
尾
式
5
類
4a
・b
 
J
 

゜
゜
゜

(2
4)
 

71
 
I
区
Vill
a
 
有
尾
式
5
類

4a
•b

 
C
 

゜
゜

72
 
1
区

Vil 
有
尾
式
5
類

4a
•b

 
C
 

゜
゜゚

73
 
D
E
3
7
 
不
明
有
尾
式
5
類
7a
・b
 
D
 

゜
゜
゜

74
 
1
区
VIii
a
 
有
尾
式
5
類

7a
•b

 
D
 

゜
゜
゜

75
 
B
P
2
0
-
d
 
5a
 
有
尾
式
5
類
7j
 
D
 

゜
゜
゜

番
号
出
土
位
置
陪
位

分
類
縄
文
胎
土
器
形
口
縁
形
態
部
位

大
き
さ
(c
m)

深
鉢
浅
鉢
平
縁
波
状
口
縁
胴
部
底
部
口
径
底
径
高
さ

76
 
I
区

VII
 
有
尾
式
5
類

2b
•7

f 
D
 

゜
゜
゜

77
 
C
0
2
9
-
a
 
V Iii
a
 
有
尾
式
5
類

7a
•b

 
D
 

゜
゜゚

78
 
1
区
VIii
a
 
有
尾
式
5
類
7f
 

• I
 
D
 

゜
゜
゜

79
 
D
E
3
7
 
不
明

有
尾
式
lb
・2
a 
D
 

゜
゜

80
 
D
J4
0-
a 
VIii
a
 
有
尾
式

la
•b

 
C
 

゜
゜

81
 
D
E
3
5
 
不
明

有
尾
式
la
・b
 
D
 

゜
゜

82
 
1
区

VII
 

有
尾
式

la
•b

 
C
 

゜
゜

83
 
D
K
4
0
-d
 
VIii
a
 
有
尾
式

la
•b

 
F
 

゜
゜

84
 
D
C
3
5
 
不
明

有
尾
式
la
・2
a 
D
 

゜
゜

(9
) 

85
 
C
R
3
1
-a
 
VIii
a
 
有
尾
式

2a
•b

 
D
 

゜
1/
4
 1
/4
 
9
 4
 

86
 
D
E
3
9
 
不
明

有
尾
式
2b
・4
b 
D
 

゜
゜

87
 
D
A
4
1
 
不
明

有
尾
式

2a
•b

 
D
 

゜
゜

88
 
B
Y
2
0
 
VIii
a
 
有
尾
式

2a
•b

 
D
 

゜
゜

89
 
D
A
4
5
 
不
明

有
尾
式
2a
 •

b 
D
 

゜
゜

90
 
D
L
3
9
-d
 
V
I
 
有
尾
式

2a
•b

 
D
 

゜
゜

91
 
C
S
3
1
-a
 
VI
 

有
尾
式
2a
・b
 
C
 

゜
゜

92
 
D
E
35
 
不
明

有
尾
式

2a
•b

 
D
 

゜
゜

93
 
D
L
4
0
-c
 
VIii
a
 
有
尾
式
2a
・b
 
D
 

゜
゜

94
 
D
C
3
7
 
不
明

有
尾
式

2a
•b

 
D
 

゜
゜

95
 
D
R
4
!
-c
 
VIii
a
 
有
尾
式
2a
・b
 
H
 

゜
゜

96
 
D
C
37
 
不
明

有
尾
式

2a
•b

 
D
 

゜
゜

97
 
D
G
29
 
不
明

有
尾
式
2a
・b
 
D
 

゜
゜

98
 
A
X
l
O
-
b
 
不
明

有
尾
式
2b
 
D
 

゜
゜

99
 
I
区
VIii
a
 
有
尾
式
2a
・b
 
D
 

゜
゜

10
0 
D
L
3
9
-b
 
VIii
a
 
有
尾
式
2a
・b
 
D
 

゜
゜

10
1
 
D
G
2
9
 
不
明

有
尾
式
2a
・b
 
D
 

゜
゜

10
2 
D
A
3
9
 
不
明

有
尾
式

2a
•b

 
C
 

゜
゜

10
3 
C
T
5
5
 
不
明

有
尾
式
2a
・b
 
C
 

゜
゜

10
4 
D
E
4
1
 
不
明

有
尾
式

2a
•b

 
D
 

゜
゜

10
5 
C
0
3
3
-a
 
V
I
~
V Iii
a
 
有
尾
式
4a
・b
 
D
 

゜
゜

10
6 
D
W
4
2-
d
 
不
明

有
尾
式
2a
・7
d 
D
 

゜
゜

10
7 
C
L
3
0
-b
 
VII
 

有
尾
式
2a
 
D
 

゜
゜

10
8 
D
M
4
0
-b
 
Yll
la 

有
尾
式

4a
•b

 
D
 

゜
゜

10
9 
D
C
37
 
不
明

有
尾
式

2a
•4

b 
D
 

゜
゜

11
0 
D
K
4
0
-d
 
V Iii
a
 
有
尾
式

4a
•b

 
D
 

゜
゜

11
1 
D
L
3
9
-c
 
VIii
a
 
有
尾
式

4a
•b

 
D
 

゜
゜

11
2 
l
区

VI
 

有
尾
式

4a
•b

 
J
 

゜
゜

11
3 
C
R
3
1
-a
 
Vll
lb 

有
尾
式

4a
•b

 
D
 

゜
1/
2 

11
 2
 

11
4 
B
K
2
0
-a
 
V Iii
a
 
有
尾
式

4a
•b

 
D
 

゜
゜

11
5 
1
区
VIii
a
 
有
尾
式
4a
・b
 
D
 

゜
゜

11
6 
D
E
3
7
 
不
明

有
尾
式
7a
・d
 
D
 

゜
゜

11
7 
D
R
4
5
-d
 
VI
 

有
尾
式
7d
 
D
 

゜
゜

2

.
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3 6 6  

番
号
出
土
位
置
層
位

分
類
縄
文
胎
土
器
形
口
縁
形
態
部
位

大
き
さ
(c
m)

深
鉢
浅
鉢
平
縁
波
状
口
縁
胴
部
底
部
口
径
底
径
高
さ

11
8 
1
区

VI
 

有
尾
式
4a
・b
 
H
 

゜
゜

11
9 
IV
区

IV
 

有
尾
式

4a
•b

 
C
 

゜
゜

12
0 
D
C
3
9
 
不
明

有
尾
式
7f
・g
 
D
 

゜
゜

12
1 
D
C
3
7
 
不
明

有
尾
式

7a
•b

 
C
 

゜
12
2 
D
J3
9
-a
 
VI
 

有
尾
式

7a
•b

 
D
 

゜
゜

12
3 
D
P
4
2
-
d
 
Vill
a
 
有
尾
式
7a
・b
 
D
 

゜
゜

12
4 
D
L
3
9
-d
 
V Iii
a
 
有
尾
式

7a
•b

 
D
 

゜
゜

12
5
 
D
E
3
7
 
不
明

有
尾
式

7a
•b

 
D
 

゜
12
6 
C
X
3
7
 
不
明

有
尾
式

7a
•b

 
D
 

゜
12
7 
C
L
3
0
-d
 
VI
 

有
尾
式

7a
•b

 
D
 

゜
゜

1
2
8
A
 
D
L
4
2
-d
 
VI
 

有
尾
式
9c
 
D
 

゜
゜
゜

1
2
8
B
 
D
M
3
9
-d
 
V Iii
a
 
有
尾
式
9c
 
D
 

゜
゜

12
9 
I
区

VII
 

有
尾
式
9b
 
C
 

゜
゜

13
0 
C
L
3
0
-
a
 
Vl
・V
ll
la
 
黒
浜
式
la
類
18
 
D
 

゜
゜

1/
6
 

(3
8)
 

13
1 
D
E
3
7
 
不
明
黒
浜
式
la
類
18
 
D
 

゜
゜

13
2 
1
区

VI
 
黒
浜
式
la
類
18
 
C
 

゜
゜

13
3
 
C
T
3
7
 
不
明
黒
浜
式
la
類
18
 
D
 

゜
゜

13
4 
D
G
2
9
 
不
明
黒
浜
式
lb
類
18
 
D
 

゜
゜

13
5 
I
区

VI
 
黒
浜
式
lb
類
18
 
D
 

゜
゜゚
゜

13
6 
C
P
3
0
-d
 
VII
 
黒
浜
式
la
類
18
 
C
 

゜
゜゚

13
7 
C
0
3
3
~
a
 
V
I
~
VIii
a
 
黒
浜
式
la
類
18
 
D
 

゜
゜

1
3
8
A
 
D
C
3
7
 
不
明
黒
浜
式
le
類
18
 
D
 

゜
゜゚

1
3
8
8
 
D
C
3
7
 
不
明
黒
浜
式
le
類
18
 
D
 

゜
゜

13
9 
1
区

VII
 
黒
浜
式
la
類
9a
 
C
 

゜
゜

14
0 
D
E
3
7
 
不
明
黒
浜
式
le
類
18
 
C
 

゜
゜
゜

14
1 
D
L
4
0
-
c
 
VI
 
黒
浜
式
le
類
18
 
D
 

゜
゜

14
2 
1
区

Vil 
黒
浜
式
J
c
類
18
 
D
 

゜
゜

14
3 
D
C
3
7
 
不
明
黒
浜
式
le
類
18
 
C
 

゜
゜

14
4 
D
J3
9
-d
 
V ill
a
 
黒
浜
式
lb
類
18
 
C
 

゜
゜゚

14
5
 
1
区

VII
 
黒
浜
式
ld
類

la
•b

 
D
 

゜
゜
゜

14
6 
1
区

Vil 
黒
浜
式
Id
類

2a
•b

 
D
 

゜
゜

14
7 
D
K
4
0
-a
 
VI
 
黒
浜
式
ld
類

2a
•b

 
D
 

゜
゜゚

14
8 
D
E
3
7
 
不
明
黒
浜
式
ld
類

7f
•g

 
D
 

゜
゜゚

14
9 
D
C
3
9
 
不
明
黒
浜
式
ld
類

4a
•b

 
D
 

゜
゜゚

15
0 
D
K
4
0
-
d
 
Vill
a
 
黒
浜
式
ld
類
la
 
D
 

゜
゜

15
1 
C
N
2
9
-c
 
Vill
a
 
黒
浜
式
ld
類
2a
・b
 
D
 

゜
゜

15
2 
C
R
3
5
-a
 
不
明
黒
浜
式
］
a
類
18
 
D
 

゜
゜゚
゜

15
3 
B
K
2
0
~
a
 
VI
 
黒
浜
式
la
類
18
 
C
 

゜
゜

15
4 
1
区

VII
 
黒
浜
式
2a
類
2a
 
C
 

゜
゜
1/
5 
1/
5 
(2
6)
 

15
5 
D
C
3
7
 
不
明
黒
浜
式
2b
類
18
 
C
 

゜
゜
゜

15
6 
I
区

VII
 
黒
浜
式
2b
類
lb
 
C
 

゜
゜

15
7 
1
区

VII
 
黒
浜
式
2b
類
2a
 
F
 

゜
゜゚

番
号
出
土
位
置
層
位

分
類
縄
文
胎
土
器
形
口
縁
形
態
部
位

大
き
さ
(c
m)

深
鉢
浅
鉢
平
縁
波
状
口
縁
胴
部
底
部
口
径
底
径
高
さ

15
8 
C
L
3
1
-d
 
VII
 
黒
浜
式
2b
類
lb
 
D
 

゜
゜゚

15
9 
I
区
VIii
a
 
黒
浜
式
lb
類
2a
 
C
 

゜
゜゚

16
0 
1
区

V
J
 
黒
浜
式
lb
類
18
 
D
 

゜
゜

16
1 
C
H
2
9
-d
 
VI
 
有
尾
式
2b
類
18
 
D
 

゜
゜

16
2 
C
S
3
4
-
a
 
V
J
 
黒
浜
式
4a
類

2a
•b

 
D
 

゜
゜
゜

16
3 
C
X
3
5
 
不
明
黒
浜
式
4a
類
4a
 
D
 

゜
゜゚

16
4 
C
R
3
1
-
a
 
Vll
lb 
黒
浜
式
4a
類
2b
 
D
 

゜゚
゜

16
5 
C
S
3
4
-a
 
VI
 
黒
浜
式
4a
類

4a
•b

 
D
 

゜
1/
4 
1/
4
 

16
6 
C
X
4
7
 
不
明
黒
浜
式
4a
類

2a
•b

 
D
 

゜
゜

16
7 
D
G
2
9
 
不
明
黒
浜
式
4a
類
2b
 
D
 

゜
゜

16
8 
C
Q
30
-a
 
VII
 
黒
浜
式
4c
類
4a
・b
 
D
 

゜
゜

1/
6
 

(2
9)
 

16
9 
I
区

VII
 
有
尾
式
4
類
18
 
C
 

゜
゜
゜

17
0 
C
N
3
2
-b
 
V Iii
a
 
黒
浜
式
4b
類
4a
 
H
 

゜
゜

1/
4
 1
/4
 
(2
2)
 

17
1 
D
C
3
7
 
不
明
黒
浜
式
4c
類
2a
・b
 
D
 

゜
゜
゜

17
2 
C
W
3
3
-a
 
VI
 
黒
浜
式
4c
類

2a
•b

 
D
 

゜
゜

17
3 
D
N
4
1
-d
 
VIii
a
 
黒
浜
式
4c
類
4a
・b
 
D
 

゜
゜

17
3 
D
N
4
1
-
d
 
VIii
a
 
黒
浜
式
4c
類
4a
・b
 
D
 

゜
゜

17
4 
C
L
3
0
-d
 
Vil 
黒
浜
式
4c
類

7c
•d

 
D
 

゜
゜

17
5 
C
R
3
1
-a
 
VIii
a
 
黒
浜
式
3b
類
2a
・b
 
D
 

゜
゜
゜

17
6 
1
区

VII
 
黒
浜
式
3b
類

2a
•b

 
D
 

゜
゜
゜

(3
0)
 

17
7 
D
C
3
5
 
不
明
黒
浜
式
3b
類
2a
・b
 
D
 

゜
゜
゜

17
8 
D
R
4
1
-
c
 
VI
ii
a
 
黒
浜
式
3b
類
2a
 
D
 

゜
゜
゜

17
9 
D
M
4
0
-b
 
V Iii
a
 
黒
浜
式
3b
類
2b
 
D
 

゜
゜
゜

18
0 
D
L
4
0
-
d
 
VIii
a
 
黒
浜
式
3b
類
2a
 
D
 

゜
゜
゜

18
1 
D
K
4
0
-d
 
VIii
a
 
黒
浜
式
3b
類
2b
 
F
 

゜
゜
゜

18
2 
D
K
4
0
-c
 
V Iii
a
 
黒
浜
式
3a
類
2b
 
C
 

゜
゜゚

18
3 
I
区

VI
 
黒
浜
式
3a
類
la
 
C
 

゜
゜

18
4 
1
区

VI
 
黒
浜
式
3a
類
4c
 
C
 

゜
゜゚

18
5 
C
W
3
4
-a
 
VIii
a
 
黒
浜
式
3a
類
，
 D 
゜
゜

1/
4 
1/
4
 
(2
9)
 

18
6 
C
S
3
3
-a
 
VI
~
V
Iii
a
 
黒
浜
式
3a
類
2a
 
D
 

゜
゜
゜

18
7 
C
0
3
3
-
a
 
V
J~
VIi
i
a
 
黒
浜
式
3a
類
2a
 
D
 

゜
゜

1/
4
 1
/4
 
(2
3)
 

18
8 
D
E
3
7
 
不
明
黒
浜
式
3a
類
Id
 
D
 

゜
゜
゜

18
9 
1
区

VII
 
黒
浜
式
3
類
la
 
C
 

゜
゜
゜

19
0 
A
Y
 7
 -a
 
不
明
黒
浜
式
3
類
lb
 
D
 

゜
゜゚

19
1 
D
K
4
0
-d
 
VIii
a
 
黒
浜
式
3
類
lb
 
C
 

゜
゜゚

19
2 
D
A
4
3
 
不
明
黒
浜
式
3
類
lb
 
D
 

゜
゜
゜

19
3 
D
C
3
7
 
不
明
黒
浜
式
3
類
2b
 
D
 

゜
゜
゜

19
4 
D
0
4
4
-c
 
VIii
a
 
黒
浜
式
3
類
lb
 
D
 

゜
゜
゜

19
5 
V
区

不
明
黒
浜
式
3
類
la
 
D
 

゜
゜
゜

19
6 
VI
区

不
明
黒
浜
式
3
類
2b
 
D
 

゜
゜
゜

19
7 
1
区

VII
 
黒
浜
式
3
類
2b
 
C
 

゜
゜
゜

19
8 
D
E
3
7
 
不
明
黒
浜
式
3
類
2b
 
D
 

゜
゜
゜
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3 6 7  

番
号
出
土
位
置
陪
位

分
類
縄
文
胎
土
器
形
口
縁
形
態
部
位

大
き
さ
(c
m)

深
鉢
浅
鉢
平
縁
波
状
口
縁
胴
部
底
部
口
径
底
径
高
さ

19
9 
1
区

VII 
黒
浜
式
3
類
2b
 
D
 

゜
゜
゜

20
0 
C
Q
34
-a
 
VI
 
黒
浜
式
3
類
2b
 
D
 

゜
゜
゜

20
1 
C
0
3
2
-c
 
VII
 
黒
浜
式
3
類
2a
 
D
 

゜
゜゚

20
2 
D
A
3
4
-a
 
不
明
黒
浜
式
3
類
2a
 
D
 

゜
゜
゜

20
3 
1
区
VIii
a
 
黒
浜
式
3
類
2a
 
D
 

゜
゜
゜

20
4 
D
A
4
5
 
不
明
黒
浜
式
3
類
2a
 
D
 

゜
゜
゜

20
5 
D
A
3
4
-a
 
不
明
黒
浜
式
3
類
2a
 
D
 

゜
゜
゜

20
6 
I
区
VIii
a
 
黒
浜
式
3
類
2b
 
C
 

゜
゜
゜

20
7 
I
区

VI
 
黒
浜
式
3
類
2b
 
D
 

゜
゜
゜

20
8 
C
R
3
5
-
a
 
不
明
黒
浜
式
3
類
2a
 
D
 

゜
゜
゜

20
9 
C
X
3
5
 
不
明
黒
浜
式
3
類
4d
 
D
 

゜
゜゚

21
0 
D
K
4
!
-b
 
VIii
a
 
黒
浜
式
3
類
4b
 
D
 

゜
゜
゜

21
1 
C
0
3
4
-b
 
VII 
黒
浜
式
3
類
4b
 
D
 

゜
゜
゜

21
2 
D
J3
9
-a
 
VIii
a
 
黒
浜
式
3
類
4a
 
D
 

゜
゜
゜

21
3 
D
C
3
5
 
不
明
黒
浜
式
3
類
4b
 
D
 

゜
゜
゜

21
4 
C
X
3
5
 
不
明
黒
浜
式
3
類
4a
 
D
 

゜
゜
゜

2
1
5
A
 
D
L
4
0
-b
 
VI
 
焦
浜
式
3
類
4b
 
C
 

゜
゜
゜

2
1
5
B
 
D
L
4
0
-d
 
VI
 
黒
浜
式
3
類
4b
 
C
 

゜
゜
゜

21
6 
C
X
3
5
 
不
明
黒
浜
式
3
類
2b
・4
d 
D
 

゜
゜
゜

21
7 
1
区
VIii
a
 
黒
浜
式
3
類
71 
C
 

゜
゜
゜

21
8 
D
C
3
7
 
不
明
黒
浜
式
3
類
7b
 
D
 

゜
゜
゜

21
9 
1
区
VIii
a
 
黒
浜
式
3
類
7a
 
D
 

゜
゜
゜

22
0 
D
K
3
9
-c
 
Vill
a
 
黒
浜
式
3
類
7a
 
D
 

゜
゜
゜

22
1 
A
X
 8
-d
 
不
明
黒
浜
式
3
類
8a
 
J
 

゜
゜
゜

22
2 
A
X
 8
-b
 
不
明
黒
浜
式
3
類
8a
 
J
 

゜
゜
゜

22
3 
D
P
4
0
-c
 
VIii
a
 
黒
浜
式
3
類
7b
 
D
 

゜
゜゚

22
4 
I
区

VI
 

黒
浜
式
2b
 
C
 

゜
゜

(8 
5
)
 

22
5 

D
J3

9~
a 
VIii
a
 
黒
浜
式
lb
 
C
 

゜
゜

(7
) 

22
6 
1
区

VII
 

黒
浜
式
lb
 
D
 

゜
゜

22
7 
1
区

VI
 

黒
浜
式
la
 
C
 

゜
(1
1)
 

22
8 
C
T
3
4
-a
 
VI
 

黒
浜
式
la
・b
 
D
 

゜
゜

22
9 
D
E
3
7
 
不
明

黒
浜
式
lb
 
D
 

゜
゜

23
0 
D
G
3
1
 
不
明

黒
浜
式
la
 
D
 

゜
゜

23
1 
1
区

VII 
黒
浜
式
la
 
D
 

゜
゜

23
2 
1
区

VII 
黒
浜
式
la
 
C
 

゜
゜

23
3 
I
区

VI
 

黒
浜
式
lb
 
D
 

゜
゜

23
4 
D
C
3
5
 
不
明

黒
浜
式

la
•b

 
D
 

゜
゜

23
5 
D
L
4
0
-a
 
VI
 

黒
浜
式
lb
 
C
 

゜
゜

(8
) 

23
6 
D
C
3
7
 
不
明

黒
浜
式
2b
 
D
 

゜
゜

23
7 
1
区

VI
 

黒
浜
式
2a
・b
 
C
 

゜
゜

23
8 
C
0
3
4
-b
 
VII 

黒
浜
式

2a
•b

 
D
 

゜
゜

23
9 
D
M
3
9
-d
 
VIii
a
 
黒
浜
式
2a
・b
 
D
 

゜
゜

番
号
出
土
位
四
脳
位

分
類
縄
文
胎
土
器
形
口
縁
形
態
部
位

大
き
さ
(c
m)

深
鉢
浅
鉢
平
縁
波
状
口
縁
胴
部
底
部
口
径
底
径
高
さ

24
0 
1
区

VI
 

黒
浜
式
2a
 
C
 

゜
゜

24
1 
D
J3
9-
a 
VIii
a
 
黒
浜
式
2b
 
D
 

゜
゜

24
2 
D
R
4
0
-a
 
VIii
a
 
黒
浜
式
2b
 
D
 

゜
゜

24
3 
D
J4
0
-a
 
VIii
a
 
黒
浜
式
2b
 
C
 

゜
゜

24
4 
D
E
3
7
 
不
明

黒
浜
式
2a
・b
 
D
 

゜
゜

24
5 
D
C
3
7
 
不
明

黒
浜
式
2b
 
D
 

゜
゜

24
6 
D
G
2
9
-
a
 
VI
 

黒
浜
式
2a
・b
 
D
 

゜
゜

24
7 
D
G
2
9
 
不
明

黒
浜
式
2a
・b
 
C
 

゜
゜

24
8 
D
E
3
7
 
不
明

黒
浜
式

2a
•b

 
D
 

゜
゜

24
9 
1
区

VII
 

黒
浜
式
2a
・b
 
D
 

゜
゜

25
0 
0
S
4
0
-d
 
VIii
a
 
焦
浜
式

2a
•b

 
D
 

゜
゜

25
1 
D
K
4
2
-
d
 
VI
 

黒
浜
式
4a
・b
 
C
 

゜
゜

25
2 
D
L
4
!
-d
 
不
明

黒
浜
式
4b
 
D
 

゜
゜

25
3 
D
C
3
5
 
不
明

黒
浜
式
4a
・b
 
D
 

゜
゜

25
4 
C
W
3
7
-a
 
VIii
a
 
黒
浜
式
4a
 
D
 

゜
゜

25
5 
D
J3
9
-a
 
VI
 

黒
浜
式

4a
•b

 
D
 

゜
゜

25
6 
C
P
3
0
-
d
 
Vil 

黒
浜
式
4b
 
D
 

゜
゜

25
7 
D
K
4
1
-b
 
VI
 

黒
浜
式
4a
 
D
 

゜
゜

25
8 
D
C
3
5
 
不
明

黒
浜
式
4a
・b
 
D
 

゜
゜

25
9 
D
A
3
4
-a
 
不
明

黒
浜
式
4b
 
D
 

゜
゜

26
0 
D
E
3
7
 
不
明

黒
浜
式
4a
 
C
 

゜
゜

26
1
 
C
S
3
4
-a
 
VI
 

黒
浜
式
4b
 
D
 

゜
゜

26
2 
C
T
3
2
-
a
 
VII
Ib 

黒
浜
式
4b
 
D
 

゜
゜

26
3 
IV
区

不
明

黒
浜
式
4a
 
D
 

゜
゜

26
4 
D
N
4
3
-
d
 
Vill
a
 
黒
浜
式
71 
D
 

゜
゜

26
5 
C
L
3
0
-
d
 
VIii
a
 
黒
浜
式
7b
 
D
 

゜
゜

26
6 
C
P
3
0
-c
 
VII
 

黒
浜
式
7a
 
F
 

゜
゜

26
7 
C
R
3
5
-a
 
不
明

黒
浜
式
7f
 
C
 

゜
゜

26
8 

C
R

3l
~a

 
Vlll
b
 
黒
浜
式
7f
 
D
 

゜
゜

26
9 
C
S
3
2
-
a
 
Vlll
b
 
黒
浜
式
7g
 
D
 

゜
゜

27
0 
D
L
4
0
-c
 
VI
 

黒
浜
式
7d
 
C
 

゜
゜

27
1 
D
J3
9
-d
 
VIii
a
 
黒
浜
式
7a
 
C
 

゜
゜

27
2 
1
区

VI
 

黒
浜
式
9a
・b
 
C
 

゜
゜

27
3 
1
区
VIii
a
 
黒
浜
式
9d
 
C
 

゜
゜

27
4 
D
0
4
1
-b
 
Vil 

黒
浜
式
15
b 
D
 

゜
゜

27
5 
l
区

VII 
黒
浜
式
15
b 
D
 

゜
゜

27
6 
D
C
3
5
 
不
明

黒
浜
式
18
 
D
 

゜
゜

27
7 
D
M
4
0
-a
 
VIii
a
 
黒
浜
式
16
a 
C
 

゜
゜

27
8 
D
J3
9-
a 
VIii
a
 
黒
浜
式
16
a 
D
 

゜
゜

27
9 
D
J3
9
-c
 
VIii
a
 
諸
磯
a
式
lb
類
18
 
B
 

゜
゜゚

28
0 
C
H
3
0
-b
 
VII 
諸
磯
a
式
le
類
18
 
B
 

゜
゜

28
1 
D
J4
0-
a 
VIii
a
 
諸
磯
a
式
le
類
18
 
B
 

゜
゜゚

2 ． 華 済 栞 f t i



3 6 8  

番
号
出
土
位
置
層
位

分
類
縄
文
胎
土
器
形
口
縁
形
態
部
位

大
き
さ
(c
m)

深
鉢
浅
鉢
平
縁
波
状
口
縁
胴
部
底
部
口
径
底
径
高
さ

28
2 
I
区

VI
 
諸
磯
a
式
ld
類
18
 
B
 

゜
゜
゜

28
3 
1
区

VI
 
諸
磯
a
式
le
類
18
 
B
 

゜
゜

28
4 
C
T
5
7
 
不
明
諸
磯
a
式
le
類
18
 
B
 

゜
゜

28
5 
C
X
4
9
 
不
明
諸
磯
a
式
ld
類
2b
 
A
 

゜
゜

28
6 
D
0
4
1
-c
 
VI
 
諸
磯
a
式
5a
類
2b
 
B
 

゜
゜゚

28
7 
D
C
4
1
 
不
明
諸
磯
a
式
le
類
18
 
B
 

゜
゜

28
8 

C
V

32
~a

 
Vi
lla
 
諸
磯
a
式
2b
 
D
 

゜
゜

28
9 
D
N
4
0
-d
 
VIii
a
 
諸
磯
a
式
2b
 
B
 

゜
゜
゜

29
0 
D
A
4
5
 
不
明
諸
磯
a
式
7
類
2b
 
B
 

゜
゜゚

29
1 
V
区
VI
~
Vill
a
 
諸
磯
a
式
8a
類
18
 
E
 

゜
゜

29
2 
IV
区

不
明
諸
磯
a
式
9
類
2a
 
B
 

゜
゜
゜

29
3 
C
Q
35
-b
 
Vill
a
 
諸
磯
a
式
9
類
2b
 
E
 

゜
゜
゜

29
4 
D
E
35
 
不
明
諸
磯
a
式
9
類
4a
 
A
 

゜
゜゚

29
5 
B
0
2
l
~b
 
VIii
a
 
諸
磯
a
式
9
類
ll
a 
E
 

゜
゜

(
6
 2) 

29
6 
C
V
3
5
-a
 
VI
 
諸
磯
a
式
9
類
2b
 
E
 

゜
゜

1/
2 
1/
2 

29
7 
D
T
4
0
-a
 
V ill
a
 
諸
磯
a
式
la
 
B
 

゜
゜

29
8 
D
N
4
2
-d
 
VIii
a
 
諸
磯
a
式
2b
 
A
 

゜
゜

29
9 
D
C
4
!
 
不
明

諸
磯
a
式
2b
 
B
 

゜
゜

30
0 
B
N
2
1-
c 
Vill
a
 
諸
磯
a
式
2b
 
E
 

゜
゜

30
1 
D
M
4
1
-a
 
VII
 
諸
磯
a
式
Il
a 
B
 

゜
゜

30
2 
C
U
3
7
-c
 
Vill
a
 
諸
磯
a
式
2b
 
A
 

゜
゜

30
3
 
C
X
3
7
 
不
明

諸
磯
a
式
2b
 
B
 

゜
1/
3 

(8
) 

30
4 
C
V
3
4
-a
 
VI
 
諸
磯
b
式
l
類
18
 
B
 

゜
゜

30
5 
C
0
3
0
-c
 
V
I
 
諸
磯
b
式
2
類
2b
 
B
 

゜
゜
1/
6 
1/
6 
(2
7)
 

30
6 
C
Q
34
-a
 
VI
 
諸
磯
b
式
2
類
18
 
B
 

゜
゜
1/
4
 

(1
2) 

30
7 
C
K
2
9
-a
 
VI
 
諸
磯
b
式
2
類
4a
 
A
 

゜
1/
2 

(I
O
 
5)
 

30
8 
D
M
4
0
-d
 
V ill
a
 
諸
磯
b
式
2
類
18
 
B
 

゜
゜

(9
) 

30
9 
C
R
3
4
-
a
 
不
明
諸
磯
b
式
2
類
18
 
B
 

゜
゜゚

31
0 
C
N
3
1
-a
 
Vil 
諸
磯
b
式
2
類
2b
 
B
 

゜
゜
゜

3
11
 
C
0
3
4
-b
 
VII
 
諸
磯
b
式
2a
類
2b
 
G
 

゜
゜゚

3
12
 
C
P
3
1
-
b
 
VI
 
諸
磯
b
式
2
類
2a
 
B
 

゜
゜゚

31
3 
C
L
3
1
-
d
 
VI
 
諸
磯
b
式
2
類
la
 
B
 

゜
゜

31
4 
C
Q
33
-d
 
VII
 
諸
磯
b
式
2a
類
la
 
B
 

゜
゜

3
15
A
 
D
R
4
1
-d
 
Vill
a
 
諸
磯
b
式
2a
類
4a
 
A
 

゜
゜

3
1
5
B
 
D
Q
4l
~a
 
VII
 
諸
磯
b
式
2a
類
4a
 
A
 

゜
゜

31
6 
1
区

VI
 
諸
磯
b
式
2a
類
2b
 
A
 

゜
゜゚

31
7 
C
Q
33
-a
 
VII
 
諸
磯
b
式
2b
類
la
 
B
 

゜
゜゚

3
18
 
C
N
3
0
-c
 
VI
 
諸
磯
b
式
2a
類
2a
 
B
 

゜
゜

3
19
 
D
P
4
3-
d
 
VIii
a
 
諸
磯
b
式
2
類
2b
 
B
 

゜
゜

32
0
 
1
区

VI
 
諸
磯
b
式
2a
類
18
 
B
 

゜
゜

32
1 
C
S
3
1
-a
 
VI
 
諸
磯
b
式
2
類
la
 
B
 

゜
゜

32
2 
C
Q
33
-a
 
VII 
諸
磯
b
式
2b
類

2a
•b

 
B
 

゜
゜

番
号
出
土
位
四
層
位

分
類
縄
文
胎
土
器
形
口
縁
形
態
部
位

大
き
さ
(c
m)

深
鉢
浅
鉢
平
縁
波
状
口
縁
胴
部
底
部
口
径
底
径
高
さ

32
3 
C
R
3
5
-a
 
不
明
諸
磯
b
式
2b
類
2b
 
B
 

゜
゜

32
4 
D
E
4
7
 
不
明
諸
磯
b
式
2a
類
18
 
B
 

゜
゜

32
5 
C
B
2
2
 
VI
~
VII
 
諸
磯
b
式
2a
類
2b
 
E
 

゜
゜

32
6 
C
0
3
!
-
b
 
VI
 
諸
磯
b
式
2b
類
la
 
B
 

゜
゜
1/
4
 1
/4
 
(3
7)
 

32
7 
A
Y
 6
 -a
 
不
明
諸
磯
b
式
2b
類
17
 
B
 

゜
1/
2 

(1
0
 
5)
 

3
2
8
A
 
D
0
4
0
-b
 
VII
 
諸
磯
b
式
2b
類
18
 
B
 

゜
゜゚

(1
2) 

3
2
8
B
 

D
P4

2
~a

 
VIii
a
 
諸
磯
b
式
2b
類
18
 
B
 

゜
゜

3
2
8
C
 
D
Q
42
-c
 
VI
 
諸
磯
b
式
2b
類
18
 
B
 

゜
゜

(1
2) 

32
9 
D
P
4
1
-c
 
Vill
a
 
諸
磯
b
式
2b
類
18
 
B
 

゜
゜゚

33
0 
D
G
2
9
 
不
明
諸
磯
b
式
4
類
2a
 
B
 

゜
゜
゜

33
1 
l
区

VI
 
諸
磯
b
式
2b
類
la
・b
 
B
 

゜
゜

33
2 
D
P
4
1
-d
 
VIii
a
 
諸
磯
b
式
2b
類
2b
 
B
 

゜
゜

33
3 
D
G
2
9
 
不
明
諸
磯
b
式
4
類
18
 
B
 

゜
゜

1/
4
 

(3
0)
 

33
4 
C
P
3
3
-d
 
VII
 
諸
磯
b
式
3b
類
2b
 
B
 

゜
゜

33
5 
I
区

VII
 
諸
磯
b
式
3a
類
18
 
B
 

゜
゜
゜

33
6 
D
E
3
1
 
不
明
諸
磯
b
式
5b
類
la
 
B
 

゜
゜
゜

33
7 
C
M
3
2
-
a
 
V
J~
VIii
a
 
諸
磯
b
式
5a
類
la
 
B
 

゜
゜゚

33
8 
D
P
4
2
-c
 
VIii
a
 
諸
磯
b
式
2b
 
B
 

゜
゜

33
9 
C
X
4
5
 
不
明

諸
磯
b
式

2b
•l

0a
 
B
 

゜
゜

34
0 
D
L
4
0
-
d
 
VI
 
諸
磯
b
式
7b
類
18
 
A
 

゜
゜

34
1 
C
M
3
1
-c
 
VII
 
諸
磯
b
式
6
類
la
 
B
 

゜
゜
゜

34
2 
C
P
3
4
-a
 
VIii
a
 
諸
磯
b
式
6
類
18
 
B
 

゜
゜゚

34
3 
D
G
2
9
 
不
明

諸
磯
b
式
la
 
B
 

゜
1/
5
 
(1
1)
 

34
4 
1
区

VII
 
諸
磯
b
式
7c
類
18
 
I
 

゜゚
1/
4
 1
/4
 
(2
5 
5) 

34
5 
D
T
4
!
-a
 
VIii
a
 
諸
磯
b
式
2b
 
B
 

゜
゜

34
6 
D
S
4
3
-b
 
VIii
a
 
諸
磯
b
式
2b
 
B
 

゜
゜

34
7 
D
T
4
5-
c 
VIii
a
 
諸
磯
b
式
2b
 
E
 

゜
゜

34
8 
D
C
3
5
 
不
明

諸
磯
b
式
2b
 
E
 

゜
゜

34
9 

C
03

2~
a 
VI
 
諸
磯
b
式
2a
 
B
 

゜
゜

35
0 
D
A
3
7
 
不
明

諸
磯
b
式
2a
 
B
 

゜
゜

35
1 
B
K
2
0
-a
 
VIii
a
 
諸
磯
b
式
2b
 
B
 

゜
゜

35
2 
C
T
5
5
 
不
明

諸
磯
b
式
2a
 
E
 

゜
゜

35
3 
C
V
4
9
 
不
明

諸
磯
b
式
2b
 
B
 

゜
゜

35
4 
D
L
4
0
-
a
 
不
明

諸
磯
b
式
4a
 
B
 

゜
゜

35
5 
C
T
5
9
 
不
明

諸
磯
b
式
2b
 
B
 

゜
゜

35
6 
D
L
4
0
-d
 
VIii
a
 
諸
磯
b
式
la
 
E
 

゜
゜

35
7 
C
X
4
7
 
不
明

諸
磯
b
式
2b
 
I
 

゜
1/
6
 
(I
O)
 

35
8 
I
区

VII
 

諸
磯
b
式
la
 
B
 

゜
゜

35
9 
C
X
3
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II 調査の結果

く遺物包含層出土の石器〉

石鏃

番号 出土位四 陪位 分類
欠損 石材 重蘭

状態 コード (g) 

I 1区 VIiia I 欠 65 (0 3) 

2 BG12-a VII ］ 欠 65 (0 3) 

3 I区 VII I 完 65 0 4 

4 CX37 VI~VII I 完 65 0 3 

5 BU21-d VI 1 完 64 2 9 

6 CR31 VI 4 欠 65 (0 3) 

7 CA23-a IVc 4 完 65 0 4 

8 DC37 VII 4 完 66 0 7 ， 1区 VI 4 欠 67 (0 9) 

10 CV33-a VI 4 欠 17 (0 5) 

II CR34 VI 4 欠 66 (I I) 

12 CU33 不明 4 欠 66 (0 4) 

13 BG13-a VI 4 欠 66 (0 4) 

14 CX49 VII 4 欠 64 (l 2) 

15 1区 VIiia 4 完 66 1 4 

16 BP24-a VI 4 完 66 l 

I 7 1区 VI 4 欠 64 (I 4) 

18 1区 VII 4 欠 67 (I 9) 

19 DC35 VII 4 欠 65 (2 1) 

20 CH27 VI 4 完 67 I 6 

21 8S23-a VIiia 4 完 67 I 8 

22 V区 VI 4 完 67 I 7 

23 1区 Villa 4 完 67 1 9 

24 BN21-a VI 4 欠 67 (2 3) 

25 DN42~b VI 4 欠 64 (0 6) 

26 DV42-c VI 4 欠 17 (0 6) 

27 CL32 不明 2 完 65 0 6 

28 CS35 VI I 欠 65 (0 5) 

29 1区 VI 2 欠 65 (0 2) 

30 BF J3~a VIiia I 完 65 0 4 

31 BT21-b VI 2 完 66 11 

32 BY25沼 VI 2 完 66 0 9 

33 CU35 VI 2 完 65 0 5 

34 DC37 VI 2 完 64 0 8 

35 BU26-b VI 2 欠 64 (0 5) 

36 DC37 VI 2 完 65 1 4 

37 BU25-a VI 2 欠 66 (I 2) 

38 Cl28-b VI 2 完 66 1 2 

39 1区 VI 2 欠 66 (I) 

40 8S23-c VI 2 欠 66 (0 9) 

41 BV24-a VI 2 欠 67 (1 5) 

42 DL40-a VI 2 完 67 0 4 

43 I区 VII 2 完 64 0 7 

44 I区 Villa 2 完 65 I 8 

45 DS45-d VI 2 欠 67 (2 2) 

46 l区 VI 3 完 65 0 6 

47 BU22-a VI 3 欠 64 (0 5) 

48 DT41-b vma 6 欠 64 (0 9) 

49 I区 VIiia 6 完 65 0 5 

50 DC37 VI 6 欠 17 (3 I) 

51 DC37 VI 7 完 66 2 1 

52 D042-c VI 7 欠 15 (2 7) 

53 DN40-b VI 7 完 64 I 2 

54 BQ24-b VI 7 欠 64 (1 4) 

55 IV区 不明 7 欠 17 (I 3) 

56 1区 VI 7 完 17 0 8 

57 CX47 VI 7 欠 17 (0 7) 

58 BU25-a VI 7 欠 65 (0 6) 

59 B023~a VIiia 5 完 65 I 

60 DE39 Vllla 不明 欠 67 (2 I) 

石槍

番号 出土位置 層位 分類
欠損 石材 I 頂蘭
状態 コド(g)

61 DN41 a VII 欠 1 7 | (l l) 

62 CR32 Vllla 完 67 

370 

大きさ (cm)

長さ 輻 厚さ

(l 3) I 5 0 2 

I 3 (I 2) 0 2 

I 7 1 4 0 2 

l 5 I 4 0 2 

3 3 2 I 0 4 

l 3 (11) 0 3 

I 6 1 5 0 3 

I 6 I 6 0 2 

2 1 (1 5) 0 4 

2 7 (0 9) 0 2 

(2 0) (I 4) (0 3) 

l 9 (I 3) 0 3 

I 8 (I I) 0 2 

2 7 (l 7) 0 3 

2 5 I 4 0 4 

2 7 l 9 0 4 

(2 8) 1.4 0 2 

(3 6) 2 3 0 3 

3 9 (1 5) 0 4 

3 I I 9 0 2 

3 5 I 8 0 3 

3 I 2 2 0 3 

3 I 2 0 0 3 

(2 8) 2 4 0 3 

(I 7) (I 8) 0 3 

(I 9) (I 6) 0 3 

1 9 1 5 0 3 

(I 8) (1 1) (0 2) 

(I 4) (11) 0 I 

I 9 1 0 0 2 

1 8 I 7 0 4 

I 8 1 6 0 3 

I 8 I 5 0 2 

2 4 I 6 0 2 

(1 8) (I 4) 0 3 

2 7 1 6 0 4 

2 6 (I 6) 0 2 

2 7 I 5 0 4 

(l 8) (I 5) 0 4 

(2 3) 1 7 0 3 

(2 4) (I 9) 0 4 

l 7 1 0 0 3 

I 9 I 5 0 2 

3 l I 8 0 3 

(2 4) 2 5 0 4 

I 6 l 7 0 3 

I 9 (I 4) 0 3 

(I 5) I 7 0 3 

2 6 I 2 0 2 

(3 3) 2 3 0 3 

3 5 I 8 0 4 

(3 3) I 7 0 5 

2 9 I 5 I 4 

(2 9) I 4 0 4 

(2 7) I 3 0 4 

2 3 I 3 0 3 

(2 7) I 3 0 3 

(I 9) I 2 0 2 

I 7 l 4 0 3 

(3 0) (I 6) 0 4 

番号・ 出土位置 陪位 分類
欠損 石材 重点 大きさ (cm)

状態 コード (g) 長さ 幅 厚さ

63 BS22-c VIiia 欠 64 (6) (5 9) 2 0 6 

64 DT42-b Villa 欠 64 (3) (2 5) (2 I) (0 3) 

65 DT44-c VIiia 欠 64 (6) (3 8) (2 1) (0 7) 

67 0042-b VIiia 欠 64 (25) (5 7) 3 4 (1 3) 

92 DR40-d VI 欠 64 (8) (3 9) (2 5) (0 7) 

95 BN21-d Yllla 欠 67 (17) (6 0) 3 0 0 8 

96 DS40-a VIiia 欠 64 (8) (3 2) (2 8) (0 8) 

石錐

番号 出土位甜 附位 分類
欠損 石材 重位 大きさ (cm)

状態 コード (g) 長さ 幅 厚さ

68 DG29 VI 欠 65 (4 5) (4 4) I 7 l 0 

69 1区 VI 欠 64 (18) (6 2) (4 3) (0 9) 

70 ！区 VII 完 64 4 3 8 I 7 0 8 

71 I区 VI 欠 64 (2) (3 4) I 6 0 4 

72 DP40-a Villa 欠 17 (II) (4 6) 3 6 0 6 

73 DL39-b VI 完 64 5 4 9 l 4 0 7 

74 1区 VIiia 欠 64 (3) (4 3) I 8 0 5 

75 1区 VI 完 64 26 7 0 3 2 I 5 

76 DK40~a VIiia 完 64 4 5 2 2 3 0 2 

77 DQ41-a VI 完 64 7 5 8 1 5 0 9 

78 1区 VI 完 16 l2 5 0 3 I I 0 

石匙

番号 出土位四 崩位 分類
欠損 石材 里祉 大きさ (cm)

状態 コード (g) 長さ 輻 厚さ

80 CT55 VI 横 完 66 12 3 5 5 2 0 8 

81 DG31-a VI 横 欠 64 (IO) (3 6) (5 2) (0 4) 

82 II区 VI 横 完 64 8 3 5 6 4 0 4 

83 I区 VI 横 欠 17 (10) (2 2) 4 4 1 0 

84 1区 VI 横 完 64 27 5 7 6 0 l l 

85 1区 Villa 横 欠 64 (33) 5 4 (6 O) 1 2 

86 CP31-b ¥「II 横 完 64 128 6 8 11.8 I 7 

87 I区 Vllla 横 完 64 65 7 9 8 3 I 2 

88 1区 VI 縦 欠 64 (23) 6 7 4 4 0 8 

89 I区 VIiia 縦 完 52 8 4 7 2 7 0 6 

90 DE31 VI 縦 欠 64 (15) (5 0) 3 3 0 8 

91 DL42-a VIiia 縦 欠 64 (12) (5 2) 3 2 0 5 

92 DR40-d VI 縦 欠 64 (8) (3 9) (2 5) (0 7) 

93 1区 Vllla 縦 完 64 10 5 4 2 7 0 8 

94 1区 VI 縦 完 64 7 6 7 11 0 7 

削器 l（加工痕）

番号 出土位置 屑位 分類
欠損 石材 重梵 大きさ (cm)

状態 コード (g) 長さ 幅 厚さ

97 1区 VII 1B 完 64 28 6 0 4 7 0 9 

98 1区 VI IF 完 64 96 9 0 5 9 I 4 

99 ！区 VI II 完 64 53 8 5 4 3 I 6 

100 DP46-c VI I 完 64 26 6 1 3 9 1 

IOI 0S45-b VI ID 完 17 21 5 0 4 3 0 9 

102 CR31 VIiia II 完 64 19 4 7 3 7 I 

103 BX26-a VI JF 完 16 5 3 1 3 0 0 5 

104 CN28-a VI 1B 完 64 27 8 5 2 8 I 2 

105 BU19 VI 6B 完 64 79 9 2 3 9 1 6 

106 BV26-a VIiia IA 完 64 275 10 4 8 4 3 6 

107 CP32-c VII 5C 完 64 371 11 7 9 7 4 

108 C032-a VII 2J 完 64 50 4 7 7 5 I 7 

109 BW27-d VI IA 完 16 75 5 I 8 3 I 4 

110 DR43-a Villa 2F 完 64 116 6 0 9 3 2 

Ill DL39-a VI 2A 完 64 41 3 7 7 8 1 

112 DC37 VI 2J 完 64 95 5 2 9 6 l 8 

113 CF27-d VII 2D 完 64 66 4 5 7 2 I 5 

114 CV53 VI 2] 完 64 67 4 9 10 6 l 4 

115 BS!6 VI ID 完 64 38 4 4 7 6 I 3 

116 DT41-a VUla 2A 完 64 177 6 I II 9 2 

I 17 ！区 VIiia 2A 完 64 25 2 8 6 6 1 

118 BR24-b VI 2 完 65 0 7 I 0 I 7 0 3 

119 BX26-d VIiia 2J 完 64 7 2 l 5 I 0 6 

120 DC37 vnla 2K 完 64 60 4 0 8 0 l 6 



2.縄文時代

番号 出土位四 屑位 分類
欠掛 石材 里星 大きさ (cm)

状態 コード (g) 長さ 幅 厚さ

121 DG3! VI 2 完 17 11 2 4 4 5 11 

削器2（使用痕）

番号 出土位四 屑位 分類
欠損 石材 重屎 大きさ (cm)

状態 コード (g) 長さ 幅 厚さ
122 1区 VII 2J 完 64 14 3 I 4 4 0 7 

183 1区 Villa 5B 完 64 61 8 8 4 7 l 6 
123 DS40-a VIiia 2F 完 64 52 4 4 7 3 2 

184 CK29~a VII 1B 完 64 55 9 I 5 I 11 
124 BR24-a VI 2F 完 64 149 7 2 11 7 I 8 

185 CV53 VI 5C 完 64 60 9 9 5 0 I 8 
125 I区 YI 2D 完 64 32 5 I 7 3 0 7 

186 1区 VII 1B 欠 64 (40) 7 2 (4 5) I 3 
126 CQ33-d VII 2K 完 64 10 2 7 4 8 0 5 

187 DP43-b Vllla 2A 完 64 246 5 9 14 6 3 0 
127 AWl3-b VI 2A 完 64 5 2 0 3 7 0 7 

188 CH28-a VI 2A 完 64 40 4 3 6 6 I 5 
128 DG31-a VI 2D 完 64 51 4 3 7 3 1 9 

190 CT31-a VI ID 完 65 2 2 I 2 1 0 7 
129 BW24-d Villa 6D 完 64 49 5 3 5 5 I 6 

191 DE37 VII 2C 完 64 13 3 1 4 5 0 8 
130 DT41-a VIiia 6B 完 64 54 5 7 6 2 I 3 

192 BT23-a VI 3A 完 64 15 3 7 5 0 I 0 
131 CX47 VIiia 6A 完 64 325 8 3 12 4 3 7 

193 1区 VI 1D 完 64 ， 4 I 3 2 0 5 
132 1区 VII 2A 完 4 156 5 7 10 0 2 9 

194 BN21-d VI IC 完 64 28 4 5 4 9 1 2 
133 DN43~c VIiia 6K 完 64 39 5 l 6 9 I 

195 1区 Villa 2A 完 64 42 6 I 7 9 1 0 
134 DC41 VII 2A 完 64 67 5 0 10 4 I 3 

196 DC37 VI 3 完 64 37 5 8 7 2 0 8 
135 DQ4I-c VIiia 2D 完 64 37 4 2 6 9 I 6 

197 1区 VI 3A 完 64 26 4 2 4 9 1 0 
136 DA45 VII 2A 完 64 70 5 8 8 9 I 3 

137 CS3!-a VI 6K 完 64 62 5 7 7 3 11 
198 CQ30-d VI 4D 完 64 ， 3 4 4 7 0 7 
199 DE35 VIiia 4A 完 15 4 2 5 3 4 0 5 

138 1区 VII 6 完 64 96 6 2 7 8 1 6 
200 1区 VI 2A 完 64 27 4 2 6 0 1 3 

139 CV37-a VI 6J 究 64 65 7 0 6 7 I 2 
201 CF25-d VI 4A 完 64 47 5 3 8 5 1 3 

140 DE37 Villa 4B 完 64 130 7 7 7 5 I 7 
202 1区 VI 2B 完 64 47 3 2 10 I 2 0 

141 I区 VI 2A 完 64 99 5 8 8 4 I 4 

142 I区 VII 2A 完 64 89 7 6 8 8 I 4 
203 DQ41-b VII 5B 完 64 6 3 4 3 2 0 8 

204 BP24-a VI 4B 完 64 7 3 6 3 4 0 9 
143 AX12-a Vllla 6B 完 64 277 9 0 9 0 3 2 

205 1区 VII 5B 完 64 46 7 I 4 3 I 4 
144 DV42-c VIiia 4D 完 64 269 8 9 9 8 3 2 

206 DL41-a VIiia 5B 完 64 79 9 4 5 4 2 2 
145 DE39 Vllb 2D 完 64 24 4 4 6 2 0 8 

207 1区 VII lC 完 64 69 6 8 8.3 I 2 
146 1区 VIila 4F 欠 16 (10) (3 0) 3 8 1 

208 1区 VII 5C 完 64 54 7 5 4 8 l 6 
147 1区 Vllla 2D 完 64 IO 2 8 4 6 0 8 

209 BT21-d VTila ID 完 64 45 6 I 6 0 I 2 
148 1区 VI 31 完 64 73 5 7 6 0 I 5 

210 1区 VII 5B 完 64 94 6 4 5 8 2 8 
149 1区 VI 2F 完 64 66 7 7 9 4 0 9 

21 I 1区 Villa 1B 完 64 19 4 8 4 2 0 4 
150 I区 VI 3 完 64 107 7 2 9 I 2 1 

212 V区 VI 6B 完 64 34 6 9 4 I 11 
151 I区 VII 2G 完 64 76 5 0 7 7 2 2 

213 DS42-a VI 6C 完 18 28 6 8 4 6 1 4 
152 CX35 VIiia 2K 完 64 12 3 4 5 0 0 6 

214 DU4!-d VI 6B 欠 64 (7) 4 8 (I 7) 0 7 
152 CX35 VIiia 2K 完 64 12 3 4 5 0 0 6 

215 CT31-a VI 1B 完 65 l 2 3 1 6 0 3 
153 I区 VI 4A 完 64 30 4 0 6 7 0 9 

2l6 DR41-d Villa 3 完 64 27 4 7 4 5 11 
154 I区 VI 4F 完 64 42 5 4 7 5 I 3 

217 I区 VIiia 2B 完 66 11 5 6 3 0 0 6 
155 1区 VIna 6 完 64 185 8 8 6 9 3 4 

218 D042-c Villa 6B 完 64 41 6 6 5 3 0 9 
156 CR32-a VII 4 完 64 93 6 9 8 3 I 7 

219 1区 VII 6C 完 17 19 6 0 3 0 I 4 
157 1区 Villa 5B 完 64 47 8 4 3 7 l 8 

220 DS40-a VIiia 6B 完 64 13 5 I 3 2 0 6 
158 l区 VI 5B 完 64 60 6 5 5 2 I 7 

221 1区 VI IB 完 64 101 10 8 5 4 I 9 
159 I区 VI 5C 完 64 17 4 4 4 5 0 8 

160 CQ34 VII 5B 完 64 26 5 3 3 6 11 

161 I区 VII 2A 完 64 2 7 3 4 9 2 0 9 
加工石器

162 1区 VIiia 2G 完 64 59 6 2 8 9 I 5 

163 1区 VI 5E 完 64 86 9 4 7 8 2 2 
番号 出土位骰 層位 分類

欠損 石材 重贔 大きさ (cm)

状態 コード {g) 長さ 歯 lりさ

164 I区 VI 5C 欠 22 (4) (3 4) 1 9 0 6 66 DG31-a VI 完 64 80 12 6 2 9 2.2 

165 1区 Villa !B 完 64 5 3 6 I 8 0 6 79 CJ29 不明 完 65 0 6 1 8 0 9 0 4 

166 1区 VII 5C 欠 64 (15) (4 6) 2 8 I 2 222 CE28-a VI 完 27 44 5 2 4 3 2 2 

167 CL28-b VI 5B 完 64 28 6 9 3 9 0 8 223 DR41-d VII 完 64 85 6 6 5 0 2 5 

168 BX26-b Villa 5C 完 64 40 6 2 4 7 2 3 224 1区 8a 欠 64 (227) 1!12) 5 7 3 8 

169 DE35 VI 6C 完 64 166 11 5 5 3 2 6 225 1区 7 完 64 164 13 0 2 9 3 4 

170 1区 VI 60 完 64 40 5 9 4 6 I 226 DE37 VI 完 64 243 10 8 5 4 4 I 

171 BT23-a VI 60 完 64 40 6 6 4 5 I 227 1区 VI 完 5 1373 14 6 10 I 6 7 

172 1区 VI 1 I 完 64 35 8 4 3 5 1 2 228 CT32-a VI 完 64 630 JO 2 10 5 5 I 

173 CT33-a VI 6B 完 64 32 5 2 3 6 14 229 OC35 VII 完 64 158 10 0 4 9 3 2 

174 1区 VIiia 6 I 欠 64 (9) (5 0) 4 3 0 3 230 CQ31-c VII 完 64 362 II 4 6 6 3 9 

[75 DG29 VI 5B 完 64 29 6 I 4 5 0 9 231 BV24-a VI 完 64 225 8 4 6 6 3 I 

176 DC35 VI II 完 64 22 5 9 4 3 0 6 232 BR23-b VIiia 完 64 389 7 6 10 5 4 5 

177 I区 VIiia 5C 完 67 52 7 8 7 1 0 9 233 1区 VII 完 64 210 7 7 6 9 3 6 

178 BR24~a VIiia 6B 完 64 Ill 11 0 5 8 I 7 234 1区 VI 完 64 578 9 5 8 6 5 6 

179 AXll-b Villa ID 完 64 67 6 5 5 3 I 6 235 1区 VII 完 64 140 5 8 8 l 2 4 

180 ！区 Villa IB 完 64 259 II 9 7 8 2 4 236 CV37 VI~Vllla 完 13 450 10 5 8 8 4 I 

181 I区 VI 6B 完 64 242 10 9 7 3 3 I 237 BS22-d VIiia 完 64 625 9 5 19 3 5 3 

182 I区 VI 6C 欠 64 (2) (3 0) (l 5) (0 3) 238 DR46-c VU!a 完 64 415 9 2 14 9 4 4 

189 0S40-a Villa 2F 完 64 179 6 8 IO 0 2 7 239 AW12-c VI 完 64 624 9 5 II 5 5 5 

289 B CI28-d Vil 2K 完 64 45 4 8 10 9 0 8 240 1区 VII 完 64 543 13 9 14 6 3 l 

241 BU24~d VI 完 50 655 10 5 9 8 5 3 

242 DJ40-a Villa 完 64 444 l4 3 3 5 3 5 

243 DC39 VII 完 64 782 13 5 13 6 3 9 

371 



II 調査の結果

三角錐形石器

番号 I出土位四 囮位 1分類 I;:1 ~-~ I門
360 I CM29-a I VI I - I欠 I64 I (334) 

石核

番号 出土位置 陪位 分類
欠損 石材 重鼠

状態 コード (g) 

367 DR4!-b Vllla 完 64 135 

368 BW27~b Villa 完 27 799 

369 ！区 VII 完 17 46 

370 BS22て VI 完 66 6 

371 CJ29-b VII 完 67 46 

372 1区 VI 完 64 545 

373 C033-a VI 完 67 991 

374 CF25-d VI 完 32 172 

375 CQ31-b VI 完 64 139 

376 D041-c VIiia 完 64 600 

377 CN31-a VII 完 64 195 

378 DS42~c VIiia 完 64 435 

379 DP4 J~d Vllla 完 64 530 

380 AXll-a VIiia 完 64 947 

381 l区 VI 完 7 441 

382 B020~d Villa 完 64 1179 

383 I区 VI 完 26 923 

384 CN32-c VII 完 64 133 

385 DN4!-b VI 完 45 1050 

386 I区 VI 完 64 305 

387 AX8-c VI 完 64 363 

ハンマーストーン

番号 I出土位置 蜘 I分類｀□| 9― I門
::: I Cげぢ:C I ::  I 二1 : 1 :: I ：芯

石皿

番号 出土位詔 層位 分類
欠損 石材 重鼠

状態 コード (g) 

446 IV区 不明 欠 48 (1170) 

447 III区 VIlla 欠 5 (645) 

448 IV区 VIlla 完 5 4900 

449 IV区 VI 欠 5 (1993) 

450 l区 VI 完 48 372 

451 l区 VII 完 5 4300 

452 IV区 VIlla 完 5 1230 

455 1区 VI 完 5 2471 

456 CG28-d VI 完 5 1969 

台石

番号 出土位置 層位 分類 欠損l 石材I 重量
状態コド (g) 

453 DG59 VIiia 完

454 DS42-b 珊a 欠

457 DE35 Villa 完 I s I 254 

多孔石

番号 出土位置 府位 分類 欠損石材 重呈
状態 コード (g) 

458 1区 VI 完 5 2000 

装身具

番号 出土位置 府位 分類
欠損 石材 璽梵

状態 コド (g) 

459 DE31 VIiia 欠 48 (6 0) 

460 DV43-c VI 欠 42 (5 0) 

砥石

番号 出土位置 層位
分類欠損石材 露梵

状態 コード (g) 

366 DG3! VI 完 5 290 0 

372 

打製石斧

番号
出土

位置

245 BQ23-c 

246 DT44-a 

247 1区

大きさ (cm) 248 I区

長さ 幅 厚さ 249 I区

5 9 5 0 3 8 250 CT59 

9 9 12 3 4 6 251 CQ32-d 

4 5 5 3 1 8 252 DT4!-a 

2 4 I 8 I 3 253 BV27-c 

3 9 4 4 2 2 254 B015 

9 8 7 2 6 0 255 AY5-d 

II 4 10 5 6 0 256 Cl29-a 
6 8 4 8 4 5 

257 DC37 
5 2 6 C 4 2 

258 I区
13 6 8 9 4 8 

259 BU25-a 
5 0 7 8 4 2 

8 2 6 4 6 0 
260 I区

10 7 7 6 5 6 
261 BW!9 

17 5 8 6 5 4 262 DC41 

7 6 12 5 5 8 263 1区

16 8 10 5 6 0 264 1区

7 4 16 4 7 4 265 CP33-c 

4 7 5 2 4 8 266 DQ41-d 

10 0 12 0 8 4 267 1区

8 2 6 3 5 6 268 BX25-b 

6 6 9 I 5 0 269 CV53 

270 DM43-a 

271 DK39-d 

272 DM40-d 

273 OR42-b 

274 CP32-b 

275 1区

276 DS44-b 

277 BX19 

大きさ (cm) 278 BQ16 
長さ 幅 厚さ 279 CJ27-b 

1182) (8) 4 7 280 1区
(116) (101) 5 1 

281 CQ35 
24 2 19 7 7 2 

282 DP41-b 
(202) 12 3 4 8 

18 5 6 8 2 4 
283 CJ29 

22 7 22 3 5 7 
284 1区

16 7 13 I 5 2 
285 CC21 

20 0 14 9 5 6 286 
CW35-a 

18 0 11 5 7 0 287 DL41-c 

288 ！区

289 Cl28-d 

290 1区

291 CT55 

292 CW36-a 

293 CG26~a 

294 DA43 

295 BW25--b 

296 BU17 

297 CM31-a 

298 DC39 

299 BT26-d 

300 CV53 

301 CW39 

302 BT18 

303 DJ39-a 

304 B023-a 

305 DU43-d 

306 1区

307 I区

308 I区

309 C03l-c 

310 CM29-b 

r¥'1位
分類 欠損 石材 重虻 大きさ (cm)

形状刃部器面残存 状態 コード (g) 長さ 基部刃部厚さ

VI I I I 1 完 64 64 8 2 3 2 4 0 I 6 

Villa 1 2 I 1 完 64 37 7 8 2 9 3 2 0 9 

VI 1 I I 1 完 64 70 7 6 3 8 4 I I 3 

VI 不明 I I 3 欠 64 (62) (6 2) 不明 4 6 1 6 

VJ 1 I 2 I 完 64 182 8 6 4 3 5 6 2 6 

VI 1 2 I 1 完 5 109 10 5 4 4 4 9 I 7 

VI I 3 2 1 完 16 151 II 8 4 7 5 3 1 8 

VIiia 不明 不明 I 9 欠 64 (32) (4 5) 不明 不明 (I 3) 

VIiia I I 2 I 完 4 141 12 6 4 2 6 2 1 8 

VI 3 2 2 l 完 64 114 13 0 3 7 5 2 1 5 

VI I I I 1 完 64 359 15 2 5 9 6 4 3 3 

VII I I 2 I 完 6 340 16 5 4 4 6 7 2 6 

VI I 1 2 I 完 64 71 11 5 2 6 2 0 I 7 

VI 1 3 I I 完 64 52 10 8 3 0 3 4 I 2 

VI 1 不明 2 不明 欠 4 (98) (7) 不明 不明 I 8 

VI 1 2 I 2 欠 64 (68) (8 5) 不明 4 I I 3 

VI I 2 2 2 欠 6 (IJ3) (7 8) 不明 5 2 I 5 

VII I 2 l I 完 28 127 13 0 2 2 4 8 I 6 

VI 1 2 l 3 欠 64 (71) (7 6) 不明 4 3 (I 6) 

VI 不明 3 l 8 欠 4 (52) (IO) 2 3 (4) (0 7) 

VI l 3 l 3 欠 4 (44) (8 5) 不明 4 6 (0 7) 

VII l l 2 2 欠 64 (83) (9 4) 不明 4 5 (I) 

VI l 不明 1 5 欠 64 (131) (9 9) 4 5 不明 (2 I) 

VI 不明 2 2 3 欠 5 (168) (7 5) 不明 6 5 (2 3) 

VI 不明 不明 2 6 欠 64 (45) (6 8) 3 8 不明 (1) 

vnla 不明 不明 I 6 欠 4 (34) (5 6) 不明 3 8 (I) 

VI 不明 不明 不明 5 欠 64 (74) (7 8) 3 3 不明 (1 5) 

VI 不明 2 2 3 欠 64 (141) (8 7) 不明 4 9 (2 9) 

VIiia 不明 不明 I 6 欠 64 (65) (6 2) 3 l 不明 (2 I) 

VI 不明 不明 I 6 欠 64 (14) (3 7) 2 8 不明 (0 8) 

VII 不明 不明 I 6 欠 64 (17) (4 2) 2 8 不明 (0 6) 

Vllia I I 2 I 完 6 643 13 2 8 6 10 I 2 9 

VI I l 2 I 完 6 1227 19 0 10 5 10 8 3 5 

VI 3 2 2 I 完 50 267 13 8 4 6 7 5 2 3 

VI 3 3 1 I 完 64 582 16 0 4 3 8 3 3 5 

VII 2 l 1 I 完 16 31 8 0 I 5 3 5 0 9 

VII 2 不明 不明 不明 完 64 47 7 5 3 I 5 I 11 

vnla 2 2 2 1 完 64 67 8 I 2 2 4 3 1 9 

不明 2 2 2 I 完 64 77 7 5 2 6 6 I 1 7 

VI 2 I 2 2 欠 19 (39) (6 2) (2 3) 3 6 (I 2) 

VII 3 I I 1 完 64 157 13 2 3 9 5 0 2 0 

VI 2 I 2 l 完 64 125 11 0 3 0 6 3 I 7 

VII 2 I 2 1 完 64 128 8 2 4 2 5 7 I 9 

VII 2 I 2 l 完 64 86 10 5 2 5 5 7 I 3 

VII 3 3 2 l 完 64 74 11 5 4 4 5 9 11 

VII 3 3 2 2 欠 6 (210) (13 1) (5 I) 8 4 I 4 

VI I I I l 完 64 178 13 8 4 0 2 2 2 3 

VI 2 I 2 I 完 64 190 13 9 3 2 6 I 2 0 

VIiia 2 I I I 完 64 271 11 0 3 I 4 8 3 8 

VI 2 3 I I 完 64 158 12 6 2 4 7 4 2 0 

VI 3 I I 2 欠 64 (114) (I I) 不明 5 4 1 7 

VII 3 3 I 2 欠 6 (220) (10 8) 不明 7 0 (2 8) 

VI 3 3 2 3 欠． 64 (91) (6 5) 不明 5 6 (1 9) 

Vllb 3 2 I 3 欠 64 (46) (5 8) 不明 4 5 (1 4) 

VI 3 不明 I 10 欠 27 (122) (8 4) 不明 不明 (1 8) 

VI 3 I I 2 欠 64 (76) (8 3) 不明 4 7 (I 4) 

VIiia 2 2 2 I 完 64 85 8 I 2 5 5 8 1 8 

VI 3 3 2 I 完 64 257 10 5 3 7 6 8 3 5 

VI 2 I 2 I 完 64 67 8 6 2 I 4 0 2 0 

VI 不明 不明 I 6 欠 64 (34) (6 3) 3 3 不明 (!) 

Vllla ］ 不明 2 6 欠 28 (76) (6 5) 3 5 不明 (I 5) 

VI 3 I I I 完 64 95 9 4 3 0 6 0 1 8 

VI 3 I I I 完 64 74 9 2 2 7 5 2 I 5 

VII 3 1 2 I 完 64 68 9 4 3 I 4 9 1 3 

VI 3 I 2 I 完 64 74 9 5 3 8 5.0 

Vllla 3 1 I I 欠 64 (88) (10) 2 6 6.1 1 7 



2.縄文時代

番号
出土

陪位
分類 欠損 石材 重只 大きさ (cm)

位骰 形状刃部器面残存 状態 コード (g) 長さ 基部刃部厚さ

311 CL32-a VI 3 1 2 I 完 64 50 8 9 2 9 4 7 11 

スタンプ形石器

番号
出上
層位
分類 欠損 石材 頂駄 大きさ (cm)

位四 形状凹穴打痕磨面 状態 コード (g) 長さ 幅 厚さ
312 1区 VIiia 3 2 1 1 完 64 160 IO 4 4 5 7 2 2.2 

361 AW13℃ VIiia I C 欠 34 (488) (9 I) 6 4 5 0 
313 DM40-d VI 3 2 I 2 欠 64 (74) (7 9) 不明 4 9 (I 6) 

362 CW34-a VI 不明 完 5 797 II 0 7 0 6 I 
314 I区 VII 3 1 I 3 欠 64 (28) (4 9) 不明 4 8 I 0 

363 BV22-a VIiia 1 完 7 645 11 4 6 6 5 8 
315 CM28-d VI 3 2 2 1 完 64 240 11 9 3 9 8 7 2 8 

364 DC37 VIiia 2 完 5 530 10 0 8 5 4 0 
316 I区 VI 3 I l 1 完 50 199 12. 7 6 7 7 I 2 8 

365 l区 Vllla 1 C C D 完 5 600 10 6 6 6 5 2 
317 DG33 VIiia 3 3 1 1 完 64 159 11 5 3 6 6 8 2 2 

318 BP24~b VI 3 I 2 l 完 64 89 11 6 3 6 6 4 1 2 

319 CK3!-c VI 4 2 2 I 完 16 267 10 8 7 9 6 0 2 8 
凹石・磨石・敲石類

320 CK32-a VI 4 I 2 1 完 64 215 12 2 6 7 7 9 2 7 

321 BT17 VIiia 4 l 1 1 完 64 170 10 0 4 2 5 5 I 7 
番号
出土
層位
分類 欠損 石材 重只 大きさ (cm)

位屈 形状凹穴打痕磨面 状態 コード (g) 長さ 幅 肛さ

322 CK31-c VI 4 2 2 1 完 64 170 9 7 5 0 8 0 2 3 388 I区 VII 2 
B C A 完 34 918 11 9 10 I 4 6 

323 CT59 VI 4 I 2 1 完 64 151 10 0 7 0 6 8 2 3 389 
AW!2;: Villa I C C C 完 5 707 13 2 8.8 5 0 

324 BV22-c VIiia 4 2 I 1 完 64 235 10 2 7 4 7 3 2 7 390 CP32-b VI I C 完 5 650 11.4 8 1 5 1 

325 DA41 VIiia 4 I 2 I 完 64 220 12 2 5 9 6 7 2 I 391 
CS 35-a VI I A 完 5 524 10 7 8 I 4 0 

326 CX35 VIiia 4 I I I 完 64 206 10 6 3 8 4 7 2 3 392 
CL28-c VI I C B 完 5 590 13 2 8 0 3 2 

327 I区 VI 4 1 I I 完 64 194 10 4 5 4 6 5 2 1 393 
CQ30-b VII 3 A 完 34 716 13 0 8 9 3 6 

328 BX26-b VI 5 10 l 8 欠 64 (40) (8 6) 不明 不明 (I 2) 394 DC39 VII I C 完 5 289 8 8 5 8 3 8 

329 CX47 VIiia 5 l 2 I 完 64 250 13 9 4 1 5 2 2 2 395 1区 VII I C A 完 34 215 8 7 5 3 3 2 

330 BR21-b VI 4 1 I I 欠 64 (310) 13 I 5 I 8 0 3 5 396 
DE35 VI 1 C A 完 5 240 9 3 5 9 2 7 

331 BT22-d VIiia 5 I 1 l 完 64 173 13 0 4 2 6 4 I 8 397 CT32 Vllla 不明 C B 欠 5 (384) 11 7 (5 7) 4 0 

332 BP24-c VI 5 1 2 I 完 64 194 II 7 5 4 6 7 2 2 398 
DM42-d VIiia l D C 完 5 344 11 9 9 I 2 4 

333 I区 VJ 4 I I 3 欠 64 (55) (8 2) 不明 6 2 I 5 399 1区 VII I 
B C A 完 33 518 IO 5 7 5 3 9 

334 I区 VI 4 3 ］ 1 完 64 215 13 3 3 8 6 0 2 4 400 I区 VII I 
B C A 完 5 724 13 I 8 6 3 8 

335 BU18 VI 5 I 2 1 完 64 142 11 0 5 8 6 8 l 7 401 CT59 VI I C A 完 5 250 9 7 6 7 2 2 

336 1区 VI 不明 3 I 3 欠 64 (59) (5 7) 不明 5 I I 5 402 CX36 
珊a 1 A C A 完 44 266 9.3 6 2 3 0 

337 D]40-a VI 不明 2 I 4 欠 64 (7) (2 2) 不明 2 8 (0 9) 403 
AY5-d VJ I C D 完 34 356 9.9 5 5 3 6 

338 I区 VI 不明 不明 I 9 欠 64 (5) (2 9) 不明 不明 (0 6) 404 CT3.1ーa VI 1 
C C A 完 5 420 9.5 6 9 4 1 

339 1区 VII 不明 不明 I 4 欠 64 (41) (4 2) 不明 (8 1) (I) 405 CR32 
ynIb 1 B C 完 5 276 8 7 5 8 3 2 

340 1区 VII 不明 不明 2 7 欠 4 (91) (5) 4 5 不明 (2 8) 406 I区 VII 3 
A 完 5 266 9 9 7 0 3 5 

341 1区 VI 不明 不明 2 7 欠 64 (74) (4 2) 4 6 不明 (2 8) 407 
0040-c ynla I A A A 完 5 314 9 3 6 8 4 4 

342 CG27~c VI 不明 不明 不明 9 欠 64 (13) (3 I) 不明 不明 (0 9) 408 1区 vnla 不明
B A 欠 5 (287) (9 8) (4 8) (4 2) 

343 CL28~a VI 不明 I l 4 欠 64 (18) (3 6) (3 6) 不明 (1 4) 409 CQ沼—a VI 3 - D 完 5 174 8 8 5 8 2 5 

344 1区 VII 不明 2 l 4 欠 64 (10) (3 3) 不明 4 7 (0 7) 410 I区 VII 1 
B C 完 5 305 7 5 5 7 4 9 

345 1区 VII 不明 不明 2 7 欠 64 (21) (3) 4 6 不明 (I 7) 411 I区 VI I 
B C 完 5 383 10 3 6 9 3 7 

346 1区 VI 不明 不明 I 7 欠 17 (21) (2 9) 3 6 不明 (1 3) 412 
DS45~a VI I C A 欠 7 (435) (9 7) 7 4 (4 2) 

347 CL31-d VI 不明 I I 7 欠 64 (10) (3 2) 2 9 不明 (0 6) 413 
CL30-a Vllla I A C 完 5 377 8 7 6 4 4 7 

348 CL28-c VI 不明 不明 不明 9 欠 64 (19) (3 9) 不明 不明 (I 4) 414 ！区 VI I 
B C A 完 5 505 9 7 7 8 4 6 

415 CQ34 VII 1 B D A 完 44 480 9 9 6 9 4 6 

磨製石斧
416 B022-a VIlla I A C B 完 34 580 11 0 7.0 4 9 

417 CV32 vma 1 D E A 完 44 377 9 5 6 8 3 5 

番号
出土

陪位
分類 欠損 石材 重星 大きさ (cm)

位詔 形状残存 状態 コード (g} 長さ 基部刃部厚さ

418 1区 VII 3 - B A 完 34 434 9 4 7 2 3 9 

419 1区 VI I B 完 5 390 10 5 7 3 4 5 

349 I区 VI 2 I 完 30 18 4 2 l 8 2 9 0 9 420 CO沿 b Vllla 3 B C 完 5 326 9 8 8 2 4 0 

350 CL3J-b VII 2 I 完 31 32 6 0 2 I 3 3 1 0 421 CMめa VII 1 C C A 完 5 504 11 3 7 7 3 6 

351 DG29 VI I 3 欠 26 (50) (7 7) 不明 2 0 I 0 422 DL 40--a VI 1 D E A 完 5 689 9 9 8 6 5 5 

352 DG3!-a VI 2 9 欠 26 (64) (8 6) 不明 不明 (I 4) 423 DM41℃ Villa 2 C C B 完 5 605 8 6 7 8 6 6 

353 ！区 VIII 不明 9 欠 26 (71) (6 6) 不明 不明 (2 7) 424 DE35 VIiia I C A 完 5 798 12 5 10 8 4 3 

354 ！区 VI 不明 9 欠 26 (198) (8 5) 不明 不明 (3 9) 425 DC37 VII I C B 完 5 620 10 I 8 3 5 9 

355 CX47 VIiia 1 l 欠 26 (610) (18 2) 3 0 6 5 3 8 426 CT32 VIiia I B C C 完 5 518 10 7 7.8 3 8 

356 CW34-a VII I I 完 26 340 17 0 3 0 4 5 2 7 427 BYおa VIiia 2 - D 完 44 55 3 9 3 4 3 1 

357 DE35 VIlla I 8 欠 26 (163) (17 5) 不明 不明 (2 I) 428 DS41-<i 不明 2 - A 完 16 42 4 6 4 0 1 4 

358 AX9-d VIiia 不明 9 欠 26 (180) (7 6) 不明 (3 6) 429 DE35 VIiia I D C A 完 5 533 10 5 7 9 4 0 

359 DG33 VIlla I 2 欠 26 (154) (JO 4) 不明 4 6 (2 3) 430 DC37 VI 2 C B 完 34 330 8 1 7 9 3 5 

431 CP34 Vllla 2 A C A 完 5 1086 12 4 11 0 4 8 

剥片 432 CT34-a VI 2 A C 完 5 750 11 0 7 3 6 2 

番号 1 喜孟 1 層位 1 分類 ~I 門
244 I I区ynl ―完

433 CV32 Villa 2 A C A 完 34 259 7 5 6 4 3 6 

434 1区 VI 2 A C A 完 5 300 8 5 7 7 3 I 

435 1区 VI 2 - C B 完 7 370 9 5 8 5 2 9 

436 1区 VII 2 B C A 完 5 491 9 5 8 6 4 2 

437 CMl)-a VII 2 - E A 完 5 512 11 3 10 6 3 5 

438 CX47 VI I B C 完 5 428 9 1 8 4 4 2 

439 l区 VII 2 - B 完 5 1090 10 7 10 2 6 6 

440 l区 Villa 3 A 完 5 512 9 7 9 1 4 I 

441 IV区 VII 2 D 完 34 1337 11 7 10 0 8 0 

442 CL28-d VIiia I C 完 34 176 8 7 6 3 2 4 

443 BX20 VI 3 欠 34 (361) (8 5) (5 7) (4 3) 

373 
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利
E
4
式
2a
 
G
 

゜
゜
゜゚

3
3
 2
 

02
住
ー
2
+
4
 
加
曾
利
E
3
式
3a
 
B
 

゜
゜
1/
1 

8
 5
 

03
住
ー
1
床
面
直
上
諸
磯
a
式
6
類
2b
 
B
 

゜
゜
3/
4
 
3/
4
 
(2
7) 

03
住
-
2
 床
面
直
上
諸
磯
a
式
la
類
2a
 
B
 

゜
3/
4
 

03
住
—

3
+
12
 
諸
磯
a
式
l
f類
18
 
B
 

゜
1/
5 

(3
 0
)
 

03
住
—

4
+
1
3
 
諸
磯
a
式
le
類
18
 
B
 

゜
゜

03
住
ー
5
+
II
 
諸
磯
b
式
2
類
18
 
B
 

゜
゜

03
住
ー
6
+
3
9
 
諸
磯
a
式
2b
 
B
 

゜
゜

03
住
—

7
+
2
1
 
諸
磯
a
式
2b
 
B
 

゜
3/
4 
3/
4 

(6
 5
)
 

03
住
ー
8
+
21
 
諸
磯
a
式

2b
 
I
 

゜
゜

03
住
ー
9
+
31
 
黒
浜
式
3a
類
2b
 
C
 

゜
゜
゜

0
3
住
~
10
 
+
2
 
有
尾
式

2a
•b

 
D
 

゜
゜

0
3住

—
I]
+
3
 
有
尾
式

2b
 
H
 

゜
゜

01
坑
ー
］
+
2
1
 
黒
浜
式

2b
 
C
 

゜
゜

番
号
出
土
状
態
分
類
縄
文
胎
土
器
形

口
縁
形
態
部
位

大
き
さ
(c
m)

(c
m)
 

深
鉢
浅
鉢
平
縁
波
状
口
縁
胴
部
底
部
口
径
底
径
高
さ

01
坑
—

2
+
2
0
 
黒
浜
式

17
 
D
 

゜
゜

1/
4
 
1/
4
 
(2
0)
 

05
坑
ー
］
+
2
6
 
黒
浜
式
2c
類
18
 
D
 

゜
゜
゜

05
坑
—

2
+
7
 
有
尾
式
2a
類

2b
•c

 
C
 

゜
゜

06
坑
ー
1
+
2
4
 
有
尾
式
2
b類
18
 
C
 

゜
゜

06
坑
—

2
+
6
 
黒
浜
式
le
類
18
 
C
 

゜
゜

06
坑
ー
3
+
3
1
 
有
尾
式
4a
・b
 
D
 

゜
゜

06
坑
—

4
底
面
直
上
黒
浜
式

2a
•b

 
D
 

゜
゜

06
坑
ー
5
+
11
 
黒
浜
式

4a
 
C
 

゜
゜

06
坑
—

6
22
 
有
尾
式

2a
•b

 
C
 

゜
1/
2
 
1/
2 

(8
) 

07
坑
-
I
 埋
没
土
中
有
尾
式
5
類
4a
・b
 
D
 

゜
゜
゜

07
坑

—
2
+
3
8
 
有
尾
式

2a
•b

 
D
 

゜
゜

07
坑
ー
3
33
 
黒
浜
式

2b
 
D
 

゜
゜

09
坑
ー
］
底
面
直
上
有
尾
式
5
類

la
•b

 
C
 

゜
゜

1/
4 
1/
4
 
(2
6.
5)
 

10
坑
—

l
埋
没
土
中
黒
浜
式
2c
類
18
 
D
 

゜
゜

10
坑
ー
2
埋
没
土
中
黒
浜
式

2b
 
F
 

゜
゜

(
8
 6)
 

11
坑
ー
1
埋
没
土
中
有
尾
式
5
類
lb
 
D
 

゜
゜
゜

11
坑
-
2
埋
没
土
中
黒
浜
式
la
類
18
 
C
 

゜
゜
゜

11
坑
ー
3
埋
没
士
中
黒
浜
式
le
類
18
 
C
 

゜
゜

13
坑
—

l
埋
没
土
中
有
尾
式
5
類

4a
•b

 
D
 

゜
゜
゜

13
坑
ー
2
埋
没
土
中
黒
浜
式

2b
 
C
 

゜
゜

14
坑
ー
1
埋
没
土
中
黒
浜
式
la
類
18
 
D
 

゜
゜

14
坑
ー
2
埋
没
土
中
有
尾
式
2a
類
la
・b
 
C
 

゜
゜

14
坑
ー
3
埋
没
土
中
有
尾
式
5
類

la
•b

 
D
 

゜
゜

1/
4
 
1/
4 

(2
7)
 

14
坑
—

4
埋
没
土
中
黒
浜
式
3a
類
4b
 
D
 

゜
゜

1/
4
 
1/
4 

(
2
8
 5)
 

14
坑
ー
5
埋
没
土
中
有
尾
式
5
類
2a
・b
 
C
 

゜
1/
4 

14
坑
ー
6
埋
没
土
中
有
尾
式
4a
・b
 
C
 

゜
1/
2 

(
8
 7)
 

14
坑
—

7
埋
没
土
中
有
尾
式

2a
•b

 
C
 

゜
゜

14
坑
ー
8
埋
没
土
中
黒
浜
式

2b
 
D
 

゜
゜

15
坑
ー
l
埋
没
土
中
黒
浜
式

2a
 
D
 

゜
゜

17
坑
—

1
埋
没
土
中
有
尾
式
2b
類
18
 
F
 

゜
゜゚

17
坑
—

2
埋
没
土
中
有
尾
式
2a
・b
 
C
 

゜
゜

17
坑
ー
3
埋
没
土
中
有
尾
式

2a
•b

 
F
 

゜
゜

17
坑
—

4
埋
没
土
中
黒
浜
式

la
 
D
 

゜
゜

18
坑
-
1
 埋
没
土
中
黒
浜
式
2a
・b
 
D
 

゜
゜

18
坑
ー
2
埋
没
土
中
黒
浜
式

lb
 
D
 

゜
゜

19
坑
-
I
 埋
没
土
中
黒
浜
式
ld
類
2
b
 
C
 

゜
゜

20
坑
—

1
埋
没
土
中
田
戸
下
陪
式

4a
•b

 
B
 

゜
゜
゜

20
坑
ー
2
埋
没
土
中
有
尾
式
2b
類
4a
 
C
 

゜
゜

20
坑
ー
3
埋
没
土
中
黒
浜
式
3a
類
2b
 
F
 

゜
゜

20
坑
—

4
埋
没
土
中
黒
浜
式

4a
 
C
 

゜
゜

20
坑
—

5
埋
没
土
中
稲
荷
台
式
4a
・b
 
B
 

゜
゜

22
坑

—
l
埋
没
土
中
黒
浜
式
le
類
18
 
C
 

゜
゜
゜
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番
号
出
土
状
態
分
類
縄
文
胎
土
器
形

口
縁
形
態
部
位

大
き
さ
(c
m)

(c
m)
 

深
鉢
浅
鉢
平
縁
波
状
口
縁
胴
部
底
部
口
径
底
径
高
さ

22
坑
ー
2
埋
没
土
中
有
尾
式
2b
類
4b
 
C
 

゜
゜

22
坑
-
3
埋
没
土
中
有
尾
式
2b
類
18
 
C
 

゜
゜゚

22
坑
—

4
埋
没
土
中
黒
浜
式
3
類
2a
 
C
 

゜
゜
゜

22
坑
ー
5
埋
没
土
中
有
尾
式

4a
•b

 
C
 

゜
゜

22
坑
-
6
埋
没
土
中
有
尾
式

lb
 
D
 

゜
゜

22
坑
—

7
埋
没
土
中
有
尾
式
la
・b
 
D
 

゜
゜

22
坑
ー
8
埋
没
土
中
黒
浜
式

2a
 
C
 

゜
゜

23
坑
ー
］
埋
没
土
中
有
尾
式
2b
類
18
 
C
 

゜
゜゚

23
坑
ー
2
埋
没
土
中
黒
浜
式
3
類
2a
・b
 
C
 

゜
゜゚

23
坑
—

3
埋
没
土
中
黒
浜
式

lb
•2

a 
D
 

゜
゜

26
坑
ー
1
埋
没
土
中
有
尾
式

2a
•b

 
C
 

゜
゜

26
坑ー
2
埋
没
土
中
黒
浜
式
le
類
18
 
C
 

゜
゜

29
坑
ー
l
埋
没
土
中
黒
浜
式
le
類
18
 
C
 

゜
゜

29
坑
-
2
埋
没
土
中
有
尾
式
2a
・b
 
H
 

゜
゜

31
坑
—

l
底
面
直
上
有
尾
式
2b
類

2a
•b

 
F
 

゜
゜
4/
5 
4/
5 

3
3
 6
 

33
坑
ー
1
埋
没
土
中
有
尾
式
2b
類
2b
 
C
 

゜
゜゚

35
坑
ー
1
埋
没
土
中
有
尾
式
5
類
2a
 
C
 

゜
゜

35
坑
—

2
埋
没
土
中
有
尾
式
5
類

4a
•b

 
C
 

゜
゜
1/
1
 

5.
2 

35
坑
ー
3
埋
没
土
中
黒
浜
式
la
・b
 
C
 

゜
゜

43
坑
—

1
埋
没
土
中
黒
浜
式
3
類
2b
 
J
 

゜
゜
゜

44
坑
—

l
埋
没
土
中
加
曾
利
E
3
式
18
 
B
 

゜
゜

45
坑
-
1
 埋
没
土
中
諸
磯
a
式
2b
 
B
 

゜
゜

46
坑
—

l
埋
没
土
中
諸
磯
a
式
9
類
2b
 
B
 

゜
゜

01
陥
穴

—
l
埋
没
土
中
黒
浜
式

2b
 
D
 

゜
゜

01
陥
穴
ー2
埋
没
土
中
黒
浜
式

2b
 
D
 

゜
゜

(9 
6
)
 

02
倒
木
ー
l
埋
没
土
中
諸
磯
a
式
4a
 
B
 

゜
゜

03
倒
木
ー
l
埋
没
土
中
有
尾
式
2b
類
2b
 
C
 

゜
゜゚

03
倒
木
ー2
埋
没
土
中
稲
荷
台
式
18
 
B
 

゜
゜

08
倒
木
ー
l
埋
没
土
中
黒
浜
式

18
 
C
 

゜
1/
4 

(1
3) 

08
倒
木
ー2
埋
没
土
中
有
尾
式
2b
類
2b
 
C
 

゜
゜

08
倒
木
ー3
埋
没
土
中
有
尾
式

2b
 
D
 

゜
゜

08
倒
木
—

4
埋
没
土
中
諸
磯
b
式
2a
類
18
 
D
 

゜
゜

08
倒
木
ー5
埋
没
土
中
諸
磯
式

2b
 
B
 

゜
゜

12
倒
木
ー
］
埋
没
土
中
黒
浜
式

la
 
D
 

゜
゜

18
倒
木
ー
1
埋
没
土
中
有
尾
式
2b
類
2a
 
D
 

゜
゜
゜

18
倒
木
ー2
埋
没
土
中
黒
浜
式

7a
•b

 
C
 

゜
゜

18
倒
木
ー3
埋
没
土
中
黒
浜
式
la
類
2b
 
D
 

゜
゜

3 7 5  

く
包
含
層
出
土
の
土
器
〉

番
号
出
土
位
置
層
位

分
類
縄
文
胎
土
器
形
口
縁
形
態
部
位

大
き
さ
(c
m)

深
鉢
浅
鉢
平
縁
波
状
口
縁
胴
部
底
部
口
径
底
径
高
さ

1
 
F
M
5
7
-
d
 
VI
 

夏
島
式
9b
 
B
 

゜
゜
゜

2
 
E
B
4
6
-a
 
VI
 

夏
島
式
18
 
B
 

゜
゜
゜

3
 
El
51
-b
 
VIii
a
 
夏
島
式
18
 
B
 

゜
゜
゜

4
 
E
Q
51
-c
 
V Iii
a
 
夏
島
式
18
 
B
 

゜
゜
゜゚

5
 
E
A
4
6
-b
 
VIii
a
 
夏
島
式
9b
 
B
 

゜
゜
゜

6
 
E
R
5
2
-c
 
V Iii
a
 
夏
島
式
18
 
B
 

゜
゜

7
 
F
A
5
3
-
b
 
V
I
~
Vi
ll
a
 
山
形
押
型
文
18
 
B
 

゜
゜
゜

8
 
F
L
5
8
-a
 
VIii
a
 
楕
円
押
型
文
18
 
D
 

゜
゜

，
 FL5
8
-a
 
VII
 
山
形
押
型
文
lb
 
D
 

゜
゜

10
 
E
C
4
8
-
b
 
VIii
a
 
田
戸
下
層
式
18
 
G
 

゜
゜
゜

11
 
E
J
48
 
不
明
田
戸
下
陪
式
18
 
E
 

゜
゜

12
 
E
E
5
0
-
b
 
VIii
a
 
田
戸
下
層
式
18
 
B
 

゜
゜
゜

13
 
E
C
5
0
-d
 
V Iii
a
 
田
戸
下
陪
式
18
 
B
 

゜
゜
゜゚

14
 
EI
49
-c
 
VIii
a
 
田
戸
下
層
式
18
 
B
 

゜
゜
゜

15
 
E
C
5
1
-d
 
VIii
a
 
三
戸
式
18
 
B
 

゜
゜

16
 
E
T
4
9
-
d
 
VIii
a
 
田
戸
下
層
式
18
 
B
 

゜
゜゚

17
 
E
H
5
0
-d
 
VI
 

三
戸
式
18
 
G
 

゜
゜

18
 
E
U
5
3
-
a
 
Vll
lb 

三
戸
式
18
 
B
 

゜
゜
゜゚

19
 
E
F
4
7
-
d
 
VIii
a
 
田
戸
下
層
式
18
 
B
 

゜
゜

20
 
E
G
4
8
-a
 
V Iii
a
 
田
戸
下
附
式
18
 
D
 

゜
゜

21
 
E
E
5
0
-
c
 
VI
ii
a
 
田
戸
下
陪
式
18
 
B
 

゜
゜

22
 
E
F
4
6
-b
 
V Iii
a
 
田
戸
下
層
式
18
 
B
 

゜
゜

23
 
E
B
4
7
-b
 
VIii
a
 
三
戸
式
18
 
B
 

゜
゜

24
 
F
F
5
7
-c
 
VIii
a
 
田
戸
下
層
式
18
 
G
 

゜
゜
゜゚

25
 
E
U
5
2
-a
 
V Iii
a
 
田
戸
下
庖
式
18
 
B
 

゜
゜

26
 
E
D
5
0
-
c
 
VIii
a
 
田
戸
下
陪
式
18
 
B
 

゜
゜

27
 
E
T
4
9
-a
 
VI
Ua
 
田
戸
下
層
式
18
 
G
 

゜
゜

28
 
E
S
5
1
-d
 
VIii
a
 
三
戸
式
18
 
B
 

゜
゜

29
 
E
J
50
-c
 
VIii
a
 
田
戸
J
:
陪
式
18
 
F
 

゜
゜
゜

30
 
E
S
4
9
-b
 
V Iii
a
 
田
戸
上
庖
式
18
 
E
 

゜
゜
゜

3
1
 
D
X
4
8
-
d
 
VI
 
早
期
無
文
18
 
D
 

゜
゜
゜

32
 
E
T
5
0
-b
 
VIii
a
 
早
期
無
文
18
 
F
 

゜
゜゚

33
 
E
J4
8
-a
 
V Iii
a
 
早
期
無
文
18
 
B
 

゜
゜
゜

34
 
F
A
5
2-
b 
Vl
・V
II
 
早
期
無
文
18
 
B
 

゜
゜
゜

35
 
E
M
4
9
-
a
 
YIl
la 
早
期
無
文
18
 
B
 

゜
゜
゜

36
 
E
E
4
8
-
c
 
YIl
la 
早
期
無
文
18
 
D
 

゜
゜
゜

37
 
E
L
5
0
~a
 
VI
 
早
期
無
文
18
 
B
 

゜
゜
゜

38
 
E
J
51
-c
 
Vill
a
 
早
期
無
文
18
 
B
 

゜
゜
゜

39
 
D
Y
4
9
-b
 
VI
 
早
期
無
文
18
 
B
 

゜
゜

40
 
E
B
4
9
-
b
 
VIii
a
 
早
期
無
文
18
 
D
 

゜
゜
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3 7 6  

番
号
出
土
位
置
層
位

分
類
縄
文
胎
土
器
形
口
縁
形
態
部
位

大
き
さ
(c
m)

深
鉢
浅
鉢
平
縁
波
状
口
縁
胴
部
底
部
口
径
底
径
高
さ

41
 
E
S
5
4
-c
 
VIii
a
 
早
期
条
痕
文
18
 
B
 

゜
゜

42
 
E
T
5
5
-c
 
V Iii
a
 
早
期
条
痕
文
18
 
B
 

゜
゜

43
 
F
L
6
2
-
a
 
VIii
a
 
早
期
条
痕
文
18
 
C
 

゜
゜

44
 
El
49
-d
 
VI
 
早
期
条
痕
文
18
 
F
 

゜
゜
゜

45
 
El
51
-b
 
VIii
a
 
花
積
下
層
式
17
 
D
 

゜
゜
゜

46
 
E
C
4
3
-b
 
Vll
la 
花
積
下
陪
式
4a
 
D
 

゜
゜

47
 
E
J5
0-
a 
Vll
lb 
花
積
下
陪
式
4b
 
D
 

゜
゜

48
 
F
N
6
0
-c
 
VIii
a
 
花
積
下
層
式
18
 
D
 

゜
゜

49
 
E
K
5
!
-a
 
Vill
a
 
有
尾
式
2a
類

2a
•b

 
C
 

゜
゜゚

50
 
F
0
6
2
~d
 
Vil 
有
尾
式
2a
類
2a
 
D
 

゜
゜゚

51
 
E
F
5
0
-b
 
VIii
a
 
有
尾
式
2a
類
18
 
C
 

゜
゜゚

52
 
E
J5
0
-d
 
V ill
a
 
有
尾
式
2a
類
2b
 
C
 

゜
゜゚

53
 
F
F
6
0
~c
 
VII
 
有
尾
式
2a
類
18
 
D
 

゜
゜゚

54
 
E
K
5
5
-c
 
V ill
a
 
有
尾
式
2a
類
18
 
F
 

゜
゜

55
 
E
R
5
7
-
d
 
V ill
a
 
有
尾
式
2a
類
18
 
F
 

゜
゜

56
 
E
E
5
0
-b
 
Vill
a
 
有
尾
式
2a
類
18
 
C
 

゜
゜

57
 
E
G
5
3
-c
 
VI
 
有
尾
式
2a
類
18
 
D
 

゜
゜

58
 
E
H
5
1
-d
 
V Iii
a
 
有
尾
式
2b
類
18
 
D
 

゜
゜

59
 
E
J5
3-
c 
V Iii
a
 
有
尾
式
2b
類
18
 
D
 

゜
゜゚

60
 
E
K
5
4
-b
 
VI
 
有
尾
式
2b
類
18
 
F
 

゜
゜゚

61
 
E
J5
2
-b
 
V Iii
a
 
有
尾
式
2b
類
18
 
D
 

゜
゜゚

62
 
E
S
4
9
-c
 
VIii
a
 
有
尾
式
2b
類
18
 
F
 

゜
゜゚

63
 
E
J5
2-
d 
VIii
a
 
有
尾
式
2b
類
18
 
C
 

゜
゜゚

64
 
E
R
5
5
-d
 
VI
 
有
尾
式
2b
類
18
 
C
 

゜
゜
゜

65
 
E
K
5
1
-b
 
V Iii
a
 
有
尾
式
2b
類
18
 
C
 

゜
゜

66
 
E
F
4
9
-a
 
VIii
a
 
有
尾
式
2b
類
18
 
C
 

゜
゜

67
 
E
Y
5
6
-d
 
VIii
a
 
有
尾
式
2b
類
18
 
D
 

゜
゜

68
 
F
B
5
3
-c
 
V
I
~
VIii
a
 
有
尾
式
2b
類
18
 
D
 

゜
゜

69
 
E
D
5
1
-
d
 
VI
 
有
尾
式
2b
類
18
 
J
 

゜
゜

70
 
E
S
5
2
-d
 
VIii
a
 
有
尾
式
2b
類
18
 
F
 

゜
゜

71
 
E
K
5
6
-a
 
VI
 
有
尾
式
2b
類
17
 
C
 

゜
゜

72
 
E
R
5
1
-
c
 
Vill
a
 
有
尾
式
2b
類
18
 
C
 

゜
゜

73
 
E
K
5
0
-c
 
VIii
a
 
有
尾
式
2b
類

2a
•b

 
C
 

゜
゜゚
゜

74
 
F
B
5
3
-a
 
V
I
~
Vil
l
a
 
有
尾
式
2b
類

2a
•b

 
C
 

゜
゜゚

75
 
E
K
5
1
-b
 
V Iii
a
 
有
尾
式
2b
類
18
 
C
 

゜
゜゚

76
 
E
L
5
2
-a
 
Vill
a
 
有
尾
式
2b
類
4a
・b
 
J
 

゜
゜

77
 
F
F
5
9
-a
 
VI
 
有
尾
式
2b
類
2a
・b
 
D
 

゜
゜

78
 
E
J5
0
-c
 
Vill
a
 
有
尾
式
2b
類

4a
•b

 
C
 

゜
゜

79
 
E
M
4
9
~b
 
V ill
a
 
有
尾
式
2b
類
2a
・b
 
C
 

゜
゜

80
 
F
Q
60
-d
 
VIii
a
 
有
尾
式
2b
類

la
•b

 
C
 

゜
゜

81
 
E
S
5
3
-
d
 
VIii
a
 
有
尾
式
2b
類

4a
•b

 
C
 

゜
゜

82
 
E
S
4
9
-c
 
VIii
a
 
有
尾
式
2b
類

2a
•b

 
F
 

゜
゜

番
号
出
土
位
慨
陪
位

分
類
縄
文
胎
土
器
形
口
縁
形
態
部
位

大
き
さ
(c
m)

深
鉢
浅
鉢
平
縁
波
状
口
縁
胴
部
底
部
口
径
底
径
高
さ

83
 
E
F
5
2
-d
 
VIii
a
 
有
尾
式
2b
類
2a
 
D
 

゜
゜

84
 
E
R
5
0
-
d
 
VIii
a
 
有
尾
式
2c
類
18
 
D
 

゜
゜゚

85
 
El
48
-b
 
VI
 
有
尾
式
4
類
2a
・b
 
F
 

゜
゜

1/
4 

(3
2)
 

86
 
E
F
4
5
-
b
 
V Iii
a
 
有
尾
式
5
類

la
•b

 
D
 

゜
゜

1/
6
 1
/6
 
(2
6)
 

87
 
E
U
5
5
-
d
 
VI
ii
a
 
有
尾
式
5
類

la
•b

 
D
 

゜
゜
゜

88
 
E
J4
8 
不
明
有
尾
式
5
類
la・
b
 
D
 

゜
゜
゜

89
 
F
M
6
4
-c
 
VIii
a
 
有
尾
式
5
類

la
•b

 
C
 

゜
゜
゜

90
 
E
G
4
6
-
d
 
Vill
a
 
有
尾
式
5
類

la
•b

 
C
 

゜
゜
゜

91
 
E
G
5
0
-b
 

Vl
Ila

• 
有
尾
式
5
類
la
 
C
 

゜
゜
゜

92
 
E
l4
9-
a 
VIii
a
 
有
尾
式
5
類

Ja
•2

b 
C
 

゜
゜
゜

93
 
F
L
6
1
-a
 
VIii
a
 
有
尾
式
5
類
2a
・b
 
D
 

゜
゜
゜゚

(2
2)
 

94
 
E
J5
0-
c 
Vill
a
 
有
尾
式
5
類
4a
 
D
 

゜
゜
゜゚

(1
9) 

95
 
E
A
S
O
-b
 
V ill
a
 
有
尾
式
5
類
2b
 
D
 

゜
゜
゜

96
 
F
Q
60
-b
 
VI
 
有
尾
式
5
類

2a
•b

 
C
 

゜
゜゚

97
 
F
C
5
3
-
a
 
VI
 •

 Vll 
有
尾
式
5
類
2a
・b
 
D
 

゜
゜゚

98
 
E
K
5
0
-d
 
VIii
a
 
有
尾
式
5
類

2a
•b

 
H
 

゜
゜
゜

99
 
E
J5
3-
c 
V ill
a
 
有
尾
式
5
類

2a
•b

 
D
 

゜
゜
゜

10
0 
E
J4
8
 
不
明
有
尾
式
5
類
2a
・b
 
C
 

゜
゜゚

10
1 
F
B
5
9
-c
 
V Iii
a
 
有
尾
式
5
類

2a
•b

 
C
 

゜
゜
゜

10
2 
F
K
5
9
-
d
 
VI
 
有
尾
式
5
類
2a
・b
 
C
 

゜
゜
゜

10
3 
E
P
5
6
-
c
 
VIii
a
 
有
尾
式
5
類

2a
•b

 
D
 

゜
゜
゜

10
4 
E
G
4
7
-
c
 
VI
 
有
尾
式
5
類
2b
 
C
 

゜
゜゚

10
5 
E
R
5
5
-b
 
Vll
la 
有
尾
式
5
類

2a
•b

 
D
 

゜
゜
゜

10
6 
F
L
5
8
~
c
 
VIii
a
 
有
尾
式
5
類
2a
・b
 
D
 

゜
゜
゜

10
7 
F
N
6
0
-c
 
VII 
有
尾
式
5
類
4b
 
D
 

゜
゜
゜

10
8
 
F
L
6
2
-
c
 
VIii
a
 
有
尾
式
5
類

4a
•b

 
C
 

゜
゜゚

10
9 
F
C
6
0
-
c
 
VI
 
有
尾
式
5
類
4a
・b
 
C
 

゜
゜
゜

11
0 
F
L
6
2
-b
 
Vll
la 
有
尾
式
5
類

4a
•b

 
D
 

゜
゜゚

11
1 
F
L
6
0
-
a
 
Vill
a
 
有
尾
式
5
類
7a
・b
 
D
 

゜
゜
゜

11
2 
E
M
5
7
-c
 
Vill
a
 
有
尾
式
5
類
9b
 
D
 

゜
゜
゜

11
3 
F
B
5
3
-a
 
VI
~
VIii
a
 
有
尾
式
5
類

9c
•d

 
C
 

゜
゜
゜

11
4 
E
J5
5
-b
 
V ill
a
 
有
尾
式
5
類
9d
 
C
 

゜
゜
゜

11
5 
E
S
5
6
-b
 
V Iii
a
 
有
尾
式
5
類
9b
 
D
 

゜
゜゚

11
6 
E
D
5
1
-
d
 
VIil
a
 
有
尾
式
la
・b
 
C
 

゜
゜

11
7 
E
U
5
7
-
d
 
VIii
a
 
有
尾
式
la
・b
 
D
 

゜
゜

11
8 
E
C
4
4
-d
 
VII 

有
尾
式
la
 
C
 

゜
゜

11
9 
E
T
5
1
-d
 
VIii
a
 
有
尾
式

la
•b

 
D
 

゜
゜

12
0 
E
U
5
5
-
b
 
Vill
a
 
有
尾
式
la
・b
 
C
 

゜
゜

12
1 
E
Q
51
-d
 
VI
 

有
尾
式

la
•Z

b 
D
 

゜
゜

12
2 
E
T
5
4
-
a
 
VIii
a
 
有
尾
式
la
・b
 
D
 

゜
゜

12
3 
E
G
4
7
-
a
 
VIii
a
 
有
尾
式
la
・b
 
D
 

゜
゜

12
4 
E
H
5
2
-
c
 
Vill
a
 
有
尾
式
la
・b
 
D
 

゜
゜

二 渥 棗 S 需 湘



3 7 7  

番
号
出
土
位
置
陪
位

分
類
縄
文
胎
土
器
形
口
縁
形
態
部
位

大
き
さ
(c
m)

深
鉢
浅
鉢
平
縁
波
状
口
縁
胴
部
底
部
口
径
底
径
高
さ

12
5 
E
J5
0
-d
 
Vill
a
 
有
尾
式
la
・b
 
D
 

゜
゜

12
6 
E
M
4
9
-
b
 
V Iii
a
 
有
尾
式

2a
•b

 
C
 

゜
゜

12
7 
E
K
5
1
-a
 
VI
 

有
尾
式

2a
•b

 
D
 

゜
゜

12
8 
E
P
5
3
-b
 
VI
 

有
尾
式

2a
•b

 
D
 

゜
゜

12
9 
El
53
-d
 
VIii
a
 
有
尾
式

2a
•b

 
C
 

゜
゜

13
0 
E
K
4
8
-a
 
V Iii
a
 
有
尾
式

2a
•b

 
D
 

゜
゜

13
1 
F
P
5
8
-a
 
VIii
a
 
有
尾
式

2a
•b

 
D
 

゜
゜

13
2 

E
J5

2~
d 
VIii
a
 
有
尾
式

2a
•b

 
D
 

゜
゜

13
3 
F
L
6
1
-a
 
Vill
a
 
有
尾
式
2
a
・
b
 
D
 

゜
゜

13
4 
E
J5
2
-b
 
Vill
a
 
有
尾
式

2a
•b

 
D
 

゜
゜

13
5 
E
G
5
0
-
a
 
VI
 

有
尾
式

2a
•b

 
C
 

゜
゜

13
6 
E
K
5
1
-
c
 
Vill
a
 
有
尾
式

2a
•b

 
D
 

゜
゜

13
7 
E
B
5
1
-d
 
V ill
a
 
有
尾
式

2a
•b

 
C
 

゜
゜

13
8 
E
F
4
8
-
d
 
Vill
a
 
有
尾
式
2a
・b
 
C
 

゜
1/
1 

11
 

13
9 
El
55
-c
 
Vill
a
 
有
尾
式

2a
•b

 
D
 

゜
1/
3 
1/
3
 
(6
) 

14
0 
E
K
5
4
-
d
 
VI
 

有
尾
式

2a
•b

 
F
 

゜
1/
5 

(1
0) 

14
1 
F
P
5
9
-d
 
Vill
a
 
有
尾
式

2a
•b

 
D
 

゜
1/
5 

(1
1)
 

14
2 
E
D
4
9
-c
 
V ill
a
 
有
尾
式

4a
•b

 
C
 

゜
゜

14
3 
E
B
4
3
-
a
 
VI
 

有
尾
式
4a
・b
 
C
 

゜
゜

14
4 
E
N
5
1
-c
 
V ill
a
 
有
尾
式

4a
•b

 
C
 

゜
゜

14
5 
不
明

表
採

有
尾
式

4a
•b

 
C
 

゜
゜

14
6 

F
N

63
~c

 
VII
 

有
尾
式
4a
・b
 
D
 

゜
゜

14
7 
E
J5
4
-d
 
Vill
a
 
有
尾
式

4a
•b

 
D
 

゜
゜

14
8 
F
N
6
3
-d
 
V ill
a
 
有
尾
式

4a
•b

 
D
 

゜
゜

14
9 

FM
63

~d
 
Vil 

有
尾
式
4a
・b
 
D
 

゜
゜

15
0 
F
K
6
2
~
d
 
VII
 

有
尾
式

4a
•b

 
D
 

゜
゜

15
1 
F
B
5
9
-c
 
VIii
a
 
有
尾
式

4a
•b

 
D
 

゜
゜

15
2 
F
L
6
3
-c
 
VIii
a
 
有
尾
式
7f
 

•l 
D
 

゜
゜

15
3 
E
A
4
6
-a
 
VIii
a
 
有
尾
式

7a
•b

 
C
 

゜
゜

15
4 
F
F
6
2
-c
 
VIii
a
 
有
尾
式

7a
•b

 
D
 

゜
゜

15
5 
F
N
6
3
-b
 
VII
 

有
尾
式
7f
 • 1
 
C
 

゜
゜

15
6 
El
51
-b
 
VI
 

有
尾
式
9c
 
C
 

゜
゜

(1
2) 

15
7 
E
S
5
4
-c
 
VIii
a
 
有
尾
式
5
類
9d
 
D
 

゜
゜

15
8
 
E
C
4
4
-a
 
VI
 

有
尾
式
9b
 
J
 

゜
゜

15
9 
F
0
5
8-
d 
VII
 
黒
浜
式
la
類
2b
 
D
 

゜
゜

16
0 
F
0
5
7
-a
 
VI
 
黒
浜
式
la
類
2b
 
D
 

゜
゜

16
1 
F
K
6
1
-
b
 
VI
 
黒
浜
式
la
類
18
 
C
 

゜
゜

16
2 
D
Y
4
6
-b
 
VI
 
黒
浜
式
le
類
18
 
D
 

゜
゜゚

16
3 
E
U
5
6
-
d
 
V Iii
a
 
黒
浜
式
le
類
18
 
C
 

゜
゜゚

16
4 
El
52
-b
 
V ill
a
 
黒
浜
式
le
類
18
 
D
 

゜
゜
゜

16
5 

E
J5

6~
c 
VI
 
黒
浜
式
le
類
18
 
D
 

゜
゜゚

16
6 
E
K
5
6
-d
 
V Iii
a
 
黒
浜
式
le
類
18
 
C
 

゜
゜
゜

番
号
出
土
位
置
層
位

分
類
縄
文
胎
土
器
形
口
縁
形
態
部
位

大
き
さ
(c
m)

深
鉢
浅
鉢
平
縁
波
状
口
縁
胴
部
底
部
口
径
底
径
高
さ

16
7 
E
J5
0-
a 
VIii
a
 
黒
浜
式
le
類
18
 
C
 

゜
゜

16
8 
E
J4
8
 
不
明
黒
浜
式
le
類
18
 
D
 

゜
゜

16
9 
E
P
5
5
-d
 
VI
 
黒
浜
式
le
類
18
 
J
 

゜
゜

17
0 
E
M
5
1
-
b
 
V Iii
a
 
黒
浜
式
J
c
類
18
 
J
 

゜
゜

17
1 
E
K
4
8
-a
 
VIii
a
 
黒
浜
式
le
類
18
 
D
 

゜
゜

17
2 
E
J4
8-
a
 
VIii
a
 
黒
浜
式
le
類
18
 
C
 

゜
゜

(1
2)
 

17
3 

F
Q

62
~b

 
VII
 
黒
浜
式
le
類
18
 
D
 

゜
゜

17
4 
F
L
5
9
-b
 
VI
 
黒
浜
式
la
類
18
 
C
 

゜
゜

17
5 
F
M
6
0
-
a
 
VIii
a
 
黒
浜
式
ld
類
2a
・b
 
C
 

゜
゜

17
6 
F
F
6
!
-c
 
VII
 
黒
浜
式
ld
類

2a
•b

 
C
 

゜
゜゚

17
7 
F
L
5
7
-
d
 
VI
 
黒
浜
式
ld
類
la
 
D
 

゜
゜

17
8 

FL
62

~d
 
Vill
a
 
黒
浜
式
2b
類
2b
 
D
 

゜
゜
゜

17
9 
E
F
4
5
-
b
 
V Iii
a
 
黒
浜
式
2c
類
18
 
D
 

゜
゜゚

18
0 
E
S
5
5
-
b
 
Vill
a
 
黒
浜
式
le
類
18
 
D
 

゜
゜

18
1 
E
S
5
0
-d
 
YIl
la 
黒
浜
式
le
類
18
 
D
 

゜
゜

18
2 
E
F
4
6
-
d
 
VI
 
黒
浜
式
le
類
18
 
C
 

゜
゜゚

18
3 
E
S
5
5
-b
 
Ylll
a
 
黒
浜
式
2c
類
18
 
D
 

゜
゜゚

18
4 
E
S
5
6
-
d
 
VIii
a
 
黒
浜
式
2c
類
9d
 
D
 

゜
゜
゜

18
5
 
E
M
4
9
 
不
明
黒
浜
式
2c
類

2a
•b

 
D
 

゜
゜

1/
6 
1/
6 
1/
3
 
(3
0)
 
(1
0) 
(3
8)
 

18
6 
E
Q
55
-d
 
VIii
a
 
黒
浜
式
3a
類
la
 
D
 

゜
゜

1/
4
 1
/4
 
(2
5)
 

18
7 
EI
52
-d
 
V ill
a
 
黒
浜
式
3a
類
la
 
D
 

゜
゜゚

18
8 
F
B
5
8
-c
 

V
l•V

II 
黒
浜
式
3a
類
la
 
D
 

゜
゜
゜

18
9 
E
U
5
6
-b
 
V Iii
a
 
黒
浜
式
3a
類
la
 
C
 

゜
゜
゜

19
0 
E
P
5
4
-
d
 
Vill
a
 
黒
浜
式
3a
類
la
 
D
 

゜
゜゚

19
1 
E
S
4
9
-a
 
Vill
a
 
黒
浜
式
3a
類
la
・b
 
D
 

゜
゜
゜

19
2 
E
J5
1 
~a
 
VI
 
黒
浜
式
3a
類
lb
 
D
 

゜
゜
゜

19
3 
F
M
6
3
-
d
 
VIii
a
 
黒
浜
式
3a
類
2b
 
D
 

゜
゜
゜

19
4 

E
E

44
~a

 
Vill
a
 
黒
浜
式
3a
類
lb
 
C
 

゜
゜
゜

19
5 
El
52
-b
 
Vill
a
 
黒
浜
式
3a
類
2b
 
C'
 

゜
゜
゜

19
6 
E
J5
3
-b
 
Vill
a
 
黒
浜
式
3a
類
2a
 
C
 

゜
゜゚

19
7 
E
J5
0
-c
 
Vill
a
 
黒
浜
式
3a
類
2b
 
C
 

゜
゜
゜

19
8 
E
K
5
1
-c
 
VI
 
黒
浜
式
3a
類
2a
 
D
 

゜
゜゚

19
9 
El
48
-a
 
VIii
a
 
黒
浜
式
3a
類
2b
 
C
 

゜
゜
゜

20
0 
F
H
6
0
-b
 
VI
 
黒
浜
式
3a
類
2b
 
C
 

゜
゜
゜

20
1 
F
L
5
9
-
c
 
VIii
a
 
黒
浜
式
3a
類
2b
 
D
 

゜
゜
゜

20
2 
E
J5
0-
d 
VIii
a
 
黒
浜
式
3a
類
2a
 
D
 

゜
゜
゜

20
3 
E
0
5
6
-
d
 
V Iii
a
 
黒
浜
式
3a
類
2b
 
D
 

゜
゜
゜

20
4 
E
U
5
0
-
d
 
VI
 
黒
浜
式
3a
類
2a
 
D
 

゜
゜
゜

20
5 
E
K
5
4
-b
 
VI
 
黒
浜
式
3b
類
2b
 
D
 

゜
゜
゜

20
6 
E
M
5
6
-
b
 
V Iii
a
 
黒
浜
式
3b
類
2a
・b
 
D
 

゜
゜
゜

20
7 
E
D
4
9
-
d
 
V Iii
a
 
黒
浜
式
3b
類
2a
・b
 
D
 

゜
゜
゜

20
8 
El
49
-d
 
V Iii
a
 
黒
浜
式
3a
類
2b
 
D
 

゜
゜
゜

2 .
 •x !F

-f
ft
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